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     第一章　世界の頂上


    



    「さあ莉り音おん。選択してもらいます。我われ々われには、莉音を迎え入れる用意がある。道はふたつにひとつです。我々の良き友人になるか、それとも世界の敵となるか──今ここで、それを決めてもらいましょう」


    　ローザ・スタインバーグは鋭い視線で莉音を見み据すえ、決然とした口調で二者択一を迫ってきた。


    　国際商業銀行が運営管理する証券市し場じようＫＫネクストと、アメリカ最大の新興市場ナスダック、世界最大規模の証券市場ＮＹＳＥユーロネクストを合がつ併ぺいさせようとする莉音の構想のために俺たちは動き始めていた。そこでまずは莉音と俺が二人でナスダックを訪れ、合併提案を持ちかけた直後のこと──。


    　帰り際ぎわ、出口で待ち構えていたローザに無理やり誘われ、俺たちはここへ連れてこられたのだった。そしてやってきてみれば……待っていたのは世界を支配できるほどの、そうそうたる顔ぶれ。ローザの父親や、ローザの遠縁の親族にあたるというセルベル財ざい閥ばつ、ハストン財閥の総そう帥すい。それからＦＲＢ議長、ＣＩＡ長官、大統領補佐官、国防省のトップ、アメリカ軍の統合参さん謀ぼう本部トップなど、一〇人ばかりの権力者たちだったのだ。


    　彼らから、仲間に加われば革命などいくらでもプレゼントしてやると持ちかけられ、珍しく莉音は困りあぐねて顔を歪ゆがませる。


    「……で、でも……このメンツの仲間になったら、私たちのやってきたことが無駄になるわ……」


    　セルベル財閥の総帥──キャシアス・セルベルがグイと身を乗り出す。


    「失敬な。どこが無駄なんだ。俺たちは仲間想いの心優しい人間なんだぞ？　俺のハートを心臓から取り出して、その目に見せてやりたいくらいだ」


    「黙りなさい、キャス」


    　すかさずローザがキャシアスに厳しい視線を向けると、キャシアスはふてくされたようにソファに身を沈める。


    「へいへい」


    　ローザの父親──マシュー・スタインバーグが、隣のキャシアスに顔を近づけ、おどけたように口にする。


    「キャスのハートなんて見せられたら、もう生きているのが嫌いやになるだろうな」


    「言えてる。私はその場で教会に駆け込んで、一日中祈りを捧ささげると思うよ」


    　ハストン財閥の総帥──レミュエル・ハストンも笑いをかみしめながら同意した。


    「どこの神に祈りを捧ささげるんだ？」


    「そうだな……太陽神にでもしておこう」


    「なんて友だち甲が斐いのないヤツらだ……」


    　大おお仰ぎように哀しげな顔をして見せたキャシアスは頭を抱かかえたが、すぐに立ち直り莉り音おんと俺へ視線を上げる。


    「こんなヤツらのことはいい。俺のダチになれ。望むがまま、どんな世界でも出現させてみせよう」


    　キャシアスはちっとも黙る様子がなさそうだった。


    「……正直、予想外すぎて……」


    　莉音は言葉を濁にごらせた。


    　熱心にローザも語りかける。


    「私たちのメンバーに加われば、莉音がやりたいこと、そのすべてができる。歩みましょう、私たちとともに。莉音には、その力がある。これ以上、遠回りをする必要はないのです」


    「そんなに革命がしたいなら、起こさせてやってもいいと言ってるだろう？　いいじゃないか革命。一いつ丁ちようど派手に、世界を巻き込む大革命劇といこうか。この子らのために一肌脱いでやろうぜ、なぁお前ら」


    　キャシアスはメンバーたちを見やり、いかにも親分といった風に言った。


    　すぐに一同は、深々とうなずいた。今度はローザも、キャシアスの言葉を注意しなかった。


    　レミュエル・ハストンも優しい口調で続く。


    「あなたたちが望む世界が創れるよう、私たちが精一杯の努力をして差し上げましょう。悩むことなどないのです。今日から、私たちと共に歩みましょう」


    「さあ莉音、決断してもらいます。我われ々われのこの申し出は、莉音たちに、必ずや大いなる幸運をもたらすことになると確信できる。私たちは、莉音の望みを叶かなえるために動く意志があるのです。ですからどうか、断ることはしないでください。しかし……言わずともわかると思いますが、もし同意しない場合、あなたがたは世界の敵になる。いかなる国家に寄よる辺べもなく、身を隠してさまよい歩くことになるでしょう」


    　ローザの言葉は、友情と恫どう喝かつが入り交じる、見事な言い回しだった。


    　莉音はわずかに躊ちゆう躇ちよして下を向いたが、やがて静かに顔を上げ、ゆっくりと口にしていく。


    「……ローザとは、ずっと友だちでいたかった。でも、その提案を受けることはできない。真に世界を変えたいならば、ここのメンバーは打ち倒すべき相手だから」


    「その言葉の意味を……理解していますか？」


    「うん」


    「……」


    　莉音とローザはお互い視線を逸そらし、沈黙した。


    　慌あわてたようにマシュー・スタインバーグが口をはさむ。


    「君らは誤解している。近ごろ、ぼくらを悪魔の化け身しんかのように扱うタチの悪い陰いん謀ぼう論があったりしてね。こういうただの身内の会話を、まるでサタンが世界を滅亡させるために謀はかりごとを巡めぐらせているように受け取られることがある。ぼくらの存在意義そのものを否定しているかのようだ。だが、ぼくらはそんな悪の集団ではないよ」


    　レミュエル・ハストンも続く。


    「世界を無む秩ちつ序じよのまま放置することほど、恐るべきことはないのですよ。真の民主主義というものは、究極のアナーキズムに過ぎません。だからこそ、たとえ面倒でも、やりたくなくとも、誰かが世界を統制せねばならないのです。実際、私たちの手の及ばない国は政治混乱が続き、どこもかしこも息も絶え絶えの状態です。日本だってそうでしょう？」


    「……いいか、よく考えろ。俺たちの決断は、多方面への影響力が大きい。だから、事前に調整をしておく必要がある。仮に俺たち大財ざい閥ばつが親族同士で互いに競争を繰り広げたとしたならば、世界の混乱は増すばかりだろう。俺たちには何よりも第一に、世界の秩序を維持する責任がある」


    　キャシアスは言葉こそ荒っぽかったが、親愛の情を感じさせる含みがあった。


    「その責任を、あなたたちが負おう理由はないでしょう。ただ大財閥に生まれついたという以外に」


    　莉り音おんが言うと、キャシアスは首を振る。


    「そんなことを言い始めたら何も進まないだろう。理由を求めても始まらん。理想論を語っても意味がない。人間の有様など、どこもかしこもメチャクチャだ。すべては、現実が優先する」


    「なら、その現実を私たちが変える。私はそのために生きてきた」


    「現実を変えたその先に、美しい世界があるとでもいうのか!?」


    　テーブルをガツンと叩たたき、キャシアスは莉音に凄すごみを利きかせた。


    「……わからない。ううん、ないと思う。でも、求めれば見つからないとは限らないでしょ。ロマンを追い求めるのが冒険家の最大の仕事なの」


    「ロマンだと？　おまえらは、ありもしないロマンなどのために世界をメチャクチャにしようって言うんだな!?」


    「別に私たちが関わらなくとも、世界は一定間かん隔かくで、定期的にメチャクチャになる。一つの体制が行き詰まれば、大戦争や破は綻たんで旧体制をリセットして、新体制に移行するでしょう？　ならば、私たちが次の混乱をコントロールして、次世代を創り上げてみせるわ」


    「チッ、てめぇらの存在は、俺たちにとって鬼き門もんだな。そんなに死に急ぎたいってのか!?」


    　忌いま々いましげにキャシアスは吐き捨てた。


    　ローザは確認してくる。


    「では……私たちと共に歩むつもりはないということですね？」


    「ごめんね、ローザ」


    「俺はこの会合に参加し始めてもう五年になるが……話を受けなかった人間を見たのは初めてだ。とんでもないことになるぞ。考え直すつもりはないのか？」


    　そんなＣＩＡ長官の脅きよう迫はく混じりの言葉に、莉り音おんは静かに応じる。


    「ないわ」


    「なんなら、ここから出さなくたっていいわけだ。ホテルの外にすら出られず、ひっそりと、どこかへ旅立つことになるかもしれんよ？」


    　メンバーでもっとも年長の、統合参さん謀ぼう本部の議長が淡たん々たんと言った。


    「ＳＰは数人いたけど、軍人らしき人影はなかった。私と巳み継つぐがいれば余よ裕ゆうで戦えるわ。私から見れば、あなたたち、大半がお爺じいちゃんだしね」


    「ここを出たからといって、逃げ切れると思うのか？」


    「思わない。それでも、戦わなくちゃいけないときってあるでしょう？」


    「こちらがその気になれば、どこへ行こうと逐ちく一いち動向を監視できるのだぞ!?」


    　議長の言葉に熱がこもり始めると、ローザが話に割って入る。


    「やめなさい。いいのです、莉音たちのスタンスがわかっただけで十分です」


    　レミュエル・ハストンも続く。


    「折り合えなくて残念です。決してマイナスになる提案ではないと思ったのですがね……」


    「あなたたちを否定しているわけじゃない。でも、私たちの存在意義に関わることだから……やっぱり私は、あなたたちと結託して革命を成なし遂とげるわけにはいかない。きっと私は、あなたたちが治める世界と対決することになる。乗り越えたその先にしか、新しい未来は開けない」


    「……」


    　一同は沈黙した。どうあっても、莉音を説得することは不可能だと理解したのだろう。


    　やがてローザがソファから立ち上がり、ポーカーフェイスで口にする。


    「お送りします。参まいりましょう」


    　そう促され、莉音と俺は席を立った。


    　サロンを出る間ま際ぎわ、マシュー・スタインバーグが声をかけてくる。


    「残念だよ。君には、ローザの友人でいて欲しかった」


    　キャシアスも言う。


    「まったくだ。高たか飛び車しやなどこぞの娘に、若くて相応ふさわしい友人ができたものだと俺も密ひそかに喜んでいたんだがな」


    「キャス、黙りなさい」


    　振り返ったローザは、憎らしげにキャシアスを睨にらみ据すえた。


    　しかしキャシアスはちっとも遠慮するつもりがなさそうで、気楽に手を振ってくる。


    「じゃあな、二人とも。幸運を祈ってやるよ」


    　ローザがプイと視線を逸そらして歩きだしたので、俺と莉り音おんは慌あわててあとに続いた。そして俺たちは、サロンをあとにした。


    



    
      ◇

    


    



    　ローザに従い、俺たちはマイバッハの後部座席に乗り込んだ。助手席に座ったローザが、後ろを振り向いて訊きいてくる。


    「ホテルですか？　それとも空港ですか？」


    「空港に」


    　莉音の言葉を聞き届けたローザは、すぐに前方に顔を戻し、そのまま黙り込んでしまった。


    　運転手役のＳＰも、特に指示されるでもなく、空港へと車を向けた。


    　車内は沈黙が支配した。誰も口を開かない。


    　それから車に揺られる間、ローザは前方を見つめたまま動かず、莉音はそぞろに窓の外に視線を向けているだけだった。


    　空港の車寄せで、マイバッハが停止した。


    　車を降りるとき、莉音は親身な口調で礼を言う。


    「ローザ、送ってくれてありがとう」


    「……」


    　ローザは何も応えなかった。


    「行きましょう、巳み継つぐ」


    　莉音に促され、俺も最後にローザに言葉をかける。


    「ローザさん、ありがとうございました」


    「……」


    　それでもローザは口を開かなかった。


    　マイバッハの扉を閉め、俺たちは旅行バッグを引いて歩きだした。空港に入りかけたそのとき──。


    「莉音」


    　ふと後ろから呼びかけられ、俺たちは振り向いた。


    　ローザがマイバッハのドアを開き、半身を乗り出すようにして声をかけてきたのだ。


    「莉音。さよならは言わないでおきましょう。幸運を祈っています」


    「うん。またね」


    　軽い調子で応じ、莉音は笑顔でうなずいた。


    　たったそれだけの会話を交わし、再び俺たちは空港の人混みへと歩きだした。


    



    
      ◇

    


    



    　莉り音おんと俺はゆったりとしたファーストクラスに座り、今しがたの出来事を振り返っていた。


    「カルヴァート財ざい閥ばつからコンタクトがあったかと思ったら、今度はアメリカ中ちゆう枢すうから……驚きのアプローチね」


    「大人気だな、俺たち」


    　俺の言葉に、莉音が笑う。


    「あはは。究極の出世よね」


    「腰を抜かすような超絶ＶＩＰばかりだった……」


    「世界の頂上よ」


    「そしてついにメンバーに誘われるところまでたどり着いたってわけか。鳥肌なんてもんじゃない。ぶったまげるな」


    「でも、おかげで何もかも急がないとならなくなった。建国の準備には入念に時間をかけられると思っていたんだけど……」


    「ＫＫネクストの成功で一息つけると思ったら、これだもんな。そもそもローザさんたち、どこまで俺たちの行動を摑つかんでいるんだ？」
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    「わからない。ＫＫネクストのインサイダーの仕組みは漏もれていないと思うけど、推測くらいはできているのかもしれない。何もかも確証は持てない」


    「悩むほど、ドツボに嵌はまりそうな状況だ」


    「こうして悩むことそれ自体が、相手の術中に嵌まっていることはわかってる。でも、さすがに焦あせるわね」


    　たしかに莉り音おんの言うとおり、俺たちはここから、周到な準備を重ねられると思っていた。だが、運命は待ってくれないらしい。


    　思えば俺たちは、いつだってそうだった。何かを仕掛けて成功させたと思っても、その影響で予想外の横やりが入り、対応しなくてはならない新事態が次々と眼前に現れる。その繰り返しだ。今回はいささかスケールこそ大きいが、ＫＫネクストの大成功が引き起こした反作用ということだろう。


    「どうする、これから？」


    「悠ゆう長ちように構えてる余よ裕ゆうはなくなった。態勢を立て直して、一気に突っ切るしかなさそう」


    「やるしかないか」


    「やるしかないわね」


    　俺たちは顔を見合わせてうなずき合った。


    　彼らが謀はかりごとを巡めぐらせて俺たちを世界の敵に陥おとしいれてくる可能性が出てきた以上、それより早くこっちから戦いを仕掛けるしか打開策はなさそうだ。ローザだけなら汚い方法で俺たちを罠わなに嵌めてくることはなさそうだが、なにせあっちは世界の黒幕たちが揃い踏みである。誰がどんな方法を取ってくるかわからない以上、その前に俺たちは準備を終えていなくてはならなかった。


    



    
      ◇

    


    



    　日本へ帰り着いてすぐ、会議室に全員を集め、莉音と俺は交互にローザに誘われた顚てん末まつを語って聞かせた。


    　最初は落ち着いて耳を傾けていた恒こう太たが、徐々に興奮し始める。


    「ククク……ついに俺は世界の頂点から三さん顧この礼れいで迎えられるところまで来たのだな。自みずからの[image: ]あふれる才気が恐ろしい……。だがしかし、この俺は最強すぎるだけに、孤独な道を歩まねばならないのだ……」


    「どう脳内変換すればそんな物語になるんだよ……」


    　俺がうんざりすると、沙さ織おりも呆あきれる。


    「恒太が誘われたわけじゃないわよね……」


    「よくやったぞ莉音。ヤツらの誘いをはねつけることは、なかなかできることではない。俺の幕ばく下かとして、莉り音おんには報ほう奨しよう金きんを弾はずんでやらねばなるまい」


    「こんな栄えい誉よを断ったのは、俺たちが初めてだってさ。そりゃ普通、断る理由なんてないよな」


    「でも裏を返せば、私たちは注目されてるってことでしょ？　それって、けっこうヤバくない？」


    　沙さ織おりの問いに莉音がうなずく。


    「そうね、急がないと。すべての準備を。向こうがどこまで私たちの動向を摑つかめているかわからないから、気掛かりは倍増するわね」


    「だがそれはお互い様だぞ。莉音が不安を感じているように、連中も俺たちが何をしでかすかわからず、不安を感じているに違いない。俺たちの正体が摑みきれないからこそ、ヤツらは俺たちを仲間に取り込もうとしたのだ。こちらが苦しいときは、敵もまた一緒なのだよ。思えば過去に俺が乗り越えてきたあらゆる戦場で、いつでもそうだった……」


    「いいこと言うわね、恒こう太た。彼らが私たちを仲間に取り込もうとしたのは、私たちを野放しにしたくないという理由が絶対あるわけ。だから、あっちも不安に思ってることは確実よ。次の一手は私たちが取る。ここは先手を取ることに全力を注ぎましょう」


    「じゃあ次は、どんな準備をすればいい？」


    　俺が訊きくと、すかさず莉音は応じる。


    「戦争準備よ」


    「せ、戦争準備……だと……!?」


    　恒太の声はうわずった。


    「今のところ核弾頭は九つ分が完成している。本当はもっと数を揃えたかったんだけど、モタモタしてはいられない。だから完成済みのものをアテスミサイルに密ひそかに搭とう載さいし、戦いに備えるの」


    「アテスミサイルは今、通常弾頭を搭載したもの約一五〇基が空に浮いている。さらに新しくどんどん打ち上げて、核弾頭を搭載したものも交ぜるってことだな」


    　俺は確認した。


    「そうそう。でも、アテスミサイルの製造には時間がかかって数がぜんぜん足りない。同時に巡じゆん航こうミサイルも大量に取得して、アテスミサイルの不足分を補いましょう」


    　アテスミサイルは俺たちが開発した宇宙静止ミサイルで、宇宙空間に待機し、俺たちの命令があればいつでも地上を攻撃することができるミサイルだ。ただし地上に落下するまでは、およそ一六分の時間を要してしまう。


    　一方の巡航ミサイルは、飛行機のようにジェットエンジンで水平飛行するミサイルだ。低速力だが長距離飛行が可能で、搭載できる炸さく薬やく量が多く攻撃力に優れている。高性能の制御機器を内蔵し、目標への命中精度も高い。陸上、艦船、水中、航空機など多種多様なプラットフォームで運用が可能であり、ミサイルの花形と言えるだろう。


    「巡じゆん航こうミサイル程度なら、俺たちはロシアロケット社でいくらでも手に入れることができる。親会社のコークスミサイルカンパニーも弾道ミサイルを製造しているから、そっちからも手に入るだろう」


    「クククククク……アーッハッハッハッハ！　この俺がついに地球連れん邦ぽう軍を組織するときがきた！　いいぞ、ミサイルを大量配備することを許可する。そして核の発射装置は特殊合金のアタッシュケースに入れ、柚ゆずにセキュリティコードを作らせた上で、俺のところに持ってくるように。次の指令は以上だ」


    「なんであんたが指令出してんのよ。いっつも便乗して……」


    　沙さ織おりはムカッとしたようで、恒こう太たを睨にらんだ。


    「それから、一気に勝負をかけるから、ＫＫネクストの影響値は九％に引き上げましょう」


    　ＫＫネクストの影響値は、俺たちがインサイダーでどれくらいの金額を抜いているかを調整する割合だ。俺たちだけが事前に入手できる情報を元に、株価の変動を予あらかじめ予想して、プログラムが売り買いを繰り返す。影響値九％なら、仮に一〇〇〇億円のお金の流れがあったとすると、俺たちはその九％にあたる金額──九〇億円を濡ぬれ手てに粟あわで奪取することができるのだった。


    「今、三・五％だよな……。上げすぎのような気もするが、ゆっくりしてもいられないか」


    「柚ちゃん、九％への引き上げ、お願いね」


    「はい！　わかりましたぁ！」


    「沙織、手伝ってあげて」


    「うん、わかった」


    「どうすればいいかわからないので、沙織さんに教えてもらおうって思います」


    「柚さん、この前一緒に影響値を三・五％に変えたでしょ？　あれと同じことをまたやるの。今度は九・〇％にするのよ」


    　沙織が優しく説明すると、柚さんは顔を輝かせる。


    「そうなんですかぁ。なるほどです！」


    「柚が稼かせぎ出す資金が、この俺が指揮する大戦争の原資になる。詰まるところ戦争とは、資金力なのだよ。最高に重要な役目だぞ。失敗は許されない。心してかかれ」


    　恒太がハッパをかけると、柚さんは両りよう拳こぶしを胸前で握りしめ、真剣にうなずく。


    「よくわかりませんが、とっても大事な役目だってことはわかりました……。あの……私でいいんでしょうか……。皆さんにご迷惑をかけないように、一生懸けん命めいやろうって思います……」


    　沙織はテーブルをバンと叩たたき、恒太を詰なじる。


    「ちょっと！　あんまり柚さんを緊張させるようなことはやめなさい！　そんな難しいことじゃないんだから！」


    「部下の能力を引き出すには、ときに優しく、ときに厳しく指導せねばならん。いつも優しすぎる俺だから、こういう転換点では厳しい態度で臨のぞむことが必要なのだ。偉大な上じよう司しからのエールだと思ってもらいたい」


    「誰が上司よ誰が……」


    「じゃあみんな、今まで以上にスピードを上げて取り組むことが重要だからね。各自の役割をスムースにこなし、手が空いたら他の人の仕事も手伝ってあげて。先手を打って事を成なし遂とげるための大勝負よ」


    　莉り音おんは俺たちを見やって口にした。


    　すると突然、ガタリと音を響かせて恒こう太たが立ち上がり、意味深に俺たちを眺め回してきた。


    「行くぞ諸君。地球の平和と秩ちつ序じよを守るため、この俺は天高く月にまで羽ばたく。俺のスピードは光よりも速すぎるが、それでも遅れずについてきたまえ。春かす日が恒太の旗の下もとに集つどえ！　革命部の栄光のために！」


    　恒太は、まるで将軍が傘さん下かの兵士へ向けて檄げきを飛ばすように宣言し、右腕を高々と宙へ掲かかげ上げた。


    



    
      ◇

    


    



    　俺は現物──金・銀・プラチナ・宝石を買いまくっていた。


    　世界中の宝石商を動かし、あらゆる財宝を収集し、東京湾内に停泊するオリエントシーライン所属のタンカー数すう隻せきに運び込むのだ。


    　運うん搬ぱんする作業も、一度革命部が借りている国際商業銀行の地下金庫に現物を集めた上で、それを工業用コンテナに詰め込んで、取引ある複数の運搬会社に「工業用製品」と偽いつわってタンカーの船底まで運ばせていた。もし運搬会社が本当の中身を知れば、仰ぎよう天てんするだろう。


    　そして俺たちが大量の金注文を入れているせいで、連日にわたって最高値を更新し続けていた。


    　金が毎日暴ぼう騰とうを続けていることで、世界の現物好きな投資家たちは「これからは金の時代！」だと続々と参入し始めていた。それがまた暴騰に暴騰を呼び、「金はバブル」だと叫ばれながらも、一向に下げる様子を見せないのだった。


    



    　有史以前から金は、最も価値の高い金属であるとされてきた。


    　装飾品として利用された最初の金属でもあり、中世の科学者たちが一様に目指した目標が、他の物質から金を創り出す錬れん金きん術を成功させることだった。その試こころみは成功しなかったが、貴重な金を人為的に産み出そうとする錬金術の試し行こう錯さく誤ごが、人類の科学技術を発展させてきたと言っても過言ではない。


    　地球に存在する金のうちすでに四分の三は掘り尽くされ、その量は、わずかオリンピック公式プール三杯分しかないと考えられている。まだ埋まい蔵ぞうされている量も、オリンピック公式プール一杯半しかない。だが埋蔵されている金も、実際的には採掘困難な場所にあるため、あと三〇年ほどで枯こ渇かつすると言われている。この極めて限られた量しか存在していないことも、多くの時代と地域で高い価値を認められ続けた要因だった。


    



    　人類文明において、古今東西、時の政府が発行する貨か幣へいの価値が無価値になったケースは枚挙にいとまがない。いったん価値を失った貨幣は、永遠に価値をなくし、存在自体が消滅してきた。


    　しかし金が無価値になったことは、それが歴史に記録された紀元前三〇〇〇年以降、ただの一度もないのである。金は、地球のあらゆる地域、時代で有効だった。江戸時代にタイムスリップすれば、一〇〇〇円札は無価値だが、金には一定の価値が認められる。


    　数千年の間、定住の地に恵まれなかったユダヤ民族が金を大切に持ち歩いたのも、金が時空を超えて価値あるものだからだ。


    



    　だからこそ、俺たちが金を搔かき集めるのには理由があった。


    　俺たちの革命が成功すれば、現行の金きん融ゆうシステムは終わりのときを迎えることになる。そして、貨幣の仕組みが変わるとき、旧貨幣の価値はほとんどゼロに等しくなる。しかし金だけは、貨幣の新旧を超えて価値を保たもち続けてくれるのだ。


    　だから俺たちは、革命を成功させるための経済的な裏付けとして、時空を超えて価値の保てる現物を──なかでも歴史上もっとも安定した値打ちのある金現物を、可能な限り大量に保有しておこうとしているのだった。


    



    　金は衰退が始まる国から逃げ出し、隆りゆう盛せいに向かう国に流入していく歴史を持っている。


    　目下、金を大量に輸入しているのはアジアを中心とする新興国。中国、インド、東南アジア諸国だ。一方の日本は、一九九〇年まで大量の金が流入していた。だがそこをピークにして、大量流出が続いている。とりわけ近年の日本の輸出急増は驚くばかりで、日本の衰退を映し出す鏡であると言えるだろう。


    　いつの時代も、金が集中しているところが、本当の権力の在処ありかなのである。
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    　タンカーの船底に山積みされた工業用コンテナを眺めながら、莉り音おんと沙さ織おりと俺は打ち合わせをしていた。


    　沙織には、運うん搬ぱん会社の調整をしたり、コンテナの搬入を管理する仕事をしてもらっている。そして俺が、肝心のコンテナの中身を買い集める仕事だ。


    「三〇〇〇トンの金きん塊かいか……。なんか、あんまり大したことないな」


    　漫然とコンテナを見やり、俺はぼそりと言った。そりゃ目に見えるのがただの無ぶ骨こつなコンテナだから感かん慨がいもクソもないのだが、だだっ広い船底の一部に金のスペースがあるだけなのだ。対角線上にある銀のコンテナは山と積み上げられ、船底の一角を占せん拠きよしているのとはえらい違いである。


    「三〇〇〇トンってことは、世界全体の一％ってことでしょ？　こうして見ると、意外と少ないのね」


    　俺が金を購入し始めたのはつい最近だ。それにもかかわらず、これほどの量になっているのは、多くの関連会社を通し、猛烈な勢いで買い進めているからである。


    「巨大なタンカーを改造したものだからね。三〇〇〇トンぽっちが少なく見えるのはしょうがないわよ」


    　気楽な調子で莉り音おんは言った。


    「盛んに買い進めているせいで、一オンス一七〇〇ドル前後だったのが暴ぼう騰とうし、今じゃ二八〇〇ドルに迫ってる。異常すぎる上昇だよ。まぁ、現金はうなるほどあるから、いくら高騰しようがどうでもいいんだけどさ」


    「世界中の投資家も、目の色を変えて金を買い始めてるって話よね。まだまだ金は暴騰するっていう特集が経済専門誌で組まれてたし。一オンス五〇〇〇ドルは目指せるとか買いてあったわ」


    　そんな沙さ織おりの話に、莉音は肩をすくめる。


    「でもね、金がここまで高騰していることで、カルヴァート、スタインバーグ、セルベル、ハストンは相当量の金を放出してるらしいわ。そもそも彼らは通常、金はほったらかしにしているだけなのに、今回は動き始めてる。金が価値を乖かい離りして異常に値上がってるって判断しているんでしょう」


    「マジで？　さすがだなぁ……抜け目がないというか……。この相場の大波乱で、また彼らは天文学的に稼かせぐんだろうな。原油売りのときにも俺たちの敵側だったわけで……」


    　俺は愕がく然ぜんとした。まともな経済戦争では、どうやっても彼らには敵かないそうにない。


    「でもよ、仮の話だけど、金本位制に世界がひっくり返ったら……金の総量を全世界で流通している資金量に置き換えてみると、一オンス一万ドルを遥はるかに超えていくはずなのよ。世界が空前の危機に見舞われると、そこまで値上がりが見込めるってこと」


    「つまり……ここに溜ため込んでいる金塊が本物の輝きを取り戻すかどうかは、俺たちの活躍次第ってわけだ」


    　俺はしみじみと無骨なコンテナを見上げた。コンテナは、やっぱり鉄の塊かたまりだ。中身の金塊だって、所しよ詮せんは単なる金属にすぎない。飢うえたときに食べることもできないし、喉のどの渇かわきを癒いやすこともできないのに。それがどういうわけか、価値があるものなのだという。


    　ギリシア神話にこんな物語がある。ミダス王は、ディオニューソスからどんな願いでも叶かなえてやると持ちかけられ、「自分が触れたものすべてが黄金に変わる力」を望んだ。巨万の富とみを創り出す源泉を得たミダス王は驚喜したが、食べ物も、飲み物も、愛する娘さえも黄金に変わってしまったのだった。やがて飢き餓がに苦しんだミダス王は黄金の力を激しく憎み、「ミダス王の悲劇」として語り継がれることになる。


    　黄金がいかに価値あるものだと考えられていようとも、究極的には実態のないものでもあるのだ。


    「そしてローザたちは、私たちの活動なんて歯し牙がにもかけていないってことね。一時的な盟めい約やく関係にあるカルヴァートすらも」


    　そう言って、莉り音おんは苦笑した。


    「過小評価であることを思い知らせてやろうか」


    「そうね。世界を吹っ飛ばしてやりましょう」


    「恒こう太ただけは、みんなが過大評価しすぎてると思うけど」


    　沙さ織おりの指摘に、莉音が言う。


    「きっと恒太の特殊能力なのよ。大衆扇せん動どうにかけては、あの子の右に出る人物はいないわ」


    「それがアイツの真しん骨こつ頂ちようだからさ。どこまで恒太が地球史に名を刻むのか、実は密ひそかに楽しみだったりするよ」


    　俺も同意した。


    　それから俺たちはコンテナの山を前にし、金銀財宝の今後の保管計画や搬はん入にゆうスケジュールなどの話し合いを続けた。


    　世界をひっくり返すのならば、少なくともカルヴァート財ざい閥ばつ、スタインバーグ財閥、アメリカ政府に対抗できるレベルの金を集めることが必要だ。


    　ローザは言っていた。「仮に世界をひっくり返しても、そこにあるのは同じ世界」なのだと。俺たちがどれだけ大規模な革命で世界の体制をひっくり返したとしても、結局のところ頂上の権力中ちゆう枢すうは変わらないということだ。だからこそ、世界革命を成なし遂とげたとき、頂点に対抗できるだけのパワーは不可欠だった。


    　とにかく今は、入手できるだけの金銀財宝を搔かき集めることだ。
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    　革命部オフィスで、俺、沙織、恒太は、柚ゆずさんがいじるパソコンをのぞきこんでいた。莉音は船せん舶ぱくを買い増すそうで、タンカーの売買交こう渉しようのために船会社へ出かけている。


    　そして俺たちは、影響値九・〇％に向けて、徐々に数値を上げてきていた。ほんの少し前は三・五％だったが、数日ごとに〇・五～一・〇％ほど数字を調整し、今日でちょうど目標の九・〇％に到達するのだった。


    「すっごいわね……みるみる利り益えきが積み上がっていく……」


    　沙さ織おりは感嘆の声を上げた。


    「数字がいっぱい増えてるって思います」


    　目まぐるしく変動する数字を眺めているだけで、柚ゆずさんは嬉うれしそうだ。


    　俺が口にする。


    「ちょっと前の三倍近い勢いでお金を抜いてるからな。とほうもない額だよ。本来、投資家が稼かせぐ分をかなり抜き取ってるから、これが長く続けば、だんだんと不信感が芽生えるかもしれない。俺たちの通ったあとには何も残らないレベル」


    　沙織は尋たずねてくる。


    「でも、こんなに急激に数字を上げて大丈夫なの？」


    「何もなければ三・五％のまま行くんだけど……短期決戦で勝負を決めることになったからさ。ローザさんたちに目をつけられている以上、ゆっくりしてはいられないからな。やむを得ない。刈り取れるものは、ぜんぶ刈り取っていかないと」


    「少しでも早く資金を作って、こっちから攻勢を仕掛けるために必要だってことね？」


    「そうだ。綱渡りは仕方ない」


    「私もいっぱいジュースを売って、お金を作ろうって思います。いっぱい売れるようになってくれたので、皆さんに追いつけた気がして、とっても嬉しいんです」


    　誇らしげに柚さんが言った。


    　恒こう太たが仕掛けたテレビショッピングは、今でも録画映像が幾いく度ども放映されている。発送業務も外注しているから、俺たちがやることもない。ヒットしている商品というわけではないけれど、多少は数がさばけるようになったのだ。柚さんが細々と自販機に補充していたころと比べれば、これでもずいぶんビジネスが成長したと言っていい。


    　だが実際のところ、柚さんのジュースがどれほど売れようと、革命部の財産にはまったく影響がなかった。九八〇〇円のジュースセットが何本売れようが、積み上がる利益はせいぜい月に数百万円であり、あまりに数字が小さすぎるからだ。しかし、柚さんの気持ちを無む下げにするわけにはいかない。


    　沙織は柚さんの肩に手を置き、優しく言う。


    「柚さんはもう十分に力になってるのよ。一番役に立ってくれてるかも」


    「フッ、柚ジュースが売れるようになったのは、まさしく俺のおかげ。俺の神こう々ごうしさが半はん端ぱない」


    「恒太くんが一緒に売ってくれたから、こんなに買ってくれる人が増えたんです。今ではギャラクシードリンクの仕入れが追いつかないんですよ」


    　柚ゆずさんは興奮しているようだった。


    「柚さんのジュースを売れるようにしたことだけは、恒こう太たを褒ほめてあげてもいいわね。そこだけは。他はバカすぎて、ぜんぶダメだけど」


    　苦にが々にがしく沙さ織おりは言った。
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    「──というわけで、このジリヤに、ロシアロケット社を通して、ロシア製最新兵器を取り扱わせてもらいたいの。とりあえずミサイル発射台五〇〇台と、それに付随する巡じゆん航こうミサイル、弾道ミサイル。それから揚よう陸りく艦かん五〇隻せき」


    　莉り音おんと俺は、ジリヤを連れて、ロシア・クレムリンにやってきていた。


    　もちろん相手はプチロフ首相である。


    　やはりロシアと何らかの政治的協約を結ぶ場合、この男と話すのが一番早い。それにロシアの場合、役所の決裁権者と取り決めたことでも、雲の上から降ってくる意向によってコロコロと方針が変わってしまう。最悪の場合、以前のような血で血を洗う戦いに発展しないとも限らない。だからこそプチロフと直接話し、確約をもらっておくのが安全だった。


    「そんなに大量の兵器を、どこに売りつけるつもりだ？」


    　プチロフは表情を変えず、莉音に向ける視線を鋭くした。


    「売却するつもりはないから、国際的なトラブルの心配は無用。私たちが倉庫や専用タンカーに保管しておこうと思ってね。揚陸艦も改造して民間商船として利用するつもり」


    「何の目的だ？」


    「どこの国にも売りつけないって言ってるでしょ。それ以上、目的は聞かないでもらえる？」


    「……」


    　プチロフは、推おし量はかるように俺たちを見み据すえてきた。


    「……。……嫌いやなら断ってもらってもいいんだけど。他の国から買うから」


    「金銭的に考えれば悪くない取引だが……何を企たくらんでいる？　倉庫に兵器を眠らせておくためだけに購入するなどという話を信じろと言うのか。話を聞かせろ。ロシアが協力してやれないとは限らないだろう？」


    「……」


    　今度は莉音が沈黙し、大きく息を吐き出した。


    　しばらく考えを巡めぐらせた莉音は、やがて咳せき払ばらいをして言う。


    「ロシアの国こく益えきに反するようなことはない。気になるなら監視を張り付けとけば？」


    「……見積もりは兆単位になるぞ」


    「いいんじゃない？　一〇兆でも二〇兆でも。どうせロシアに投資するわけだから、こうして兵器産業に資金を投入するのもいいでしょう」


    「なぜブローカーを介かい在ざいさせる？　直接取り扱えばよかろう」


    　そう言って、プチロフはジリヤに視線を向けた。


    「輸送業務の一切をジリヤのところに任せようと思ってね。買い取った兵器の輸送のために、ロシア連れん邦ぽう軍を動かすわけにはいかなくない？」


    「どうも。こうしてお目にかかったのは初めてです。プチロフ首相」


    　淡たん々たんとした口調で、ジリヤは言った。


    「ジリヤ・グリーナ。元ロシア連邦産業エネルギー省の職員。兵器商社アリステルのオーナー。聞き及んでいるぞ。ロシアの公僕が、アメリカの手先に成り下がったな」


    　吐き捨てるようにプチロフが言った。


    「どうでしょう。国家間の政争にはあんまり興味がないもので」


    　ジリヤはとくに否定もせず、やんわりと言葉を返した。


    「よく顔を出せたものだ。あちこちで、ロシアに対する敵対行為をしているらしいな。アメリカの秘密作戦にも時おり参加しているという[image: ]うわさだが？」


    　ロシアに対する敵対行為とは、おそらくロシアロケット社を巡めぐる革命部とロシアの争いのとき、俺たちに情報を密告したことが含まれているのかもしれない。アメリカの秘密作戦のことは知らないが、ジリヤなら何らかの関連を持っていても不自然ではなかった。


    「さぁ……身に覚えはありませんが。でも、そう受け取られかねない仕事をしているのは否定しません。たまにＣＩＡに騙だまされたり、嵌はめられたりで、兵器の密売や輸送業務でまんまと利用されることもありますからね。言ってみれば被害者の立場なんです」


    「ふん。ぬけぬけと、よく言ったものだ」


    「面つらの皮が厚くないと、この商売やってられないんですよ」


    「両親はモスクワで暮らしているらしいじゃないか。オストジェンカの豪邸だ」


    　突然、プチロフは話題を変えた。脅おどしを含んでいるのだろうか。いや間違いなく、そういう含みがあるだろう。


    「ロシアから出たくないそうで。だからせめてと思って、ちゃんとした家を買ってあげました。なんせ親おや父じはヴィクトル・アルクスニスの側そつ近きんだった軍人で、ソ連時代からのガチガチの保守ですからね。私とは話が合わなくて、顔を合わせると喧けん嘩かばかりですよ」


    「ちょっと！　ずいぶんジリヤに興味津しん々しんみたいだけど、何か関係あるの？」


    　たまりかねたのか、莉り音おんはテーブルを叩たたいて横やりを入れた。


    「いいよ莉音。何か含みがあるのなら、ハッキリ言ってもらった方がお互いのためだ。私には、別にプチロフ首相に気兼ねする理由などないんだからな。どう思われてるか知らないが、私はロシアにデメリットになるような行為をした覚えはない」


    　ジリヤは、プチロフの面前であるにもかかわらず、無遠慮に言い切った。


    「そう……ジリヤが良いならいいけど……」


    「ジリヤ・グリーナ。もう一度、ロシアのために働く気はあるか？」


    　思わせぶりなプチロフの物言いに、ジリヤは視線を険しくする。


    「どういう、意味です？」


    「端たん的てきに言う。今後、ＦＳＢやＳＶＲの秘密作戦に協力する可能性はあるかと聞いている」


    「……うーん……ケースバイケースじゃないっすか。そりゃまぁ私もロシア人なので、ロシア国家に貢こう献けんできるならある程度は考えますけど」


    「せっかくの縁だ。今後、工作に使わせてもらうことがある。それでもいいな？　相応の報ほう酬しゆうは払おう」


    「たしかにロシア政府としてみれば、私は使いやすい立場にいるんでしょうね。でも、おっかないことにはコリゴリしてるんで、喜んで参加しようとは思いませんが。作戦の内容と状況次第でしょう」


    「良い返事だ。他になにか条件はあるか？」


    「あくまで外注先であることは徹底してください。そして作戦に参加するかどうか、決める権限は私にある。くれぐれも、仲間だと思わないように。仲間ほど粛しゆく清せいされる可能性があるのは、この国の常なんでね」


    　そんなジリヤの言葉を、プチロフは鼻で笑い飛ばした。


    



    
      ◇

    


    



    　クレムリンを出て、俺たちは、ジリヤが昔よく利用していたホテルのレストランに連れていってもらった。


    　俺たちはテーブルを囲み、ホッと一息つきながらコース料理を楽しんでいた。


    「何年かぶりに緊張したなー。いちおう昔は、プチロフが大統領、私は新入り官かん僚りようだったわけで、雲の上の上じよう司しだったわけだ。それに、いっときは命を狙ねらわれたかもしれん相手だからさぁ」


    「あんまり緊張してたように見えませんでしたよ」


    　料理を口に運んでいた俺は、ジリヤに視線を上げた。


    「そうでもない。内心はブルブルさ。偉いヤツにはいっぱい会ってきてるけど、ああいうタイプはあんまりいないんだよ。根っからの情報機関員が、まがりなりにも大国の統治者になるなんてこたぁ普通の民主国家じゃ考えられんからな」


    「あそこまで指導力を発揮できる指導者を持てたのは羨うらやましい気もします。日本に生まれて、政治が混迷する場面しか見てきませんでした。とうてい考えられない政治力ですよ」


    「まぁ、権力が必ず腐ふ敗はいするように、民主主義も必ず腐敗するからな。日本もＥＵもアメリカも、それぞれ事情は違うが、民主主義が行き詰まったひとつの姿だろう。あとはボロボロになって朽くちていくだけさ」


    「結局、どんな政治も永続しないんですね」


    「そりゃそうだ。人類にとって不老不死が叶かなわぬ夢であるように、政体も政府も国家も、いつかは死を迎えることだろう。三〇年間は民主制を続けて、一〇年間の独裁制を挟はさむとか、そうやって定期的に政体を変更させて膿うみを出していかない限り、寿じゆ命みようを引き延ばすことはできないよ」


    　思いついたように莉り音おんが口にする。


    「ジリヤは、プチロフみたいな政治家になろうとは思わないの？　だって官界に進んだり、国連で働いたり、なんだかんだいって政治には興味があるんでしょう？」


    「冗じよう談だんは革命だけにしとけよ。クソ政治家どもを操あやつる方が遥はるかにいい。ま、どんな大資本家でも操れないプチロフは特異すぎるケースだがな」


    「プチロフは大統領になったことで、たくさんの利権を握って大金持ちになったわけだから。政治家というより、利権資本家に近いでしょう」


    「それでもプチロフはよくやってるよ。私は評価してるぞ」


    　ふと俺は、疑問に感じていたことをここで訊きいてみようと口にする。


    「ジリヤさんは、ぼくらの外部の人間のなかで、もっとも莉音に近くていろいろ手伝ってくれてますよね？　それって、ぼくらの革命を支援してくれてると考えていいわけですか？」


    「私は今のところ、スタインバーグ資本に属する人間だ。だけどさ、政治的にはローザとちょっと違う考えを持っている。莉音たちの革命も、世界にとっては必要なものだ。革命が成功するかどうかが重要じゃなく、そういう転換点が次の政体を考える上で重要なんだ。この腐ふ敗はいした世の中に、一撃喰くらわせてやらなくちゃいけない」


    　ジリヤが熱く語り始めたので、その様子に莉音はクスリと微笑ほほえむ。


    「フフ、そういうことを語るのが、やっぱり政治家じゃないの。自分たちのビジネスのこと以上に、世界のことを考えてる」


    「そうでもない。世界が激変するときは、私にとって最高のチャンスにもなるんだ。とくにこうして身近で起ころうとしている変動を、世界で一番早く察知することが、空前の財産を築き上げることに繫つながってくれるだろう」


    「ある種のインサイダーですね。それも、かなり壮大な」


    　俺の言葉に、ジリヤは我が意を得たりといった風にうなずく。


    「そういうことだな。できることなら変動を、ローザみたいに自分の手で創り出せればそれがベストなんだけど、今の私にはそこまでの力はない。だからこそ、莉音たちを応援してるって事情もある」


    「なるほどね。もっとも一筋縄じゃないかないのは、実はジリヤだったってことかしら」


    「私には野心があるんだ。次の世界財ざい閥ばつになるんだっていうな。そのためならば、危あやうい橋だって渡ってみせる。どうせ人生大したものじゃないんだし、こんな世の中に生を享うけた以上、最さい高こう峰ほうに上り詰めてみたいじゃないか。その途上でなら、死んだって悔くいはないさ」


    「ジリヤが世界財閥化した世界って、きっとおそろしい世界になるわね」


    　そう言って莉り音おんは笑った。ジリヤもニヤニヤと笑みを浮かべて応じる。


    「いや、ロマンに[image: ]あふれた世界になるぞ。毎日テーマパークにいるみたいな世界にな」


    「あはは、そういうのも見てみたいかも」


    　それから俺たちは食事を楽しみながら、冗じよう談だん半分でアレコレと世界の形を語り合った。なんだかんだ言ってもジリヤは政治談義が嫌いではないようで、サッパリした表情で政まつりごとを論じるのだった。


    　コースメニューも終わりに近づいたころ、莉音が今後のことを確認する。


    「それでね、プチロフが同意してくれたおかげで、大手を振って兵器を運び出せるわ。艦船を率ひきいてウラジオストークから南下すれば、猿さる島しまは近い。その輸送はすべて、ジリヤが請うけ負おってくれるということで、いいのよね？」


    　猿島は、俺たちが建国の地として予定している東京湾の要よう衝しように浮かぶ無人島だ。


    「艦船の整備や積載に一五〇〇人、それから艦船を操あやつる水夫は最低一〇〇〇人出そう。だが、それ以降は大丈夫なのか？　たった五人なんだろ？」


    「ミサイル発射台を島内や艦船の甲かん板ぱん上に配置してくれさえすれば、あとはなんとかするわよ。するしかないからね」


    「おいおい、ミサイルを撃つのにだって人手がいる。戦争はできないぜ」


    「ミサイル発射台にネットワークを張り巡めぐらせて、中央ですべて管理するから大丈夫。何らかの事情で破損した兵器の整備はできないから、そういうのは放置するしかないけどね」


    「ムチャクチャな戦いだな。やるかやられるかっていう、防御無視の殺し合いだ」


    　ジリヤは呆あきれたようだった。


    「防衛網を整備するだけの時間がなかったから仕方ないのよ。ところでミサイル発射台は、ネットワークのカスタマイズがやりやすいものでお願いね。旧式だと、役に立たないものが多いから」


    「最新のものを用意するつもりだ。戦術ミサイルシステム『イスカンデル』がベストだが、仕入れ数に限りがあるだろう。残りは『クラブＫ』で統一しようと思ってる。莉音たちの用途にはちょうどいい」


    「クラブＫ……？　ノワトール・エカテリンブルク設計局が作ってたクラブ巡じゆん航こうミサイルのこと？」


    「そのクラブシリーズの派生だ。こいつがまた、とんでもないシロモノだよ。世界の軍関係者から非難が殺到してるミサイル発射台なんだけどさ──」


    　それからジリヤは、クラブＫについて説明してくれた。


    　このクラブＫは、ＩＳＯ準じゆん拠きよの民間用コンテナの中に、最新鋭のミサイルシステムが組み込まれているミサイル発射装置だ。どこから見ても民間用コンテナにしか見えないが、中身はハイテクのミサイルが搭とう載さいされている。発射するときはコンテナの上部が開き、四門の発射台が出現する仕組みだ。


    　クラブシリーズにはさまざまな種類があるらしい。潜水艦発射型がクラブＳ、地上発射型がクラブＭ、空中発射型がクラブＡ。そしてコンテナ偽ぎ装そう型がクラブＫと名付けられている。


    　クラブＫは配備する巡じゆん航こうミサイルも最新鋭のもので、亜音速で目標物へ向けて巡航していき、目標に突入する直前に弾頭部を切り離し、ロケットモーターによってマッハ三を実現する。


    　民間に偽装するという兵器のコンセプトだけに、「テロ国家やテロリストに販売するつもりか!?」と騒がれ、抗議の的まとになっているという。だが発射台を偽装して運ばなくてはならない俺たちにとっては、都合のよい兵器であることは確かだ。


    　ジリヤの話を聞いた莉り音おんは、真剣な表情で、考えながら口にする。


    「……そういう偽装発射台があるのなら、もっと大規模に艦隊を編制してもいいかもね……。揚よう陸りく艦かん五〇隻せきなんて言わずに、民間からも可能な限り船を買い集めて、コンテナを満載すれば……うん、いいわね！」


    「民間商船にしか見えんよ。こっちも仕事がしやすくて助かるな」


    「それじゃジリヤにお願いするのは、イスカンデル、クラブＫ、それから可能な限りの商船や軍用船を、仕入れられるだけ仕入れてもらえる？　数に上限なし。お金はいくらでも払うからね」


    「了解だ。できる限り集めてみよう」


    「それじゃあ決まりね。ジリヤの仕入れが決まれば、全額を前金で払っておくから。高めに見積もりを作って、うんと儲もうけてもらって構わないわよ」


    「おいおい、発注者がそんなことを言ったら、とんでもない金額になっちまうぞ？」


    「オッケーよ。ここで遠慮なく儲けておきなさい」


    　莉音は気前よく言い切った。


    　実際のところ、この仕事を頼むなら、ジリヤほど適切な人物はいないだろう。それに俺たちには金が有り余るほどある。いくらジリヤに払っても、大して惜しいとは思わない。恩返しの意味も込めて、ジリヤにはいくら稼かせいでもらってもいいくらいだった。
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    「──では、革命を始めるかもしれないと？」


    　莉音の話を聞き終えた郭かく首相は、意表を衝つかれたようだった。


    　モスクワから、莉音と俺は北ペ京キンへと飛び、中ちゆう南なん海かいの郭首相を訪ねていたのだ。


    「うん。郭かく首相にだけは打ち明けておこうと思って」


    　莉り音おんに続き、俺も状況を説明する。


    「ぼくらが今まで準備してきたのは、すべてこのためだったんです。万全の準備をしてから臨のぞみたかったんですが、ぼくらも予想外なことに、世界の中ちゆう枢すうからメンバーになるよう誘われることになりまして……。申し出をはねつけた以上、向こうも指をくわえて見ているはずはないですから」


    　国家元首クラスのなかで、こうして行動を打ち明けられるのは郭首相だけだ。洪こう門もんの繫つながりもあるが、何にも増して俺たちが重視したのは海かい胴どう総そう次じ郎ろうとの関係である。海胴はとんでもない男だったけれども、同時に仁義を通さなくてはならない相手だと思わせる男だった。郭首相が海胴の代わりなら、俺たちは郭首相にだけはすべてを打ち明ける義務がある。そしてこの人なら、きっと理解をしてくれると信じていた。


    「……ううむ……なるほど……。スタインバーグ、セルベル、ハストン……聞く人が聞けば、驚きよう愕がくせざるを得ない話です……」


    　さすがの郭首相も血相を変えた。


    「私たちの力は、彼らと比すとまだまだ小さい。かといって、ゆっくりしてもいられない。先手を取ることが最さい善ぜんの方法だと思ってる」


    「ですが、死ぬかもしれませんよ？　そこまでの大事に至るなら、もはや私では、あなたがたを守ることは不可能だ」


    「私たちの身を心配してくれてありがとう。でも心配には及ばない。負けるつもりはないから」


    　そんな莉音の言葉に、郭首相は哀しげな顔をした。おそらく郭首相は、俺たちが勝ち切れるはずもないと考えているに違いない。世界についての見識が深い人ならば、そう判断するのは当然なのだ。


    「……私に手を貸せることはありますか？」


    「ううん、郭首相に手を借りるなんてできない。先に謝あやまっておきたいくらいだもの。ＫＫネクストの創設で、真っ先に協力してもらったのに、今度は迷惑をかけることになるわ」


    　莉音に俺も追従する。


    「本当にその通りです。郭首相が最初に中国政府を動かしてくれたからこそ、ＫＫネクストは思いのほかうまく立ち上がりました。実際、ぼくらが革命など標ひよう榜ぼうしなければ、ＫＫネクストは今後一〇〇年以上は続く証券市し場じようになったはずです。それなのに、ぼくらはそれを捨て去ろうとしている」


    「いいのです。それ以上、何も言わなくていい。ほかならぬ私も、洪門の長老を引き受ける身。革命のことは誰よりも理解しているつもりです。命を懸かけて大事を成なし遂とげんとする者を、誰が押し留とどめることなどできましょうか」


    　そこまで言って郭首相は俺と莉音に優しい眼まな差ざしを向け、切々と続ける。


    「中国政府中ちゆう枢すうにも、これは秘密としておきましょう。私だけが知っていればいいことです。そして決起となった暁あかつきには、可能な限りの手段を以もつて、政府を動かし、あなたがたの行動を側面支援することと致しましょう」


    「……ありがとう、郭かく首相」


    「ありがとうございます……」


    　俺と莉り音おんは感じ入り、頭を下げた。


    「洪こう門もんに生きる者として、大きな革命を目まの当あたりにできることは望外の幸運です。しかもそれが世界革命なのだと言う。まさか自分が生きている間に、それほどの変革を見ることができるとは思いもよりませんでした。過か酷こくな時代かもしれないが、そこに居合わせることができる私は幸せだ」


    　そんな言葉を、郭首相はかみしめるように口にした。


    　日中戦争の最中に生まれ、激しい動乱、国共内戦、共産党内の権力闘争、文化大革命と、苛か烈れつな闘争を生き抜いてきた郭首相の言葉は、ズシリと重かった。


    「郭首相ほど過酷な状況を生き抜いてきた人は、世界を見渡してもいないと思う。私たちにとって、郭首相は革命の大先輩よ」


    　莉音が言うと、郭首相は唇をかみしめ、無念そうに首を振る。


    「……ですが、いつからこうなったのでしょう。ふと気づけば、私はこの腐ふ敗はいした共産党政権の守護者のようになっていた。今や私は老い、人民解放軍の独走を止める役目も果たせず、自分と共に錆さび付いた政府を支えることだけが唯ゆい一いつの目的となってしまったのです。私は……いったい私は、どこで道を間違えてしまったのか……。なんと愚おろかな人生だったのでしょう……」


    　それは、郭首相の強烈な自己批判だった。俺と莉音は、どんな言葉を返せばいいのかわからなかった。


    「海かい胴どう先生が、なぜあなたがたに賭けたのか……今の私には痛いほどその理由がわかる。私は心底、あなたがたが羨うらやましい」


    　郭首相が俺たちを見つめる目は潤うるんでいた。さまざまな想いが渦うず巻まき、感情が[image: ]あふれ出たようだった。


    　莉音は、隣に座る俺の手に手を置いて口にする。


    「巳み継つぐ。そう言ってもらえると、力が湧いてくる気がするわね」


    「ああ。本当に」


    　俺は大きくうなずいた。そして郭首相に視線を戻し、俺は熱を込めて断言する。


    「郭首相と話せてよかったです。見ていてください、世界に大きな風穴を開けてみせますから」


    　瞳を潤ませた郭首相は口元を歪ゆがめ、言葉が出てこないようだった。代わりに郭首相は、何度も何度もうなずいてくれた。


    　部費一四〇七兆三〇〇〇億円、借しやつ金きん二六二兆五三〇〇億円也なり。

  



  
     第二章　大バブル発生


    



    　ミーティングのため、俺たちは八階の会議室に集まった。


    　莉り音おんは状況を整理していく。


    「ＫＫネクストに集まる資金は、世界すべての市し場じようを合算した資金量の四〇％に達した。過半数を超えるのは時間の問題よ。今やＫＫネクストは一人勝ちの状態にあると言っていいわね」


    「この俺が操あやつる市場なのだから当然だ。愚ぐ民みんどもは俺のことが好きで好きでたまらないのだよ。どれほど突き放しても寄ってくる。いやむしろ突き放せば突き放すほど、ますます俺を崇すう拝はいし、俺への愛が増大してゆく。これぞ、あらゆる人間関係の神しん髄ずいと言えるだろう。ククク、見ろ、愚民どもがゴミのようだ」


    　恒こう太たは奸かん計けいを巡めぐらす策士のように、くつくつと笑った。


    「皆さん恒太くんのことが大好きなんだって思います。テレビで恒太くんがお話しするとき、他の人たちは目を輝かせているんです」


    　そう言う柚ゆずさん自身が目をキラキラとさせて語っていた。柚さんとしては、ただ純粋に、仲間が人気者になることが嬉うれしいのだろう。


    「柚さん、それは演出っていうの。テレビならいつものことなのよ」


    「沙さ織おりには俺のカリスマが理解できないようだな。俺が教祖になれば、またたく間に世界中から五〇〇〇兆円のお布ふ施せが集まることだろう」


    「もう教祖みたいなものだけどな」


    　俺は事実を指摘した。


    「こんなにＫＫネクストでお金を稼かせげるようになるとは思いもよらなかったわ。……ううん、ＫＫネクストの成功っていうより、インサイダーの成功って言った方が妥だ当とうかしら」


    　沙織は半ば呆あきれたように言った。


    「しかも影響値を九・〇％にまで引き上げたから、俺たちに転がり込む金は、毎日一〇兆円は下らない。まさに目も眩くらむような状況だ」


    「最近、とってもぐっすり眠れるんです。きっと皆さんが活き活きとしているからだって思います。ほんの少し前は、巳み継つぐくんとかゲッソリしてましたから」


    「あれは俺の人生のなかでも一番過か酷こくな時期だった……。それが急転直下、こんな風になるなんてさ」


    「俺の演出力が優れていたということだ。台本に振り回される役者を見るのは、シナリオ総指揮者として実に小気味好い限りだよ」


    　そんな恒太の戯ざれ言ごとをスルーし、俺は冷静に言う。


    「今の状況は明らかにバブルだと思う。どうしようもない会社の株を買っても、翌日にはさらに高く売れるから、多くの人が企業の実績や未来なんて二の次で投資をし始めた。冷静に見れば恐ろしい状況だよ」


    「バブルなら、いずれ破裂するのは確実よね」


    　沙さ織おりの言葉に、莉り音おんが応じる。


    「バブル化すればするほど、動く資金量が大きくなるってことよ。その分だけ、私たちの懐ふところにはお金が入る」


    「まぁそうだな。一気に勝負をかけるには良い傾向だ。俺たちにはメリットしかない」


    「当面の方針だけど、限界までバブルを演出しましょう。さっきの恒こう太たの話じゃないけど、これは一種の宗教のようなものよ。ＫＫネクスト上じよう場じよう企業の株は永遠に上がり続けるっていう信仰を、世間に受け入れさせるわけ」


    「フッ、本物の教祖になれということか。あまりにもイージーすぎる。俺なら易やす々やすと成なし遂とげてしまうぞ」


    　ソファに腰を沈めた恒太は、得意げに前髪をかき上げた。


    「その上でね、世界中に資金を供給していきましょう。国際商業銀行が超低金利で世界中の企業や人々にお金を貸し出しまくり、世の中に意図してお金を[image: ]あふれさせていく」


    「国際商業銀行でも一般銀行と同じように貸し出し部門があるけど、ずいぶん規模が小さなものだぞ。その事業部を大きくしていくということか？」


    　そんな俺の質問に莉音は首を振る。


    「ううん、もっと大規模にやりたいの。さまざまな業種用の金きん融ゆう商品を創って、全世界の金融機関から資金を調達。そこで集めたお金を、一般向けにどんどん貸し出しまくるわけ」


    「だけど、今の俺たちなら一〇〇〇兆円くらい貸し出せるぞ。わざわざ他の金融機関から資金を集めなくとも、資金を世の中に[image: ]れさせることならできるんじゃないか？」


    「だからっ！　さらに大規模にやるのよ。もっとね、一京けい円レベルのお金を世界に供給する」


    「い、一京円……」


    　世界の富とみの総計は一〇京円に達する。


    　上場企業の株式に集まる資金は、多くて七〇〇〇兆円。だが世の中には未上場企業の方が遥はるかに多く、その株式価値は数京円になるだろう。また不動産や資源鉱区、金地金や銀地銀、それから道路や学校や空港や港湾などの社会的インフラを合算すれば、さらに多くなる。これらかなりの部分は借しやつ金きんによって成り立っている。また、換金できないため、流動性がまったくないものも非常に多い。


    　ここに突とつ如じよとして一京円の流動性が供給されれば、強烈に景気を刺激し、あっという間に世界的バブルを引き起こしてしまうだろう。いや、その五分の一の流動性を注入するだけでも、大変なことになる。


    「国際商業銀行が政治的に話をつけて、幾いくつかの国の中央銀行から資金を借り入れてもいいわね。とにかく、世界にジャブジャブお金を[image: ]あふれさせるわけ」


    「じゃあ、お金の大洪こう水ずいを引き起こすために、わざわざ他の金きん融ゆう機関からも資金を借りて、私たちの手持ち以上のお金を貸し出していくということ？」


    　解げせないといった風に沙さ織おりは訊きいた。


    「そうそう。限界までレバレッジを効かせるの。一〇〇万円の資金を動かせば、それが一億円くらいの資金に化けるようなね」


    　レバレッジとは、手持ちのお金が少なくとも、他人のお金を使うことで利り益えき率を引き上げる仕組みだ。国際商業銀行が資金を提供する商品を開発し、投資家に販売しようというのである。投資家の手元に資金が一〇〇万円しかなくとも、国際商業銀行が九九〇〇万円を貸し付けてやり、一億円にして運用した方が、利益が遥はるかに大きくなる。もちろん損失も巨額になるのだが。


    　莉り音おんは続けていく。


    「市し場じようはバブル化しているけれど、もっと急激に、そしてもっと一瞬で巨大なバブルを引き起こし、歴史上最高の好景気を演出したいの。今の私たちになら、各国の中央銀行を遥かに凌りよう駕がする支配力がある。私たちによって引き起こされた空前の好景気は、現行の世界システムの最後のあだ花になるのよ」


    「もちろん空前の好景気の先があるんだろう？」


    「私たちが資金を貸し出すんだもの。一気に返済を要求すれば、たちまち経済は行き詰まるでしょう。そのときが、私たちにとって天の時になる」


    「俺たちが各国の金融機関から莫ばく大だいなお金を借り集め、それを民間に大量供給していくから……貸す側と借りる側の中間に立って、圧倒的な支配力を発揮できるわけだ。そして演出された好景気の反動によって、過去最大の世界恐きよう慌こうが到来するというわけか……」


    「なるほど。極限まで持ち上げておいて、落とした瞬間に革命を成なし遂とげてしまおうと言うわけだな？　まさに俺が考えていた通りの軍略……。どうもいかんな……柚ゆずにギガスキャンセラーを発動させていないと、俺の思考が莉音に筒つつ抜ぬけだ……」


    「月まで届くジェットコースターみたいね。でも結局ギリギリで届かなくて、下りは海底一万メートル……」


    「私、ウォータースライダーが大好きなんです。お姉ちゃんにテーマパークに連れて行ってもらうと、いっつも乗ることにしてるんです」


    　柚さんに向けて莉音は微笑ほほえむ。


    「もっとスケールが大きいウォータースライダーになるからね」


    「今からとってもワクワクします！」


    　莉音は立ち上がって、ホワイトボードに方針をまとめていく。


    



    ■革命部、今後の方針


    　・国際商業銀行が、手持ちの資金（約一五〇〇兆円）を超低金利で貸し出していく


    　・金きん融ゆう機関から資金を集め、レバレッジを極限まで利きかせた金融商品を数多く開発し、それを販売していく


    　・マスコミに大量のお金をばらまき、一般人の投資活動を煽あおりまくる


    



    「こんなところでしょ。最後の打ち上げ花火は華々しくあげたいわね」


    　席に戻りながら、莉り音おんは気楽な調子で言った。


    「いいだろう、俺のシナリオ演出力が発揮されるときだ。今こそ『起き承しよう転てん結けつ神』と謳うたわれた春かす日が恒こう太たの偉大さを証明してやる」


    「起承転結神ってすごくカッコ悪いってことに、恒太が気づくのはいつかしら」


    「たぶん気づかないと思う。触らぬ起承転結神に祟たたりなしだ」


    　ガタリと椅い子すの音を響かせて恒太は立ち上がり、俺たちを眺め回して口にする。


    「革命部員諸君、今日の会議は以上だ。革命のときは近づいているぞ。俺の指示に忠ちゆう実じつに従い、気を引き締めて取り組み給たまえ」


    「はい！　革命まで頑張ろうって思います！」


    　嬉き々きとして応じたのは柚ゆずさんだけだった。


    



    
      ◇

    


    



    　俺たちは、ＫＫネクストのインサイダーで稼かせぎ出した資金を、余すところなく市し場じように供給し始めた。


    



    　まずは企業だ。


    　国際商業銀行は、各国の公定歩合と同じか、あるいはそれよりも低い金利で企業に貸し出しを始めたので、企業からの融ゆう資し申込が殺到することになった。世界中の支店でさばききれないほどの申し込みがあり、行員を大増員して対応したが、それでも慢性的に人員不足の状況が続いた。


    　どの金融機関と比べても、圧倒的に低い金利なのだから、この状況は当然だ。他の金融機関から借りている企業も、国際商業銀行に乗り換える動きが激しくなり、俺たちは数倍のお金を企業に貸し出した。潤じゆん沢たくな資金を手に入れた企業は、設備投資だけでなく、研究や投資にも積極的になっていった。


    　さらに国際商業銀行から融資を受けた企業に対し、ＫＫネクストへの上じよう場じようを猛烈に推すい奨しようしたので、それらの企業は業績の良し悪しにかかわらず続々と上場を果たしていった。国際商業銀行が超低金利で融ゆう資しするのと引き換えに、ＫＫネクストへの上じよう場じようは、暗黙の了解事項のようになっていたのだ。


    　彼らは上場によってさらに資金を手に入れたが、使いみちがないほどの量であり、企業に本業とは別の利り殖しよく活動に走らせた。分不相応な資金を手にした企業は一等地を購入して大きなビルを建てたり、ベンチャーキャピタルを設立してより小さな企業に投資活動をしまくった。傘さん下かのベンチャーキャピタルに出資させた企業をＫＫネクストに上場させ、彼らは手早く資金を巻き上げた。要は、俺たちが考えることと似たようなことを、各企業たちが小さなスケールでやり始めたのである。


    　各企業は、ＫＫネクストを舞台に活用して金で金を産み、そこで儲もうけた資金をさらに別の投資に割り当てた。終しまいには本業よりも、これらプチ金きん融ゆう業の方が遥はるかに規模が大きくなる企業が続出し、それがまたＫＫネクストの成長に大きく貢こう献けんしたのだった。


    



    　そして個人投資家も狙ねらい撃ちした。


    　ＫＫネクスト投資用の金融商品『ＫＫネクストインデックス・レバレッジファンド』などを開発し、一般人に向けて売り始めた。


    　この商品は、ＫＫネクスト上場企業の株価の平均値を基準として運用する金融商品だ。この商品に投資すると、投資家は手元資金の二〇倍の額を投資したことになる。


    　たとえばある個人が一〇〇万円でこの金融商品を買えば、レバレッジが二〇倍かかり、二〇〇〇万円を投資したことになる。そしてＫＫネクストのインデックスが一〇％値上がれば、二〇〇万円の利り益えきになってしまう商品だった。たった一〇〇万円を投資しただけなのに、二〇〇万円の利益になり、なおかつ元本の一〇〇万円はそのまま生きているのである。だがインデックスが一〇％下がれば、逆に二〇〇万円の損失になり、元本の一〇〇万円では足りず、さらに一〇〇万円を返さなくてはならなくなる。


    　このようにハイリスクハイリターンの危険な商品だったが、ＫＫネクストへ流入する資金量は増大の一途をたどり、インデックスは絶え間なく上昇し続けていたので、この商品を購入した投資家は全員が途方もない利益を獲得することになった。その[image: ]うわさが[image: ]を呼び、なおかつＫＫネクストはこれからも上昇を続けることは確実視されていたため、膨ぼう大だいな数の投資家がこのＫＫネクストインデックスファンドを購入していった。


    



    　さらに俺たちは波に乗って、第二第三のレバレッジを利きかせた金融商品を新たに開発し、次々と売り続けていった。


    　これら国際商業銀行が発売する金融商品を購入した人たちは、ほとんど全員が非常に大きな利回りを獲得していき、そのお金は市し場じように[image: ]あふれ返ることになった。行き場を失ったお金はさらに株式を買い足したり、不動産や高級車を購入したりする資金に回っていき、市場経済はにわかに活況を呈し始めていた。


    　こうしてＫＫネクストに参加した投資家たちの羽振りが急激に良くなっていくのを目撃した人々は、我われも我もとＫＫネクスト関連商品になけなしの資金を投資し始め、続々と資金が流入するという好こう循じゆん環かんが発生していた。今まで株や投資に興味がなかった人々までもが、目の色を変えて投資活動に参入してきたのだ。


    



    　テレビではＫＫネクストで富とみを築いた投資家たちがニュースやエンタメ番組を通してクローズアップされて反響を呼び、さらに多くの人々をＫＫネクスト関連商品に引き込んだ。雑誌ではさまざまな角度からＫＫネクストの将来像を分析し、それが黄金の未来であるかのような特集を組んだ。


    　もちろん俺たちは、要所要所でマスコミに金を流し、意図的にＫＫネクストへの好意的な番組が流れるように画策していたのである。大量のＣＭや雑誌広告を掲載し、ときにはマスコミ業界のキーマンにワイロを渡して番組に取り上げてもらうようプッシュした。


    　そして書店に行けば「ＫＫネクストは僕に人生を教えてくれた」「なぜ私はＫＫネクストで二〇億円を稼かせぎ出せたのか」「超成功をもたらすＫＫネクスト投資指南──確定実じつ践せんマニュアル」「金持ちＫＫネクスト、さらば銀行預金」などというクソ本のベストセラーで[image: ]あふれ返り、ビジネス書の売り場の大半を占せん拠きよした。これらの書籍は売れに売れ、ＫＫネクストへの関心の高さを世間に見せつけたのだった。


    



    　世界経済の景気は、ＫＫネクストを中心にして急上昇していき、さまざまな金きん融ゆう危機を一息に吹き飛ばしてしまうほどだった。空前の好景気は世界に金余りを発生させ、それがさらに世界経済全体を押し上げる力になっていった。


    　この史上空前の好景気を創出した大立者は春かす日が恒こう太た──それが世間の認識だ。恒太は、まさに現あら人ひと神がみとして、あらゆる人々から絶賛され、崇あがめられるようになっていた。


    



    
      ◇

    


    



    　仕事が一段落ついたのでオフィスで一休みしようと、俺はテレビを点つけてみた。恒太が出ているかもしれないからだ。というより、恒太が出ていない時間帯の方が珍しいくらいだった。恒太の出演番組は多すぎて、今や誰もチェックすることもなくなっていた。


    　チャンネルを切り替えれば、世界のどこかの番組で恒太の映像が流れている。大抵は録画や過去の映像だが、たまに生放送を視聴することもできた。


    　幾いくつかチャンネルを切り替えていくと、ある人気討論番組で、ちょうど恒太が生放送で出演しているところだった。横おう柄へいに腰かけている恒太を前に、司会者は、視聴者の気持ちを代弁するような質問をしていく。


    「危機的状況に陥おちいっていた世界経済を、頭とう取どりは、まさに一晩と言ってもいいほどのスピードで建て直してしまいました。これほどの政治的偉業を成なし遂とげたのが、どこの国の国家元首でもなく、中央銀行の総裁でもなく、民間人である春かす日が頭取であることを、世間は驚きをもって受け止めています。頭取ご自身はどのように捉えておられますか？」


    「この俺が世界のメシアであることなど当然だろう。以前から華か麗れいに宣言をしてきた通りの出来事にすぎない。規定路線だ。むしろ愚ぐ民みんどもの驚きが、俺にはまるで理解できん」


    　いつもの通り恒こう太たは、とてつもなく傲ごう岸がん不ふ遜そんな態度で応じた。


    「な……なるほど……。頭取としては、至極当然のことだということですね？　今さら驚くにも及ばないと？」


    「そういうことだ。だが誤解するな。これだけは知っておけ。今はまだ、ＫＫネクストの成長の序章にすぎないのだとな。俺は力を一％程度しか解放していない」


    「まだ手始めだと言うのですか？　しかしＫＫネクストには、これ以上ないくらいに資金が集まっています。上じよう場じよう企業数も増えに増え、数千社にまでなっており、今や名実ともに世界最大の証券市し場じようになりました。さらに上があるのでしょうか？」


    「上場企業数は近いうちに一万社を超える。究極的には、世の中のすべての企業がＫＫネクストに上場するべきだ。会社を登とう記きするのと同時に、ＫＫネクストにも自動的に登録されるような仕組みを創るという政治的構想に向けて、この俺はすでに動き出している。いや少し違うな……会社の登記とは、ＫＫネクストへの上場であるべきだ」


    　キャスターは、恒太の構想に舌を巻く。


    「それはまた途方もないお話ですね……。しかしＫＫネクストに上場している企業は、一定の上場コストを市場に支払っているはずです。できたばかりの会社には重い負担になるのではないでしょうか」


    「現在、ＫＫネクストへ上場するにあたって、最低でも毎月五〇万円は登録料がかかっている。年間で最低六〇〇万。たしかに軽くはない。適正な会計監査を行おこなうためには必要なコストだ。だがしかし、すべての企業が自動的に登録するとなれば、コストは一気に軽くできる。監査の業務フローを可能な限りソフトウェアに落とし込み自動化し、一〇〇〇万社が上場するとすれば、おそらく二〇分の一から三〇分の一程度にまで登録料の減額が可能なはずだ。そのときにはもう、企業の負担ではなく、各国政府の負担にしてしまった方が結果的にコストは安くつくやもしれぬ。経済のさらなる発展も約束されるだろう」


    　情熱的に恒太は語った。


    「すでにＫＫネクストは、社会にとってなくてはならないインフラですが……それを道路や水道のようなインフラにしてしまおうと言うのですね？」


    「まさにそれが狙ねらいだ。それこそが、我われ々われの社会が究極的に行き着く場所だと俺は信じる。社会基盤の整備のため、優れた経済環境の準備のため、ＫＫネクストは人類の礎いしずえとなる覚悟だ」


    「頭とう取どりの並々ならぬ決意のほどを感じますね。本来は客観的にお話を聞かなくてはならない立場の私まで、胸が熱くなってきます」


    「何度でも言おう。俺は愚ぐ民みんどもの小さな幸せを勝ち得るために日々戦っている。この俺は、地球の未来のために生まれてきた。庶しよ民みんらの信頼に、俺は全力で応える。安心してＫＫネクストに身を委ゆだねろ。さあ、今すぐＫＫネクストの上じよう場じよう企業の株を買え。国際商業銀行が提供する、素晴らしきＫＫネクストの金きん融ゆう商品を買いに走れ。今すぐだ。諸君ら貧民が、一気に大金持ちにのし上がれる最大のチャンスが目の前にやってきたのだ。この俺とともに、新しい地球の未来を創り上げようではないか！」


    　カメラ目線で断言する恒こう太たは、なぜか左眼に手を重ねた。


    



    
      ◇

    


    



    　俺、莉り音おん、沙さ織おり、柚ゆずさんはタンカーの船底で顔を合わせていた。俺と沙織は金銀財宝のコンテナの搬はん入にゆう作業のため、銀行と複数のタンカーを往き来しているし、莉音と柚さんは船せん舶ぱくの航行システムの改造や、ミサイル群の発射や補充のシステム開発に取り組んでいるため、オリエントシーラインの所属船に来ることが多くなっていた。


    　巨大なタンカー船でも、今は数少ない航海士で操あやつれるように、オートパイロットシステムが採り入れられている。接岸など人間の目でしっかりチェックしなくてはいけない部分もあるが、航行については自動化されているのが主流だ。ただ、その航行ソフトウェアはＧＰＳを利用する。アメリカと事を構えることを想定し、ＧＰＳに隷れい属ぞくするわけにはいかない俺たちは、ロシアのグロナスを利用してシステムを調整しているのだった。グロナスはロシア宇宙軍によって運用されている衛星測位システムのことだ。グロナスには、俺たちも膨ぼう大だいな資金を投じ、独自の衛星まで打ち上げて研究開発を進めている。


    　そんなわけで、開発に取り組んでいた莉音と柚さんと、俺と沙織がたまたま同じ船でかち合ったので、こうして打ち合わせをしているのだった。


    　満載されたコンテナを見上げながら俺は言う。


    「金の量はもうすぐ八〇〇〇トンを超えるぞ。俺たちが保有する現在の総量は、ほぼアメリカ政府の在庫量に相当する」


    「でも、一時は私たちのせいで一オンス三四七〇ドルにまで高こう騰とうしていた金価格が、今度は一転して下がってきてるわよね？　今は一オンス二六〇〇ドルくらい……。私たちがこんなに買い続けてるはずなのに、どうして下がってるのかしら？」


    「史上空前の好景気だからさ。ゴールドはいくら持っていても、現金を産まないからな」


    　俺に続き、莉音は現状を説明してくれる。


    「一オンス三〇〇〇ドルに近づいたあたりから金を売り浴びせていたのは、カルヴァートやスタインバーグなんかの大財ざい閥ばつだった。だからどんなに私たちが買っても一オンス三五〇〇ドルを超えることはなかったわね。でも今、金価格が下がっているのは、一般庶しよ民みんが金を放出しているからよ。金よりも、今は株式や不動産の方が確実に良いわけだし」


    　好景気のときは、利回りが良い商品に資金を移した方がメリットが大きい。


    　手持ちの資金を株式に回せば配当収入が得られるし、不動産を購入すれば家や賃ちん収入が得られる。国こく債さいを買えば国から利息が支払われ、銀行に預けておけば利息を産んでくれる。これらの投資活動によって得られる配はい当とう益えきはインカム・ゲインと呼ばれ、安定的な資産運用には欠かせない収入になる。


    　一方、金は、どれほどの量を持っていても、一銭たりともインカム・ゲインを産まない。それどころか、金を貸金庫に入れておけば保管料がかかるし、自宅に置いておけば泥棒されるリスクだってある。


    　金から得られる利益があるとすれば、価格自体が値上がったことによる売買益キャピタル・ゲインだけだ。だが、キャピタル・ゲインを得られる保証はないし、それどころか暴落する可能性だってある。


    　好景気のときは、資金を金などに寝かせているよりも、堅実なインカム・ゲインと、博ばく打ち的なキャピタル・ゲインの両方を狙ねらえる商品に投資した方がいい。また、企業の株価が何らかのキッカケで、わずか一月や二月で数倍になったりすることはあるが、金ではそこまでの変動は見込めない。バブルが加速している状況なら、株も不動産も凄すさまじい値上がりを見せるので、わざわざ金に投資するのは愚おろかな選択でしかないのである。


    　金は時空を超えて価値のあるものであることは歴史が証明しているが、あくまでそれは革命や戦争などのパラダイムシフトを乗り越えるための価値保存の手段である。パラダイムシフトは、そうそう何度も起こるものではない。同一システムの下もとで資金を稼かせぎ出したいのならば、金をいくら溜ため込んでいても一いつ銭せんも産まないのである。


    　俺たちは革命を標ひよう榜ぼうしているから、その先でも価値が保たもてるものとして金を選択しているだけであって、普通に生きている人々にとっては魅力ある商品と言うことはできない。


    　究極的には、金は単なる金属であり、愛めでる以外には価値がないものだ。ただし金には「根本的に価値があるもの」という幻げん想そうが付加されていて、長い長い人類の歴史的裏付けがある分だけ強固な幻想であるとも言えた。


    　俺が口にする。


    「それに金は量が少ない分だけ、マーケットも小さいんだ。ちょっとした流れの変化で、方向性が決定づけられてしまう。経済がこれだけの好景気に突入した以上、金価格はダラダラと下がり続けていくだろう。今は俺たちが買いまくっているから、大暴落していないだけさ」


    「そうなんだ……。じゃあ私たちが金を集めるチャンスってわけね」


    　沙さ織おりは船内を眺め回しながら続ける。


    「銀はもう一杯になってるけど……金よりもっと暴落してるし、これ以上買い増すの？」


    「銀はもう入りきらないからな。どうしようか……」


    「私、前に恒こう太たくんから銀貨をもらったんです。お財布に入れておけって恒太くんに言われたんです」


    　柚ゆずさんは財布を取り出し、銀貨を渡してきた。


    　それを受け取った俺は、しげしげと眺めてみる。


    「ああ、国際商業銀行で鋳ちゆう造ぞうしたやつね……」


    「アイツがいつの間にか作ってた銀貨よね……。普段は仕事しないくせに、こういうことだけは素早いんだから」


    「もっと船せん舶ぱくを、金銀財宝用に割り当てようかしらね？　……うーん、でも、どうせ銀は……銀だからねぇ……」


    　莉り音おんの悩ましげな言葉は理解できた。


    　銀は、金の値動きに釣られて上下しているだけだ。金と違い、銀の量は豊富にあるし、地中に眠っている銀の量もまだ多い。太陽光発電パネルなどで銀が大量に利用される可能性を秘めているという話もあるが、そもそも太陽光での発電効率は最悪の部類で、ほとんど無用の長物である。中長期的には、銀需じゆ要ようを押し上げるところまではいきそうになかった。俺たちが銀を買い集めているのも、しょせんは金の代役としてである。


    　莉音はポンと手を打った。


    「うん、決めた。銀は打ち止め。金と宝石に集中しましょう」


    「オーケー。それでいいんじゃないか」


    「でもすでにタンカー内はびっしりになってきてるわ。新しいコンテナを運び入れることも難しくなってきてるわよ。他にも、宝石やプラチナのコンテナもあるし……」


    「ギリギリまで頑張ってみて、どうしても入りきれなくなってきたら、余った銀は恒太にあげちゃいましょうか。国際商業銀行で、もっと銀貨を鋳造して消費してもらうってことでね」


    「とっても良いアイデアだって思います！　恒太くんの銀貨をいっぱい配れば、たくさんの人に喜んでもらえると思うんです」


    「恒太の銀貨ってのはちょっとシャクに障さわるけど……」


    「一〇万年後に恒太の銀貨が発掘されて、歴史教科書に載ったりするかもしれないな」


    　方向性は決まったので、俺たちは再び各自の仕事に戻っていった。
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    　俺たちは革命部オフィスに集まり、テレビで、ドキュメンタリー番組『春かす日が恒太──大成の軌き跡せき』を視聴していた。もちろん生放送ではないから恒こう太たも一緒だ。


    　恒太の幼少時代から、銀行家となって成功するまでの足跡をたどり、そこから恒太を通した世界の未来像まで語るという教養番組だ。前評判も高く、驚くべきことだがこの番組は、テレビドキュメンタリーの賞として国際的な権威のある『ワールド・ドキュメンタリー・アワード』に出展され、審査員たちから圧倒的な支持を受けて最優秀賞を獲得した番組なのだ。


    　画面には、恒太の赤ちゃんの写真が映し出された。


    　柚ゆずさんが甲かん高だかい声を上げる。


    「可愛かわいいですね、恒太くんの赤ちゃんの写真！」


    「この幼児が、のちに人類の歴史上最大の英雄となるのだぞ。よく見ておけ」


    　そう言って、恒太は不敵な笑みを浮かべた。


    　しかし沙さ織おりはうんざりしたように言う。


    「普通の赤ちゃんなのに、私にはどことなく魔王の面影が見えるわ……」


    　番組は続いてゆく。


    　ナレーションは淡たん々たんとしたものだ。


    　学校の先生の言葉や、学友の[image: ]うわさなどが流れている。俺もよく知る小学校の先生は、恒太を評し「彼は他の生徒から抜きんでた存在でした。いつか必ず大物になるだろうと思っていたんです」などと語っていたが、そのどれもが後出しジャンケンであるように俺には感じられた。実際のところ、当時はそんなことを、わずかでも思っていなかったに違いない。
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    　そして映像には、近所の公園で、中学校に上がったばかりのころの写真が掲載された。


    　沙さ織おりは画面を指差す。


    「あっ!?　今、巳み継つぐが半分だけ映ってた。ね、巳継だったわよね？」


    「半分というか、四分の一くらいだけど……たしかに俺だったな。莉り音おんも髪だけちょっと見えてた」


    「近所の公園での写真よね。砂場前。沙織が撮った写真だったかしらね？」


    　俺たちが恒こう太たを無視して盛り上がる様子に、恒太は憤然としたようだ。


    「小娘や巳継や莉音はどこを見ている？　これは偉大なる春かす日が恒太の軌き跡せきと奇跡をたどる特別番組なのだぞ」


    「私たちが、あんたの昔の姿を見たって珍しくもなんともないでしょ」


    「小娘風ふ情ぜいが無礼な口を……。神の姿は、何度見ても光彩を放つものなのだ」


    　たしかに、よくできた教養番組だった。次にテレビには、学校前の部室が映し出されていた。


    「私たちの部室です！　私、うちに帰ったときに、今でもときどき行ってみるんですよ」


    　柚ゆずさんは興奮したようだ。


    　映像は部室のなかに入っていく。ギシギシと音を立てる廊下も、今にも折れてしまいそうな老ろう朽きゆうした柱も昔のままだ。


    　ナレーションはあれこれと、もっともらしい解説をしていた。このような掘っ立て小屋から始まったベンチャー企業が、息つく間もなく世界的銀行にまでなったことを、しきりに驚いている。


    「へえ、なかも前のまんまだ。まぁ、そんなに経ってないけど、なんか懐かしいな」


    　俺が言うと、莉音も感心したらしい。


    「これ、つい最近の映像でしょ？　思ったより綺き麗れいなまんまねー」


    「部室に行ったときに、ちゃんと掃除してるんですよ。私たちの大切な部室です」


    「さすが柚さん、見えないところでも立派よね。テレビでだけ偉そうにしてるどこかのバカと違ってね」


    「ちなみに柚を手塩にかけて育成したのはこの俺だ。コーチが良いからこそ、立派な娘に育ったのだよ。どこぞの小娘と違ってな」


    「あっそ。脳内で好きなだけ育成シミュレーションやってなさい」


    　映像は丸まるの内うちだ。


    　ナレーションは、国際商業銀行が急成長を遂とげ、多くの困難を乗り越えて恒太が活躍する状況を語っている。もちろん日本商業銀行を乗っ取ったときの興こう誠せい会とのトラブルなど、ただの一言すら触れられなかったが。そういう裏事情は、世間は知らなくてもいいことだ。


    　やがて映像には、知識人の間ではよく名の知られているケンブリッジ大学の教授が映し出された。


    「春かす日が恒こう太たの軌き跡せきは、旧態依然とした制度に対する果か敢かんなる挑戦であり、その徹底的な破壊です。ですが春日恒太は、それだけでは終わらなかった。私たちが見たこともないようなスケールで、私たちが思いもしなかった新しいものを世界に創出してきたのです」


    　教授の後ろにあるモニタの映像が切り替わり、ＫＫネクストのデータセンターが映し出された。幾いくつものスーパーコンピュータが立ち並ぶ映像である。


    「ＫＫネクストの成功は、その最たる結果でしょう。ＫＫネクストのような新しい形の市し場じようが、これほどまでに人類の発展にとって不可欠で、我われ々われの生活に密接に結びつくことになろうと、誰が予測しえたでしょうか」


    　教授が言葉を切ると、再び映像が切り替わった。摩ま天てん楼ろうの群れが映し出される。マンハッタンだ。


    「私たちは今、空前絶後の好景気に突入しました。危機的状況にあった世界経済が見事に立ち直り、そして新しい時代へと確固とした足取りで歩み始めました。この黄金の世紀を創り上げたのは、ほかならぬ春日恒太その人なのです」


    　そんな解説を聞いた恒太はニヤリと笑みを浮かべる。


    「ククク……満点だ。よくわかってるじゃないか。褒ほめてやってもいい」


    「今の教授、誰のことを語ってたんだろうな？」


    　俺が言うと、すぐに沙さ織おりが苦にが々にがしく応じる。


    「さあ、まったくわからないわ。きっと私たちが会ったこともない人のことよね」


    　そして番組は未来像を語る場面になってゆく。


    　ＫＫネクストが社会インフラになり、そして企業の形や社会のありかたがどのように変わっていくかを考察し始めたのだ。ナレーションは、社会がどうのこうのと何か哲学めいたことを語っていたが、あまり興味は湧かなかった。


    　番組の最後には、著名な政治家や学者などが登場し、あれこれと締めの言葉を述べていく。


    　ある学者は、穏やかな手振りを交まじえながら、真しん摯しな様子で口にする。


    「春日恒太をたとえるとすれば、ユリウス・カエサルの類たぐい希まれなる知性と、チンギス・ハーンの圧倒的な武力を兼ね備えた、現代に生まれた傑けつ人じんと言えるのではないでしょうか。一〇〇〇年にひとり登場しうるかどうかの巨人です。春日恒太に少しでも匹敵しうる偉大な人物は、今後一〇〇〇年は登場しないでしょう」


    　プッと莉り音おんが吹きだし、微笑ほほえみながら口にする。


    「すごいわね恒太。過去に生存したあらゆる人間のなかで最大級じゃない？」


    「教科書に載っちゃうような人がこんなに近くにいるなんて、びっくりしちゃいます」


    　柚ゆずさんは、しげしげと恒太を見やった。


    「フッ。今の学者の言葉は、実に合理的な解釈だよ。かつて俺は天魔界で王にまで上り詰めたが、次は人間界まで支配してしまうのか……。これほど物事が簡単に達成できてしまうと、生きるのが逆に辛つらくなる。もっと俺の胸を高鳴らせてくれるイベントはないものか……」


    「いろいろシナリオ描いてるんだろ。だったら自分で描けって」


    　そんな俺の指摘に、恒こう太たは重々しく口にする。


    「それはならん。自分のシナリオに手をつけることだけは禁きん忌きなのだ」


    「なんでよ？」


    　沙さ織おりは眉をひそめた。


    「考えてもみろ。そんなことをすれば、俺はあっという間に宇宙を呑のみ込んでしまうことになる。ダメだ。さらに人生がつまらない。未来がわからないからこそ、今この一瞬が正しく輝くのだ。だから俺はギガスでも、自分の未来だけは見ないようにしている」


    「『未来がわからないからこそ、今この一瞬が正しく輝く』……なんか素敵な言葉だって思います！」


    　柚ゆずさんは目を輝かせて口にし、沙織は忌いま々いましげに言う。


    「口だけは達者なのよね。本ッ当に口だけなんだけど」


    「またこの世に名言を産み出してしまったな……。最先端テクノロジーから形けい而じ上じよう学まで、ありとあらゆる学問を網もう羅らし、豊富な経験によって支えられる俺の能力があまりに神すぎる……。おそらく俺の言葉はすべてが名言なのだ。歩く名言製造器は伊だ達てじゃない」


    　そう言って、恒太は誇らしげに胸を張って腕を組んだ。


    



    
      ◇

    


    



    　バブルが加速していた。


    　ＫＫネクスト上じよう場じよう企業の株価だけでなく、多くの国であらゆるモノや債さい権けんの価格が上昇基調に入っていた。割安感が出てきた他の市し場じようにも資金が流入し、ナスダックやニューヨーク証券取引所も過去最高の上昇率を記録した。


    　その影響は不動産や穀こく物もつ相場にまで及び、景気の過熱は止まりそうもない状況だ。


    「上がりすぎではないか？」「明らかにバブルだ」と景気の過熱を不安視する声も聞かれ始めたが、カネがカネを産む熱狂的な場面に居合わせれば、冷静になれと言う方が難しい。


    　俺たちは、かつてないほどの巨大バブルが膨ふくれあがっている場面を目まの当あたりにしていた。


    



    　基礎的な経済学では理論上、バブルは発生しないことになっている。なぜなら、「人々は合理的だから、商品の価格は適正なものになる」と仮定しないと、学問として成立させるのは難しくなるからだ。


    　だが現実は違う。大多数の人々は合理的ではないから、簡単にバブルの狂騒に呑み込まれてしまう。また同時に、ごく一部の合理的な人々も、合理的であるが故ゆえに、バブルに参入することになってゆく。ひとつの経済が行き着く先には、必ずバブルが待っている。


    　バブルを引き起こす一般的な理由は、次のようなものである。


    「今買わないと将来もっと値上がって買えなくなる」と焦しよう燥そう感を持って市し場じように参入する人が増え始め、投機の輪が広がっていくためだ。


    　最初に魅力的な投資の対象が現れ、それが注目されて値を上げていく過程で、先に投資した人が儲もうけるのを目まの当あたりにすれば、それを見過ごすことができなくなる。すぐに大挙して人々が参入し、さらなる暴ぼう騰とうが発生する。やがて人々を強気にさせるもっともらしい経済理論が登場し、人々の狂乱にお墨すみ付きを与えていく。そして皆が夢中になっていると、誰も異常性には気づかなくなるものだ。


    　だが投機できる資金の総量はいつか限界に達することになる。それ以上の値上がりが難しくなり一進一退を繰り返すうちに、ごくごく些さ細さいな、何気ない、ふとしたキッカケで大暴落が始まるのだ。


    　これがバブルの原因として、もっとも広く一般に語られる事情である。たしかに一般大多数の、常に合理的でない大衆の動きを説明する要因としては正しい。


    



    　だが果たして、バブルを引き起こす要因はこれだけなのだろうか。右往左往するだけの大衆よりも、実力ある経営者や投資銀行のファンドマネージャーなど、金きん融ゆう経済に影響力のある一部の合理的な人々の方が、世の中の投資行動を動かす力を持ち、景気を押し上げるパワーがあるのではなかろうか。


    　なぜ彼らはバブルを引き起こし、バブルに乗り、恐きよう慌こうを引き起こしてしまうのだろうか？


    



    　その大局的な答えは、現代社会の根底でもある「利り益えきと損失の非対称性」に見いだせる。つまり、リターンは果てしなく巨大で、リスクは極めて限定的なものだからである。


    　たとえば投資家ならば、投機資金が利益を産めば、当然それは自分のものである。利益に上限はない。一方、損失を被こうむったとしても、自己破産すれば終わりだ。損失の下限はゼロである。マイナスにはならない。


    　企業においても同様で、投資によって天文学的な損失を被ったとしても、企業が将来にわたって損失の回収を要求されることはない。破産すれば終わりである。あるいは銀行や取引先と話をつけて、債さい務むを免除してもらうこともできる。その企業が巨大なら、政府が助け船を出してくれる可能性だって高い。


    　これがカルヴァートのような大財ざい閥ばつになれば、傘さん下かに数あま多たの企業を持っている。仮に傘下のひとつ──ミューチュアル保険がバブルに呑のまれて破は綻たんしたとしても、カルヴァート関連企業全体が破綻に巻き込まれるわけではない。あくまでカルヴァート家は、ミューチュアル保険の株主であったにすぎず、資本主義の大原則である、株主有限責任によって正当に守られている。ミューチュアル保険が破は綻たんすれば、その部分だけの株式価値がゼロになるか、それとも政府が介かい入にゆうして助けるか、俺たちに一ドルで譲ゆずり渡したような方法を採るか──それだけのことだ。カルヴァート財ざい閥ばつ全体には大したダメージはない。


    　いかに破壊的な負ふ債さいを抱かかえようとも、破綻すれば、そこだけゼロになるだけだ。逆に、勝利して得られる果実は無限大。それなら、バブルのような急激な値動きの波に乗らないと損だろう？


    



    　破産が認められない社会なら、投資家たちは一つ一つの投資を慎しん重ちように見極め、命がけで資金を出していくことになる。すると投機的な資金の流れが世界的に減少し、経済がバブル化する可能性は低くなってゆく。その代償として、社会の発展は遅くなる。


    　しかし私たちの社会では、幸か不幸か、破産が認められている。挑戦し、失敗しても、裸一貫に戻るだけだ。それが企業活動や投資活動における原動力となり、現代社会を活力あるものにしてくれる。人々の挑戦を温かく許容する私たちのシステムが資本主義を維持・発展させる力の根源であるが故ゆえに、利り益えきと損失の非対称性は保持せねばならず、それがバブルを宿命付ける重要な要因にもなってしまうのである。


    



    　勝った場合は一〇〇〇億円を手に入れ、負けた場合は自己破産してゼロになるだけだと認識できる合理的な人ならば、積極的に投資にチャレンジする機会が自然多くなる。そして社会には活力が生まれ、資金は世界を駆け巡る。


    　賭かけに勝てば、わずかな税金だけさっ引いて、残りはすべて自分のものだ。賭に負ければ、ゼロになるだけで、個人の損は実は大したことがない（一般金きん融ゆう機関でなく、ブラックな筋から資金を引っ張ったりすれば、海に浮かぶかもしれないが）。


    



    　では彼らが被こうむった損失は、どこに消えてしまうのだろうか？


    　決まってる。一銭も違わず全額を、すべて社会が引き受けるのだ。文明を発展させるシステムを維持するため、社会が背負うべき対価である。


    　それ故、バブルが崩ほう壊かいしたときの社会的ダメージは計り知れないものとなる。膨ぼう大だいな敗者の損失分は、社会がきっちり背負い込まねばならない。故にバブルの規模が巨大であれば、社会が損失を支えきれずに崩壊する可能性すら秘めている。


    



    　このような構造によって、冷静な人であっても、個人や企業の利得について合理的な判断を下し、投機に参入していくことになる。目に見えない観念的な社会の安定よりも、まずは個人の栄達だ。彼らは投機的であることを理解して投機するのであり、次のバブルを作りだそうと虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっている。やがて彼らの資金や世論形成が、バブルを着々と育成していくことになる。


    　要は、バブルは儲もうかるのである。バブルが弾はじけて祭りが終しゆう焉えんした直後でも、各おの々おのの個人の資金を総体として考えれば、個人側の手元に残る資金はとてつもなく多いのだ。一方、そのツケは社会（主に、融ゆう資しした金きん融ゆう機関や各国政府、そして回り回って納税者）が背負うわけであって、バブルを通して、巨万の富とみが、最も賢かしこく立ち回ったごくごく少数の投資家に移動しているだけなのである。


    



    
      ◇

    


    



    　俺は頭とう取どり室を訪ね、恒こう太たと国際商業銀行の資金政策を話し合っているところだった。ちょうどその時、国際商業銀行の行員から俺の携帯に電話が入り、テレビを確認するようにと促された。テレビを点つけると、日本銀行と、欧州中央銀行が共同声明を発表している場面だった。


    　世界の金融界では重じゆう鎮ちんの一人とも目される日銀の白しら石いし総裁が、記者たちを前にスピーチしている。


    「ＫＫネクストを発ほつ端たんとする世界的なインフレが、日本国内にも波及してきました。マスコミ各社も民衆も、これを空前の好景気だと騒ぎ立てておりますが、とんでもない！　東京の不動産を中心にした暴ぼう騰とうは、かつて日本が経験した八〇年代後半のバブル再来にほかなりません。日銀としてはインフレ抑制を最優先課題とし、力の限り金融引き締めを実施していく考えです。好景気に水を注さす行為だと、数あま多たの反論が出るでしょう。ええ、わかっておりますとも。それでも我われ々われは、何があっても責務を放ほう棄きすることはありません。いかなる反発も押し切り、日銀は断固たる決意で、中央銀行としての使命を全まつとうすることを良しとするものです」


    　続いて欧州中央銀行、バイルシュミット総裁が演説する映像に切り替わる。


    「ＥＵとしては、昨今のインフレ率上昇を大いに懸け念ねんしている。許容できるインフレのレベルを逸いつ脱だつし、自然な経済活動を破壊しかねない勢いだ。我々はＥＵ加か盟めい各国と協調し、早い段階での金利引き上げを実施するだろう。また同時に、ＫＫネクストを運営管理し、さまざまなレバレッジ金融商品を提供している国際商業銀行の協力を求めていかねばならない。万一、国際商業銀行が景気の正常化に協力しない場合、我々は彼らの動きを統制する法案を提出するよう、各国政府与党に求めていく方針だ」


    　そこまで聞いて、俺は恒こう太たに顔を向ける。


    「ふーむ、金融引き締めに利上げか……。正直、ほとんど影響ないだろうな」


    　過熱する巨大な鉄塊に、ジョウロでいくら水を注いだところで冷ますことはできない。いったんバブルに走り出した経済は、破は綻たんするまで突き進むのみなのだ。ここまでくれば、俺たちがそう仕向けなくとも、もはや大衆が止まらない。


    「フッ、無駄なことを……。ＥＵや日本ごとき底辺諸国がいくら結託しようとも、この俺の包囲網を突破することなどできない。この俺の力と比べれば、ヤツらなど赤子も同然だ」


    　ＥＵや日本が底辺なら、他の国々はどうなってしまうのか。


    「恒こう太たも対抗して声明を発表するか？」


    「こんなものはスルーした方がいい。どうせ愚ぐ民みんどもには何の影響も及ぼさん。俺がマスコミの前でＥＵや日本に対抗するようなことを喋しやべれば、かえってヤツらが際きわ立だってしまうだろう」


    「たしかにな……。マスコミは面白おかしく対立を煽あおるかもしれない。無視が賢明か」


    　そして俺たちは、彼らの声明には目もくれないことにして、数日間、様子を眺めてみた。結果、日本とＥＵの共同声明から数日経っても、経済には何の影響ももたらさなかった。いや、より正確に言えば、共同声明があってから二時間ほどは相場が低調に推移したが、すぐにいつも通りに戻ってしまったのだった。


    　国際商業銀行が産み出す膨ぼう大だいな金のばらまきを前にすれば、いくつもの国の政府が共闘しようが対抗はできないレベルになっていたのだ。現実として、国際商業銀行が動かす資金のあらゆる部分にレバレッジを効きかせれば、そのお金の総量は三〇倍にも五〇倍にも膨ふくらむ。


    　レバレッジの比率に一定の制限を設けている国もあるが、そんなものはザルだ。なぜなら特定商品のレバレッジ上限が定められていたとしても、別の種類のレバレッジ商品を複数作り、それらを経由させるだけで、易やす々やすとレバレッジの比率は一〇〇倍にも二〇〇倍にも引き上げることができる。


    　それに国際商業銀行は多た国こく籍せき化かしていて、特定の国がいくら制限を設けようと、自由自在に各国間に金を往き来させることができた。監督機能が脆ぜい弱じやくな国で、ほとんど無法に近いような信用創造行為をすることも可能なのだ。


    　金きん融ゆう経済面で、革命部グループに対抗できる国家は、もはやない。


    



    
      ◇

    


    



    　ロシア極東部に位置する重要な商港、ウラジオストーク。


    　莉り音おんと俺は、ジリヤと打ち合わせのため、ここまでやってきた。俺たちはジリヤの関連会社と大規模な派は遣けん契けい約やくを締てい結けつし、派遣された運うん搬ぱん作業員、整備員、元海軍軍人たちが、右に左にと走り回り始めていた。


    　港湾地区に立つビルの屋上、彼らが働く様子を眺めながら、ジリヤは俺たちを前にして言う。


    「ロシアの関係会社から購入したイスカンデル、クラブＫ、各種の巡じゆん航こうミサイルは、この港まで運んでいるところだ。揚よう陸りく艦かんを民間商船として改造した五〇隻せきと、搔かき集めた民間商船二〇〇隻に、ありったけの兵器を詰め込んでおいてやる」


    「これだけの人員も急に出してもらって悪いわね。手早い仕事で助かるわ」


    　莉り音おんは満足そうだった。


    「遠慮なんてする必要ないぞ。私としても、ロシアと革命部の間に立って兵器を流すだけで、七〇％も間を抜かせてもらってるんだ。それに彼らの派は遣けんも、通常相場の三〇〇％増し。関係者はみんな喜んでるよ。金なら十分すぎるくらい受け取っているからな」


    「私たちとしても、当とう該がい地域に船せん舶ぱくや兵器を運うん搬ぱんする人員だけは確保しなくちゃいけなかったからね。それに割増料金分だけカムフラージュにも協力してもらってるし」


    「イスカンデルやクラブＫにはミサイルを満載しておくつもりだが、いちおう予備の巡じゆん航こうミサイルも三五〇〇発用意する予定だ」


    「民間商船をさらに二〇〇隻せき増やしてもらえる？　甲かん板ぱんにはクラブＫのコンテナも詰めるだけ満載して。追加資金なんてうなるほどあるから」


    　慌あわてたようにジリヤは莉音の話をさえぎる。


    「ま、待ってくれ。そんなに用意する時間がない。これでも、世界の大型船で買えるものはぜんぶ搔かき集めたんだ。これ以上は無理だよ。新しくタンカーやコンテナ船が必要なら、かなりの時間が必要だ」


    「なら、大型船じゃなくていいから。コンテナを甲板に乗っけられる船なら何でもＯＫでしょ。三つ四つのコンテナさえ詰めれば旧式でもオンボロでも小型艦船でも何でもいいわよ」


    　ジリヤは腕を組み、考えを巡めぐらす。


    「動かせる船なら何でもいいってことだな？　まぁ、探してみるよ」


    「どうせ艦船自体の性能なんて二の次だからね」


    「うちのタンカーやコンテナ船も回そうか。核製造用や金庫用になってるのもあるけど、大半は船会社に貸し出してるだけだ」


    　ふと思いついて、俺は口をはさんだ。


    「そうね、そうしましょう。巳み継つぐ、契けい約やく関係を整理して、できるだけ早くジリヤの方に艦船を回してもらえる？　長期契約しているものもあれば、解約に違約金を積んでもＯＫ。とにかく急ぎでね」


    「わかった。任せてくれ」


    「じゃあジリヤ、艦船には、ありったけのクラブＫを満載させておいて。あればあるほどいいわ」


    「了解だ。……それにしても……未いまだかつて見たことがないほどの最上級顧こ客きやくだな。出し惜しみなしで準備させてもらおう。驚くなよ」


    　かなり無理な要求な気がしたが、ジリヤはきっぱりと請うけ負おった。


    　部費四二八〇兆六五〇〇億円、借しやつ金きん三七五五兆二〇〇〇億円也なり。


    （※国際商業銀行が管理するレバレッジ商品で資産の嵩かさまし後）

  



  
     第三章　革命前夜


    



    　ちょうど恒こう太たがイギリスのテレビニュースに出ているところだった。たくさんのクルーが国際商業銀行を訪れ、衛星を通して頭とう取どり室とスタジオが繫つながっている。スタジオのキャスターと恒太がこうして生放送で言葉を交わすのは珍しい光景ではないが、革命部オフィスに居合わせたので、俺も頭取室に入ってインタビューの様子を伺うかがうことにした。


    　イギリス紳しん士し然としたキャスターが恒太に問いかける。


    「世界は好景気に沸わいています。この景気を創り上げた頭取に対しての讃さん辞じが絶えません。頭取ご自身は、今の世界をどのようにお感じになっておられますか？」


    「この俺が世界をグランドデザインしているのだから、景気が爆発するのは当然だ。これからさらに景気は伸びる。株価も不動産も、わずか数年後には今の一〇倍になることが俺には手に取るようにわかっている」


    　重大な発言をするように、威厳に満ちた口調で恒太は応じた。


    「じ、一〇倍、ですか……!?　頭取がそこまで言及されるのは初めてのことでは!?　数字を間違えておられませんか？」


    「一〇倍だ。間違いない」


    「ちなみに数年後にはと仰おつしやいましたが、もっと具体的な数字を頭取はお考えでは？　ぜひともお聞かせ頂いただきたいところです」


    「最高軍事機密だ。そこまで具体的に指摘すれば、相場が今以上に乱らん高こう下げすることになる。だから自分で考えろ。だがしかし、一〇倍になるのに一〇年はかからない。悪いことは言わない、とにかく証券でも何でもいいから買っておけ。この俺が愚ぐ民みんどもにしてやれる、最強に優しい忠ちゆう告こくだ」


    「そうなると、銀行口座にお金を貯め込んでいても仕方がないということですね。……しかし、あまりに急激なインフレだと思います。各国の中央銀行もインフレ率の増大に懸け念ねんを示し、景気の引き締めに躍起になっているようですが……」


    　実際、つい先日、日本とＥＵが協調して景気引き締めに取りかかり始めたばかりだ。効果はほとんど出ていないが、中央銀行の政策は、投資を考える上でひとつの指標にはなる。


    「中銀の考えなど、しょせんは役人どもの短慮にすぎない。まさか諸君らは公務員の戯ざれ言ごとを信じるのか？　俺が指導者として創り出す新しい世紀では、景気は永遠に上がり続けるのだ」


    「そ、それは言い過ぎではありませんか……？　景気は好景気と不景気を循じゆん環かんするものです」


    　さすがにキャスターは度ど肝ぎもを抜かれたようだったが、恒太はうんざりしたように首を振ってみせる。


    「やれやれ、貴君はまだわかっていないようだな。それは過去の常識だ。だが今は違う。この俺が、ＫＫネクストを中心にして、まったく新しい時代を創り出したのだ」


    「景気は循じゆん環かんしないと？」


    「そうだ。未来へ向けて一直線上に駆け上がって行く。大丈夫だ、俺を信じろ」


    　そこまで言い切って恒こう太たはカメラ目線になり、雄大に手振りを交まじえて語る。


    「我われ々われ人類は今、史上かつてない黄金時代を迎えている。世界すべての人々がこの繁栄を享きよう受じゆし、科学技術は大きく進歩し、各国の文化が華開く時代だ。この黄金時代が幕を開けた今年は春かす日が元年として、やがて新しい地球暦れきが刻まれることになるだろう。世界市民諸君、目の前に出現した目覚ましい世界に堂々と胸を張り、新世紀へ邁まい進しんせよ！」


    



    
      ◇

    


    



    　相変わらず先進諸国の中央銀行は強い懸け念ねんを表明し続け、景気を冷まそうと躍起になっていた。


    　また、一部の学者は「異常な事態だ。冷静に状況を見守れば、目を背そむけたくなるほどの……恐怖で足がすくみ上がるほどの過熱ぶりだ。いずれ景気は破裂し、大変な事態になる。この規模の反動になると、世界は大不況から三〇年は立ち直れないだろう」と警告を発していた。


    　しかし、そんな警告にまともに耳を傾けるマスメディアはほとんどなかったし、大衆も聞く耳を持っていなかった。景気に注意を促すような放送がなされれば、視聴者はすぐにチャンネルを切り替えてしまうだろう。


    　それに、恒太の言葉を支持しているエコノミストも多く、「春日恒太エコノミー理論」「超世紀エコノミー理論」なる奇抜な経済理論まで登場するに至っていた。書店に行けば投資を煽あおる本がかつてない売れ行きを示し、景気は未来永えい劫ごう上がり続けるのだと激しく煽るエコノミストたちにも事欠かなかった。こういう状況では、煽る側に回った方が遥はるかにメリットを享受できる。祭りなら、乗っかった方が商売になるのだ。


    　市し場じようには金が[image: ]あふれ返り、実じつ需じゆに関係なくあらゆるものが高こう騰とうし続けていた。
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    　俺たちは八階に集まり打ち合わせをしていた。


    　チェアに深々と腰かけて、俺は苦にが々にがしく言う。


    「おそるべきバブル景気だ……。こっち側に立って眺めてみれば、どうして向こう側の一般人が状況を理解できないのか不思議なほどの過熱ぶりだな」


    「国際商業銀行が絶え間なく資金を供給し続けているのだから当然の結果だよ。この俺が蛇じや口ぐちをひねっている限り、世界経済は沸ふつ騰とうすることになるのだ」


    　そんな恒こう太たに、沙さ織おりが視線を向ける。


    「メディアも煽あおり続けてばっかりよねー。まぁ大半は恒太のせいだと思うんだけど」


    「フッ、ようやく小娘も俺の偉大さがわかってきたようだな」


    「一％も褒ほめてないから。私も知らずに暮らしてたら、なんか焦あせって株に投資しちゃってるかもしれないわ。昨日なんかね、お父さんから電話がかかってきて、『どこの株に投資したらいいか、莉り音おんや巳み継つぐに確認してみて欲しい』って私に聞いてきたの」


    「やめさせとけよ。もう少し待つように伝えればいい。いずれ一〇分の一以下の価格で買えるようになるはずだ」


    　すかさず俺は応じた。おじさんには少しでも損をさせたくない。


    「大丈夫、絶対買わないでって伝えておいたから」


    「街を歩く人たちのお顔も、みんな輝いて見えるんです。ちょっと前は仮面をつけてるような感じの人ばかりだったのに、皆さんお祭りみたいにウキウキしてます。これもみんな恒太くんのおかげなんだって思います」


    　そう言う柚ゆずさん自身も楽しくて仕方がないように見えた。


    「まるで俺は人類に夢を運ぶ天使＆サンタクロースだな。これほどまでに人類に貢こう献けんした俺は、なんという思いやりに[image: ]あふれた好青年なのだ……。春かす日が恒太の真心に全米が泣いた……」


    「そうやって一生言ってなさい。でも、私たちがいないところでお願いね」


    「血も涙もない非情なおりおりには、偉大なる春日恒太のピュアな心が通じないのだな。この俺は、世界を金きん融ゆう危機から一挙に救い出してやった巨星だと言うのに……」


    　沙織と恒太の口くち喧げん嘩かに発展する前に、俺が口をはさむ。


    「いやでも、救い出したっていっても、一過性の巨大バブルに過ぎない。こいつはあまりに急激に膨ふくらんだ分だけ、凄すさまじい勢いで弾はじけ飛ぶぞ。タチが悪い話だよ」


    「そんなことはわかっている。真に愚ぐ民みんどもを救い出すためには、カタストロフィは避けて通れぬ道なのだ」


    「なんかもう、このままバブルを崩ほう壊かいさせなくても良くない？　これで世界中はハッピーなんでしょ？」


    　沙織の質問に俺が首を振る。


    「いや、バブルが弾けるのは必然なんだ。崩壊は俺たちが引き起こすんじゃない。人類自身が望んだ結果なのさ。せいぜい俺たちがしたことって言えば、ほんの少しだけ経済にドーピングを施ほどこしただけだよ」


    「もともと世界経済は行き詰まっていた。俺たちは加速装置のようなものだ。バブル崩壊を合図として、春日恒太が世界を救うことになる」


    「恒こう太たくん、世界を良くしてくださいね。お父さんもお母さんも、きっと喜んでくれるって思うんです」


    　柚ゆずさんは神仏でも拝おがむように恒太に手を合わせた。


    「むしろ俺は世界を素晴らしくすることしかできない。何をやっても世界が輝いてしまうのだ。人には、持って生まれた天命というものがあるのだな……フッ、やはり俺がやらねばならんのか……」


    　沙さ織おりは頭を抱かかえる。


    「なんで感かん慨がいに浸ひたっちゃってんのよ……。もうホントにバカ……」


    「弾はじけ飛ぶ日は遠くなさそうだぞ。ＫＫネクストの平均株価は今日も伸び続けてるけど、上昇率が頭打ちになってきてる。このまま伸びが鈍どん化かすれば、俺たちが九・〇％も抜いているわけだし、きっと支えきれないだろう」


    　俺は皆を見回して、説明を続ける。


    「伸び率の鈍化は、予想以上にインパクトが大きい。国際商業銀行が貸し出してる先に、実はかなりの不良債さい権けんが発生し始めてるんだ。まだ表おもて沙ざ汰たにはなっていないけど、すでに五％は焦こげ付いてる」


    「貸し出しが焦げ付きだしたのが合図ってことね？」


    「ああ、そうだ。もし相場が下げ落らく基調になれば、焦げ付きは五〇％を余よ裕ゆうで超えるだろう。……いや、もっと行くかも。レバレッジで多くの人たちの借しやつ金きん額は嵩かさましされてるから、金額換算にすると……下へ手たをすれば焦げ付き額は一〇〇〇％を突破する可能性だってある」


    「い、一〇〇〇％……。国際商業銀行が貸し出してる額の一〇倍まで借金が膨ふくらむってことよね……。ちょっと想像したくないわ……」


    「ＫＫネクストの崩ほう壊かいをキッカケにして、爆発的な値上がりを見せていた他の市し場じようの株式も不動産も、大暴落するだろう。ＫＫネクストの瓦が解かいは、完全なる崩壊に繫つながる。リーマンブラザーズ破は綻たんの一〇〇〇倍の規模になるぞ」


    　突然、恒太はニヤリと笑みを浮かべる。


    「ククク……いいぞ……この時を待っていた。一〇〇〇年も待ちわびていたのだよ。いよいよ俺が、真の英雄として世界に君臨する瞬間が迫ってきたのだ……。愚ぐ民みんどもにあまねく知らしめてやらねばなるまい、この俺が天地と同一化した究極無比の進化形態を……！」


    「あんたはいつ生まれたのよ……」


    「一〇〇〇年も生きてるってすごいって思います。毎日どんなジュースを飲んでいるのか教えて欲しいって思います」


    「世界を壊滅させるのは春かす日が恒太のミッションだ。この破壊が、新しい世紀を創り出す。天魔王として世界を震しん撼かんさせる瞬間が、刻一刻と迫っている」


    「世界の崩壊が、俺たちの建国の狼煙のろしになる。俺たちが新しく何か仕掛ける必要もない。人々が勝手に右往左往して、大だい恐きよう慌こうが始まるはずだ。今はただ、その瞬間を静かに待つだけさ。まぁ俺たちは、やっとここまでたどり着いたってことだな」


    　感かん慨がい深く俺は言った。


    「思えば無茶なことばかりだったわよね……。これから始める建国や世界革命ほど無茶なこともないんだけど……」


    　そう言って沙さ織おりは、莉り音おんに視線を向ける。


    「ねぇ莉音、どこか具合悪いの？」


    「えっ？　そ、そう見える？」


    　莉音は、沙織の問いかけに驚いたようだ。会議では、莉音はほとんど発言しなかった。珍しいことだ。


    「うん。ここ数日、なんかちょっと変よ。いつも沈んでるように見えるわ。悩んでることがあるなら相談して」


    「私もそう見えます。莉音部長が悩んでいるなら、副部長として相談に乗らなくちゃって思うんです」


    　たしかに沙織や柚ゆずさんが指摘したように、莉音は口数が少なくなったような気がする。何か悩みがあるのは間違いなさそうだ。


    「……ありがとう。ちょっと疲れてるのかもしれない」


    「いろいろ急ぎすぎて、さしもの莉音も疲労が溜たまってたんだろう。少し休むといいさ」


    　俺は気楽な調子で言った。莉音が自みずから相談を持ちかけてくれるのを待った方がいいと思い、あえて軽く応じたのだ。


    「莉音不在の分は、俺が代わりを務めねばなるまい。安心しろ。部下の欠勤の穴あな埋うめは、情け深い俺がやってやる」


    「心配かけてごめんね。私は大丈夫だから」


    　莉音は微笑した。どこか愁うれいを感じさせる笑みだった。


    　それ以上俺たちは、莉音の意気消沈した様子に触れることはしなかった。皆も、莉音から相談してくれるのを待った方がいいと思っているのだろう。


    　そこで突然、恒こう太たが立ち上がり、会議を締めくくろうと俺たちを意味深に見回してくる。


    「革命の同志諸君、心構えはできているな？　恐れることなど何もない。いつでも春かす日が恒太がついている。革命に向けて邁まい進しんせよ。春日恒太の旗の下もとに集つどえ！　革命部の栄光のために！」


    「お──────────────！」


    　柚さんだけが、高々と拳こぶしを突き上げた。
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    　港を占せん拠きよする規模の艦かん艇てい群が、ウラジオストーク沖おきに集結していた。


    　ジリヤの会社から派は遣けんされた二〇〇〇人を超えるスタッフたちが、忙いそがしく駆け回っているのが見えた。


    　港湾地区のビル最上階から海を一望し、ジリヤは俺たちに説明する。


    「世界中を走り回って、集めに集めたスクラップ前の空母が四艦。それからタンカーや揚よう陸りく艦かんが合わせて四六〇隻せき。ボロ船の大艦隊だ。東京湾沖おきでの引き渡しまでに、クラブＫは満載しておいてやる。私の仕事はそこまでだ」


    「……世話になったわね。ジリヤのおかげで私たちの動きもだいぶカムフラージュできるからありがたい限りよ」


    　穏和に莉り音おんが礼を言った。


    「いいってことさ。その分、すでに三〇兆も受け取ってるからな。これだけのボロ儲もうけは私も初めてだよ。見てみな、この仕事に関わってる整備員や航海士たちにはボーナスを配りまくったから、連中の仕事ぶりが違うだろ？」


    「今までのお礼として、ジリヤにはあと一〇〇兆円渡しておくわ。私からのちょっとしたボーナスよ」


    　莉音は何気ない風だったが、ジリヤは目を見開いて後じさる。


    「……マ、マジかよ!?　おいおい、あんまり期待させといて、落とすとかナシにしてくれよ。それ本気にしちゃうぞ？　ジョークならジョークだと、今すぐに言ってくれ、頼む」


    「そんなジョーク言うわけないじゃない」


    「ほ、本当に本当なのか!?　こっちは遠慮なんて言葉、端はなっから知らないんだぜ!?」


    「だから、いいってば。ね、巳み継つぐ？」


    「ええ、取っておいてください。使い切れなかったキャッシュは、親しかった人に残した方がいいですからね。ジリヤさんになら喜んでお渡ししますよ」


    　本心から俺も同意した。


    　ジリヤは息を呑のむ。


    「神だ……おまえらは神だな間違いない……。こんな幸運が天から降ってくるなら、正直、せせこましく商売するのがバカらしくなる……」


    「地道に商売していたからこそ、こういうこともあるってことでしょ。厄やく災さいも幸運も、降りかかるのは突然ってことよ」


    「そ、それじゃ、気兼ねなく頂いただいておくぞ。ここで運を使いすぎて、明日いきなり死んだりしないか心配なくらいだ。いやぁ……こういうこともあるんだなぁ……」


    「それを元金にして、このバブルの絶頂期に売り浴びせ、スタインバーグにも負けない大財ざい閥ばつを創ってみなさい。ジリヤ一代でね」


    「いや、ローザはすでに全開で売りまくってる。あっちは動かす金額の桁けたが違うよ。そう易やす々やすとは追いつけないようにできてるんだ」


    「そっか、そうよねぇ。……フフ、またローザに一本取られちゃった。原油売りのときも、今回も、どうやってもローザが上うわ手てなのよね～」


    　莉り音おんはクスリと微笑ほほえんだ。


    　俺も肩をすくめる。


    「俺たちが金地金を買いまくって暴ぼう騰とうしていたときも、あっちはせっせと売ってたからな」


    「でも、スタインバーグが巨利を得られるのも、莉音たちが世界を搔かき乱してくれるからなんだよ。バブルの反動で大だい恐きよう慌こうが巡めぐってきたって、ローザには利り益えきしかもたらさない。ま、そういうもんなのさ」


    「裏を返せば、だからローザは私たちの動きを、強硬な手段で封じ込めようとしないってことでもあるわよね」


    「そういうことだな。スタインバーグが総力を挙あげて売り出したってことは、大暴落に転じるのは意外と早い。そんじょそこらの資本家とは馬力が違うからな」


    「想定済みよ。むしろカルヴァートやスタインバーグが動いてくれないと、このバブルはいつ終しゆう焉えんするかわからないもの。合理的に考えたらありえない今の狂騒も、下へ手たしたら三年だって五年だって続く可能性もあるんだし」


    「恒こう太たが本気で踏ん張れば、空前絶後の好景気が一〇年続くかもしれないからな。いつチャンスが巡ってくるかわからないと、俺たちも困る」


    「ジリヤも目一杯レバレッジをかけて、売り浴びせておきなさいよ。元金は一〇〇兆円あるわけだから、のし上がる好機であることは間違いないでしょ？」


    「そうだな。私は私で最さい善ぜんを尽くそうと思う。スタインバーグの傘さん下かでいることに不満はないが、どうせ一度きりの人生だ。今このときこそが、私が一大勢力になれるかどうかの分ぶん水すい嶺れいであることは理解しているつもりだよ」


    　そう言って、ジリヤは日本海を見やり、口元を引き結んだ。ジリヤにはジリヤの決意があるのだろう。


    「スタインバーグだって一世紀以上前は、カルヴァート財ざい閥ばつの傘下だったわけだからね。今度はジリヤの番でしょう。頑張りなさい」


    　ジリヤは視線を莉音に戻し、優しい眼まな差ざしで口にする。


    「こうして時が巡ってきたのも、ぜんぶ莉音のおかげだ。どんな言葉をかけていいかわからないくらいに感謝してる。私にとって莉音は本物の天使だった。ありがとう」


    「な……ちょっと、なに真顔で言っちゃってんの？　ねぇ巳み継つぐ、聞いてた？　少しジリヤおかしいと思わない？」


    　莉音はいくらか取り乱し、恥ずかしそうに俺を見やってきた。


    「いいや、ちっとも思わないよ。ジリヤさんに、全面的に同意する」


    「み、巳み継つぐまでなに言ってるのかしら……。二人して変よね……」


    　珍しく莉り音おんは照れた様子で、モジモジしながら顔を赤らめた。


    



    
      ◇

    


    



    　ウラジオストークからシベリア鉄道に乗って、俺と莉音は、ロシアロケット社が管理するアテスミサイル打ち上げ場に移動していた。ほとんど宇宙基地である。ここではミサイルだけでなく、グロナスのシステムを研究開発する名目で、俺たちの衛星も幾いくつか打ち上げ済みだ。俺たちにとって非常に有用な実験場だったと言えるだろう。


    　今日もひとつミサイルを打ち上げる予定で、管理棟の最上階に設置していた俺専用の社長室で窓まど際ぎわに立ち、その準備作業を眺めていた。


    　隣に立つ莉音は、俺を見上げて口にする。


    「今日までに製造できた核弾頭は九つ。ちょっと数が少ないけど、私たちの設備じゃ限界だったわね。時間も限られていたし」


    「でも核があるということは、戦略の幅がかなり広がるよ。世界は、俺たちがどれだけの核兵器を貯蔵しているかわからない。一発持っていれば、一〇〇発も二〇〇発も保有しているのではないかと幻げん想そうを持つだろう。なし崩しで、俺たちの国家を認めざるを得ないところまでいければベストだ」
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    「いざ建国となれば、新たに核弾頭を搭とう載さいしてアテスミサイルを打ち上げることができなくなるから、核兵器製造はここで打ち止めね。製造工場は廃はい棄きして、利用していたタンカーは巡じゆん航こうミサイル発射台を設置するためのものとして流用しましょう」


    「アテスミサイルはギリギリまで打ち上げ作業を続けていいだろう？　世界経済破は綻たんのタイミングがわからないから、時間のある限り数を増やしておきたい」


    「そうね。ロシアを去っても、アテスミサイルの打ち上げは限界まで継続できるしね」


    「通常弾頭を搭載したアテスミサイルは、現在までに約二〇〇基の配備が完了している。核弾頭搭載のものは九基。まだまだ少ないな」


    「通常戦闘は、できる限り巡航ミサイルで補っていくことにするわ」


    「船せん舶ぱくの数だけでも四〇〇隻せきを超えてるし、その甲かん板ぱんに満載するクラブＫは二〇〇〇を超えるから、相当な余よ裕ゆうはあるさ。クラブＫコンテナひとつに巡航ミサイルは四つ最初から搭載されている。計八〇〇〇発以上……十分な軍備じゃないか」


    「ここまでくれば、あとは私ひとりでも大丈夫そうね。派手にぶちあげてみせるから楽しみにしてなさい」


    　莉り音おんがさも当然のように口にした言い回しを、俺は訝いぶかった。


    「……どういう意味だ？　まるで俺たちが他人のような物言いだな？」


    「だからッ、今後は私に任せなさいって言ってるの」


    　若じやつ干かん、莉音が苛いら立だったようだ。


    「建国を、莉音一人に任せろってことか？　何の冗じよう談だんだ？」


    「どこが冗談なのよ。話してあったじゃない」


    「じゃあ……俺たちは？」


    「それをずっと考えてたの。このタイミングで財産を五等分しましょう。巳み継つぐも沙さ織おりも恒こう太たも柚ゆずちゃんも、これで世界第一級の大資産家の仲間入りってことね。おめでとう。私も嬉うれしいわよ」


    「バカ言ってもらっちゃ困る。どうして財産を分けるなんて話になるんだ」


    　俺は声を荒らげた。


    「どうしてって、どうしてよ？　巳継の言っていることの意味が、私にはわからないわね。最初からそんな話してなかったっけ？」


    「いや、少しもしてないな」


    「じゃあ巳継が忘れちゃっただけなのよ。みんなで建国準備して、準備ができたら財産を分けましょうって決めてたじゃないの。建国は私がするから、みんなは楽しみに見ていてくれればいいの。巳継からみんなに伝えてもらえれば、喜んでくれるはずよ」


    「そんな噓うそをつく必要なんてないんだぞ。みんなもきっと、喜ばない」


    「規定路線よ。異論は認めない」


    　莉り音おんは俺を睨にらみつけてきた。


    　俺は大きく首を振る。


    「規定路線でもないし、異論でもない」


    「……もう一度言うわね。異論は認めない」


    「おいおい、冗じよう談だんもほどほどにしようぜ。ここで降りろって言うんじゃないだろう？」


    「ふうん……。巳み継つぐ、いつから私に反抗するようになったのかしら？」


    　莉音は身体ごと、ゆっくり俺に向き直った。殺気がみなぎっているのは気のせいじゃない。


    　俺も静かに莉音と向き合った。莉音の小さな背せ丈たけを見下ろすだけで総毛立ってしまうのは、俺の動物的な感覚がまだ残っている証しよう拠こだ。


    「反抗するとかしないとか、そういう問題じゃないだろう」


    「私に従ってもらう。お姉さんに逆らおうなんて、言わないわよね？」


    　冷たく莉音は視線を細め、のぞきこむように俺を見上げてきた。


    「従えないな。そんな話は断固拒否だ」


    　言った途端、わずかに莉音が腕を引く瞬間を俺は見た。


    　鳩みず尾おちに、重い衝撃。


    「が……はぁ……」


    　久々に、いいのをもらった。未いまだかつてないほど、いいのをだ。


    　耐えきれず、よろよろと俺は片かた膝ひざを着く。


    「もう一度、言ってごらんなさい！」


    　透すき通る莉音の声が、部屋一杯に響いた。


    「フフ……莉音も鈍なまったじゃないか……。ここ最近、道場に行くヒマもなくて、腕が落ちたみたいだな」


    　鳩尾を押さえつつ立ち上がり、俺はあからさまな強がりを言い放った。


    　莉音は眉を動かした。怒り心頭といった様子だ。


    　構わず俺は続ける。


    「悪いが降りることなんてできない。突つっぱねさせてもらう。俺の答えは変わらない」


    「巳継、もう一度訊きくわ。私に逆らおうなんて、ありえないわよね？　それとも私の腕が落ちたのかどうか……自分自身で確かめてみたい？」


    　左足を半歩、静かに莉音は前に進めた。拳こぶしを突き入れるにはベストな足位置だ。


    　鼻で笑うように俺は言う。


    「莉音の正拳突きなんて、俺にはスローモーションみたいに見えるね。拳が入るのを待ってたら眠くなっちまうよ」


    　莉音のコメカミがピクリと動いたのまではわかった。


    「──ッ」


    　呼吸が止まった。


    　気づけば、莉り音おんの拳こぶしが俺の胸元に突き刺さっている。


    　腰が落ち、俺は両りよう膝ひざを着いた。無意識で、無ぶ様ざまに身体を折り曲げてしまう。


    　容よう赦しやない一撃だった。今まで俺に喰くらわせてきた拳が、いかにセーブしていたものだったか思い知らされる……。


    　苦痛に顔を歪ゆがませながら見上げると、莉音が肩で激しく息をしている。この一撃に、魂たましいを込めたに違いない。


    「変ね。スローモーションのはずなのに、巳み継つぐは急所を外す余よ裕ゆうすらないなんて」


    　冷たい視線で莉音は俺を見下ろしていた。


    　ゼイゼイと、俺は必死で呼吸を整え、立ち上がる。震ふるえる両膝に力を込めた。


    「……わ、わざと受けてやったんだよ。……こんなの……紙切れか豆とう腐ふで殴なぐられたみたいなもんだ。……ぜんぜん痛くないからな」


    「な……なんですって？」


    　莉音は目を見開いた。


    「残念だ。ちっとも痛くねえ。ああ、こんなもの、ちっとも痛くねえんだ。たかが一瞬の痛みなんて、人生を戦う苦闘や絶望に比べたら、ゴミのようなものだって知っちまったからな。それもこれも、ぜーんぶ莉音が教えてくれたものなんだぞ」


    「……」


    　愕がく然ぜんとしたままの莉音に、構わず俺は続けてゆく。


    「気が済むなら、何度だって正拳を喰らわせてくれていいさ。それでも、俺の答えは変わらない。革命部の目的は、もう莉音だけのものじゃないんだ。俺たち全員の──俺、沙さ織おり、恒こう太た、柚ゆずさんのものでもあるんだ」


    「……」


    「先日の会議のときから少し変だったな。いよいよ建国を前にして、莉音もいろいろ悩んだんだろう？　最後の最後まで俺たちを巻き込んでいいのかってな」


    　莉音はハッとしたようで、わずかに俺から視線を逸そらした。


    「だがそれは違うぞ。俺たちは莉音に巻き込まれるんじゃない。俺たちは自分の意志で戦い、自分の意志で世界を変えてやりたいと思ってる」


    「……私の近くにいたからよ。普通の人は、そんな風に思わないもの」


    　そう言って、莉音はギリと唇をかんだ。


    「俺たちは普通じゃない。普通なんてこっちから願い下げだ」


    「……」


    「なぁ莉音」


    　ため息交まじりに言うと、莉り音おんは俺に視線を戻した。


    　俺はゆっくりと口にしていく。


    「俺は、莉音のおかげで、いろんなことを知ってきた。今にして思えば、自分が何一つまともに世界のことを知らなかったことに、ただただ驚くばかりだ。昔の自分のバカさ加減が恥ずかしくなるほどにな。どうしてあんななかで生きていられたのか、我われながら信じがたいよ」


    　俺は切々と思いの丈たけを打ち明ける。


    「俺は二度と、何も知らなかった当時の自分に戻りたくない。沙さ織おりにも話したことがある。もう一度人生を選べるなら、間違いなく今のこの人生を選ぶってな」


    「……」


    　今度は莉音が沈黙し、息を呑のんで俺を見つめていた。


    「知らないまま一生過ごすのが幸せか？　汚いものにフタをして、素知らぬ顔で生きるのが幸せか？　断言できるぞ、俺は今の方が遥はるかに幸せだってことをな。そりゃ苦しいことも多いけど、悩むことばっかりだけど、それでも今の方が一億倍も幸せだ。自分の生き方に誇りを持っている。そんな人生を教えてくれたのは、ほかならぬ莉音なんだ」


    「……」


    「つまらない生き方はしたくない。現実にしっかり目を向け続けていたい。今の俺は、世界の姿を知ってるし、戦う力も持っている。莉音が何と言おうと、俺は命が尽きるその瞬間まで戦うぞ」


    「……み、巳み継つぐ」


    　ポツリと莉音はつぶやいた。何か言いたそうだったが、言葉が続かないようだった。


    「だから莉音。自分のやってきたことに、俺たちにしてくれたことに、莉音は誇りを持っていい。沙織も恒こう太たも柚ゆずさんも、きっと同じ気持ちだ。どうかひとりで戦うなんて言わないで欲しい。たとえ莉音が拒こばんでも、俺たちは無理やりにでもついていくぞ。俺たちは最後まで一緒なんだ」


    「……やっぱり……ダメよ。革命部は、十分すぎるくらい目的を達成した。ここが頂点なの。満点じゃない。ここから先は、私だけの問題」


    「違う。俺たちの問題でもある。どうしてわかってくれないんだ」


    「……この問題は折り合えない。いずれ皆も交まじえて、ゆっくり話しましょう」


    　莉音は俺から離れ、バッグを取り上げた。


    「私はこれからＥＵへ向かうから。数日ドイツに滞在するけど、出張から戻ったら、革命部のみんなで集まって相談してみたいと思う。本当なら、巳継の口から伝えてもらえれば、みんなも自然に同意してくれて、何もかもスムースだったんだけど……」


    「同意はしないぞ。絶対にな」


    「ここ最近ずいぶん甘やかしていたら、いつの間にかお姉さんに反抗するような子になったのね」


    　莉り音おんは苦にが々にがしそうに続ける。


    「……数日後に、皆を交まじえて会いましょう。仕方がないから、私の口から伝えるわ。巳み継つぐもそのときまでに、じっくり考えてみることね」


    　それだけを言い残し、莉音は部屋をあとにした。


    　ポツンと残された俺は、ソファに腰を降ろした。


    　やっと莉音の様子が少しおかしかった理由がわかった。決戦の瞬間が間近に迫り、さまざまな想いに駆られたのだろう。


    　こういう大一番で、いつも莉音は迷ってしまう。悩みを抱かかえて悶もん々もんとし、何もかもを背負おうとしてしまうのだ。しばらく莉音は悩み続けるに違いない。


    　俺たちも莉音と一緒なのだと、わかってもらう方法はないだろうか……。
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    　タンカーの船底、山積みされたコンテナを見上げながら沙さ織おりは言う。


    「コンテナは満杯よ。これ以上、どうやっても入らないわ」


    「金の備蓄は三万トンにまでなったな。公称の地上在庫のおよそ二〇％、実数でも一〇％を超えた。一気に世界最大の備蓄量にまで引き上げたってことだ」


    　俺は両手を広げて言った。


    　沙織と俺は、タンカーの積載状況について打ち合わせをしていたのだ。現物購入の作業は俺、搬はん入にゆうの作業は沙織と役割分担しているので、お互いリアルタイムで現状を確認し合う必要がある。


    「すごいことなんだろうけど、あんまり実感湧かないわ。ていうか、世界の一割とか二割がここにあるのに、タンカーに収まっちゃうのね」


    「次はコンテナを甲かん板ぱんに乗っけるか。野ざらしだけど仕方ない」


    「これ以上やるの？」


    「ああ。時間がある限りな。幸か不幸か、お金は洪こう水ずいみたいに湧いてくるから、使える限り使ってしまいたい」


    「わかった。国際商業銀行の金庫に、こっちまでまだ運んでない宝石もあるし、できる限りやっておくわ」


    　そんな会話をしていると、突然、ガクンと船が揺れた。


    「おわ、少し動いた……」


    「えっ？　いきなり？」


    「今はブリッジには柚ゆずさんだけだろ？」


    「行ってみましょう」


    　急ぎ足で俺たちはエレベータに乗り込み、ブリッジに上がった。


    　柚ゆずさんがノートパソコンや、船の計器を眺めているところだった。沙さ織おりが声をかける。


    「柚さん、大丈夫？　船を動かしたみたいだったけど」


    「あっ、巳み継つぐくん、沙織さん。莉り音おん部長が仰おつしやっていたような統合防衛システムができたって思います」


    　柚さんは満面の笑みを俺たちへ向けた。


    「俺たちが持つ兵器や艦船に、このモニタからアクセスできるってこと？」


    「はい。ミサイルも飛ばせるって思います。でも、莉音部長がお船の大半は放っておいてもいいと仰っていたので、実験でちょっと動かしてみただけなんです」


    　その時、俺の携帯にロシアからの国際電話が入ってきた。


    　携帯を手に取ると、ロシアロケット社で科学者の統括を任せているチームリーダーの一人だった。


    「しゃ、社長！　大変です！　何者かにシステムをジャックされて……！　何重ものセキュリティをあっという間に……！」


    　彼は慌あわてふためいていた。


    「……落ち着いてください。以前、チームリーダーを集めて通達していた件です。ほら、危機対応マニュアルを整備するために、近いうちに密ひそかにセキュリティ会社に依頼して、セキュリティホールがないかどうか調査してもらうっていう……。実は今日、ぼくがセキュリティ会社に来ていまして……。大丈夫なんです」


    　俺は伝えながら、状況を整理した。


    　柚さんが統合防衛システムを開発していることは知っている。そのため柚さんには、俺の持っているミサイルの仕様や各種のパスワードを提供したりしているし、俺の目で認証するシステムにもアクセスできる。まさか今日、無理やりロシアロケット社のシステムに割り込むとは思わなかったが、柚さんは柚さんの仕事をしているだけなのだろう。


    　一般的な企業活動のように、柚さんとスケジュールを相談し合ったり、報告・連絡を強要するのは無駄なことだ。柚さんは、そんな普通のことをこなせる子ではない。


    　とうとうと話していくと、チームリーダーもだいぶ落ち着いてきたようだった。


    「それで今回、ハッカーに狙ねらい撃ちされる可能性があるセキュリティホールがひとつ見つかりました。そんなに深刻なエラーではないんですが、セキュリティ会社が調査報告をまとめるので、少々お待ちください。それを元に、ロシアロケット社のシステムを改善していきましょう」


    　いささか無理やりな言い訳だったが、他にどうしようもない。


    　電話をかけてきたチームリーダーもひとまず納得したようで、俺からの続報を待つということになった。


    　ポケットに携帯をしまうと、心配げに沙さ織おりが訊きいてくる。


    「大丈夫だった？」


    「聞いての通りだ。ロシアロケット社は慌あわててた」


    　俺は柚ゆずさんに優しく口にする。


    「柚さん、しばらくアテスミサイルへのアクセスは控えてもらえる？　アテスミサイルは俺たちのものだけど、今はまだあまり波風を立てない方がいい」


    「わかりましたぁ。巳み継つぐくんにご迷惑をかけたのなら、謝あやまらなくちゃって思います……」


    「いいや、ちっとも迷惑とかじゃない。柚さんはよくやってくれたと思うよ。おつかれさま」


    　そう言うと、落ち込んでいた柚さんの顔がパッと輝いた。


    「はい！　とっても頑張ったんです。皆さんに喜んでもらいたくて一生懸けん命めいだったんです」


    　沙織も柚さんの肩に手を置いて言う。


    「柚さん、おつかれさま。莉り音おんも喜んでくれると思うわ。莉音はドイツにいるけど、もうすぐ帰ってくるでしょう」


    「ありがとうございます、沙織さん！」


    　沙織の言葉で、ありありと莉音との一件が蘇よみがえった。今日中には話しておかなくてはならない。


    「二人に相談したいことがある。ちょっと時間をくれないかな？」


    「いいわよ」


    「はい、大丈夫だって思います！」


    「恒こう太たも呼ぼう。莉音抜きで話がしたい」


    　そう言うと、沙織は首をかしげる。


    「莉音には内緒なの？」


    「ああ、そうだ。ここから近い横よこ須す賀かセンチュリーホテルに恒太を呼んで、そこでコーヒーでも飲みながら話そう」


    　さっそく俺は携帯で恒太を呼び出した。
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    　横よこ浜はま沖おきを一望できるホテルの喫茶ラウンジ。


    　やたら堂々とした態度でやってきた恒太は、呼び出した俺に視線を向ける。


    「多忙極まる俺を召しよう還かんするとは、巳継も偉くなったものだな。見ろ、ホテルマンどもが突然の俺の来訪に腰を抜かしているぞ」


    　ホテルマンだけでなく、ラウンジにいる客たちも、恒太の姿には度ど肝ぎもを抜かれたようだった。放心したように恒太を眺めている老人もいれば、一〇秒ごとに恒太を見やってくる女性客もいる。彼ら彼女らにいくら注目されようと、ラウンジはゆったりと取ってあるので、会話が聞こえることはない。それでも煩わずらわしさを感じざるを得なかった。


    　それにしても恒こう太たは、いつもこんな状況で暮らしているのだろうか。これじゃその辺のお店にふらりと入ったりもできなくて、まともな生活が送れそうにない。


    「恒太くんが来てから、皆さん、チラチラとこちらを見てるって思います」


    　柚ゆずさんは不思議そうに周りを見回した。おそらく柚さんには、なぜ恒太が注目されているのかわからないのかもしれない。


    「恒太の場合、今じゃ世界のどこへ行ってもこれだからな。もう恒太と一緒に街なんて歩けない」


    　沙さ織おりは厳しく指摘する。


    「暗殺に巻き込まれないよう注意しなさいよ。あんたは歩く広告塔なんだから目立ってしょうがないわ。ボディーガードくらいつけておきなさい」


    「フッ、歩く太陽か……。なかなかポエミーな表現ではないか。この俺を言い表わすには上出来だ」


    「なっ……!?　なに勝手に言い換えてんのよ!?　誰もそんな表現使ってないから！」


    　ちょうどその時、頼んでいたコーヒーが四つ届いた。


    　店員の手は震ふるえ、しきりに恒太の顔をうかがっていた。超絶ＶＩＰの前で、粗そ相そうがないようにと緊張しているためだろう。


    　コーヒーをすすってから、俺は皆を見回し、話を切り出していく。


    「ところで、こうして集まってもらったのはほかでもない。莉り音おんのことなんだ」


    「莉音が……どうかしたの？」


    「ああ。ロシア出張で、莉音と一ひと悶もん着ちやくあったんだ。実は──」


    　俺は、ロシアロケット社の実験場でのやり取りを、かいつまんで話して聞かせた。


    　話を終えると、沙織は困惑したように言う。


    「莉音が、ここで私たちを降ろそうとしてるの……？」


    「そうだ。久々に、莉音の鉄拳を喰くらっちまったよ。……だけど俺には確信が持てる。莉音は悩んだ末に、俺たちのためを思ってここで解散するのがいいと判断したに違いないんだ。こういう山場で、莉音は意外と脆もろいからな」


    　恒太が言い放つ。


    「フッ、実に莉音らしいではないか。俺の手持ちの武将のなかでは、間違いなく莉音は最高ランクのソルジャーだが……ここが最大の山場というときに軟弱になってしまう。略してツン弱だ」


    「略すことにどんな意味があるのよ……」


    「……ツ、ツン弱って呼び方はともかく……恒太の意見は的まとを射いてると思うぞ。莉音は外面は強いようでいても、意外と内面は弱いところがある。たぶん、そっちが莉音の地なんだよ。だからここにきて、革命に俺たちを巻き込むのを躊ちゆう躇ちよしてるんだろう」


    「そう言えばこの前も、私に降りるようにって言ったわよね。ほら、オフィスの隣のホテルのレストランで、朝早くみんなと会ったとき。……また同じことを言うと思う？」


    　あのときは新市し場じようＫＫネクストの成功が確定した翌日のことだった。莉り音おんは沙さ織おりに対し「一〇〇兆円を渡すから、ゆっくりどこかで革命を眺めていなさい」と伝えたところに俺も居合わせている。


    　俺はうなずく。


    「思う。今度は沙織や俺にだけじゃなく、全員に指示してくるだろう。いいや、下へ手たしたら俺たちを置き去って、ひとりで何もかもやろうとするかも」


    「私、最後まで莉音部長についていこうって思います。もう決めてることなんです。莉音部長がどんなに私のことを嫌っても、私は莉音部長のために働きたいんです」


    　柚ゆずさんの手に手を重ね、沙織は優しく口にする。


    「ううん、違うの柚さん。莉音は絶対、柚さんを嫌いになんかならないわ。むしろ柚さんのことが大好きだから、柚さんには安全なところにいて欲しいって思ってるのよ」


    「俺はどんなに莉音に説得されても、降りるつもりはまるでない。俺は世界を革命するために生きてきた。今は間違いなくそう言える」


    　俺の言葉に恒こう太たも追従する。


    「当然だ。部下の莉音がいくら騒ごうが、上じよう司したる俺を降ろすことなどできるはずがない。組織体系が崩ほう壊かいしてしまう。むしろ俺が、莉音にクビを宣告してもいいくらいだ」


    「私も莉音から離れない。だっていっつも莉音は、本当に行き詰まったときにやってきて、私を助けてくれたから……」


    「莉音部長に助けてもらえなかったら、私も学校を辞めなくちゃならなかったかもしれないんです。こうやって部活で皆さんと会えたのも、学校がとっても楽しくなったのも、ぜんぶ莉音部長のおかげなんだって思います」


    「じゃあ、全員の意見が一致ということでいいな？」


    　俺が確認すると、皆はためらう様子もなく、深くうなずいた。


    「きっと莉音の気持ちは揺れている。だから今こそ、俺たちは後戻りしたりしないんだってことを宣言できればいいと思うんだ」


    「どういう宣言をすればいいかしら？」


    「それを、皆で考えたい。どうすればいいか案はあるか？」


    　恒太が髪をサラリとかき上げ、自信満々に意見を述べ始める。


    「盛大に花火でも打ち上げるか。世界革命を誓ちかい合う記念としてな」


    「そりゃ盛大かもしれないが、どんな意味があるんだ。どんな風に繫つながるんだよ」


    「ならば、ホワイトハウスに大砲を撃ち込む」


    「それもう革命始まってるだろ……」


    「航空機をジャックして海に突っ込む」


    「無駄死にだっつーの……」


    　うんざりしたように恒こう太たは頭を振る。


    「フッ、すべて頭から否定か……。ガンコな巳み継つぐには俺の遠大な戦略戦術を理解する知性がないようだ……」


    「言ってろ。莉り音おんに、俺たちが後戻りしない決意を示すだけなのに、派手派手しい演出してどうすんだよ」


    「はぁ……恒太にまともな意見を期待するのは間違ってるわね……」


    　沙さ織おりは大きなため息をついた。


    「はい！」


    　柚ゆずさんが小学生のように手を挙あげた。


    　俺たちが注目すると、柚さんが笑顔で案を言う。


    「みんなで部室に集まって、ギャラクシードリンクで乾杯すればいいと思うんです。そうすれば、一緒に革命を誓ちかい合えると思うんです」


    　椅い子すから腰を浮かせた恒太は、目を見開く。


    「なん……だと……!?　た、たしかに景気づけにはいいかもしれんが……め、名めい誉よの戦死者が出るやもしれんぞ……。革命前にジュースが原因で戦死するわけには……」


    「恒太はテレビショッピングで、『大丈夫だ、命に別状はない』って言ってたじゃないか……。だ、だからきっと大丈夫だろ……」


    「巳継と沙織なら大丈夫だ……。しかし俺のハートは繊細にできているのだよ……大任は二人に委ゆだねたい……」


    「チキンだな」


    「俺はチキンでいい。高こう邁まいなるチキンの王だ。英雄の道は巳継に譲ゆずろう」


    　普段から「俺こそが英雄だ」と断言している恒太が、今回ばかりはあっさりと英雄を俺に譲り渡してきた。なんというチキンっぷりだろうか。だがここで恒太に乗せられるわけにはいかない。


    「実は俺もチキンなんだ。恒太には想像もできないくらいの、ものすごいチキンなんだぜ。夏の暑い日には表に出ないほどのチキンなんだぞ？」


    「甘いな。俺のチキンっぷりを巳継は目撃したことなどあるまい。俺は夜トイレに行くとき、通り道すべてに全力で照明を点つけるほどのチキンな男なのだよ」


    「しょせん恒太はそんなレベルか。俺なんか、レベル10で倒せるボスなのに、レベル12まで上げちまうほどのチキンなのさ」


    　自慢げに俺は言った。


    　恒こう太たはクワッと目を見開き、傲ごう然ぜんと言い放つ。


    「笑しよう止し！　我われこそはチキンのなかのスーパーチキン。宇宙最弱のチキン王──春かす日が恒太なるぞ。この俺の逃げ腰っぷりに敵かなうものなどひとりもおらん！」


    「ちょっと！　なに言ってるのよ二人とも！　巳み継つぐも恒太も、話がすり替わってるわよ」


    　バンッとテーブルを叩たたいた沙さ織おりが、俺と恒太に厳しい視線を向けた。


    　正気に戻った俺は素直に謝あやまる。


    「たしかに……すまん……」


    「そう言う小娘には案があるのか？」


    「そうね……ちょっと待って……考えてるから……」


    「おりおりに一％でも期待した俺が間違っていたようだ……」


    「待ちなさいって言ったでしょ！　……だったら、こういうのは？　もう一度、みんなで久々に猿さる島しまに行ってみない？」


    「……猿島に、もう一度？」


    「私たち、あそこで新しい国を建ち上げるんでしょ。だったら、実地調査してみることも必要よ。そこで、莉り音おんの前でみんなで誓ちかいを立てればいいと思うの。私たちは絶対絶対、最後まで一緒なんだって」


    「それ、とっても素敵だって思います！　皆さんと一緒に猿島に行って、莉音部長の前で私の想いを伝えたいです！　沙織さんに大賛成したいって思います！」


    「いいじゃないか。猿島にはいずれ行かなくちゃいけない。莉音を誘って事前調査として上陸し、そこで俺たちの想いを表明しよう」


    「ほう……おりおりにしては、なかなか優れた意見を言うじゃないか。たまには褒ほめてやることとしよう」


    　俺は皆に確認するように言う。


    「じゃあ全会一致で沙織の案に賛成ってことで、いいかな？」


    「はい！」


    　柚ゆずさんはすぐさま同意したが、しかし恒太には煮え切らないところがあるらしい。


    「今しばし待て。沙織の案は悪くない。それは認めよう。だが……それだけでは何かが足りんと思わないか？」


    「何かって、何よ？」


    「想いを伝えること……なるほど、それは重要だ。しかしそれは単なるコミュニケーションの手段にすぎん。俺たちの堅い決意を証明するには足りんのだ……」


    「じゃあどうすれば証明できるって言うの？」


    　沙織は訊きいた。


    「春日恒太の燦さん然ぜんと煌きらめくパッションを莉音に見せつけてやることができればいいのだが……それを示す何かが……」


    　なんとなく、俺には恒こう太たの言わんとしていることがわかるような気がした。考えながら、俺は話していく。


    「……建国や革命ってそもそも何だ？　俺たちは何気なく会話してるけど、実はこの世で一番重いことじゃないか。毛もう沢たく東とうも言ってたろう、革命とは暴動にほかならないって。ジリヤも言ってた、俺たちはテロリストなんだって。革命家なんて、現行の世界体制から見れば、最大級の犯罪者に違いない。だから建国に参加すれば、俺たちは二度と家に戻れなくなるかもしれないんだ。だってそうだろう？　世界革命だぜ？　この前、莉り音おんが沙さ織おりを降ろそうとしたのだって、それが気にかかっているからだ。当たり前と言えば当たり前かもしれないが、俺たちはもう一度、このタイミングで、そのことに真剣に向き合ってみる必要があるんじゃないか？　それが恒太の言うような、何よりも強い決意の証明になるはずだ」


    「……」


    　恒太は押し黙った。


    「……」


    　沙織も言葉をなくしたようだった。


    「えっと……」


    　柚ゆずさんは何か口にしようとしていたが、もぞもぞとして、うつむいてしまった。


    「だから俺は、莉音が悩むのは当然だと思う。最後の最後はひとりでぜんぶ背負い込んでしまおうって、莉音は決めてるに違いないんだ。だから莉音は、俺たちを降ろす口実やタイミングをうかがっていたんじゃないかと思う」


    　俺はテーブルに身を乗り出し、真剣に続ける。


    「俺たちはよく知っているはずだ、それが莉音の優しさなんだってな。本当はか弱いくせに、使命感で心を支えて、強いように見せかけているだけなんだよ」


    「……巳み継つぐは、どうするか決めているのか？」


    　ぼそりと、恒太は確認してきた。


    「俺の答えはとっくに決まってるさ。知ってるだろう、恒太なら」


    「うむ。誰よりも知っているぞ」


    「恒太はどうするんだ？」


    「フッ、何を今さら。知ってるだろう、巳継なら」


    「ああ、よく知ってるな」


    　俺とそんな言葉を交わした恒太は、沙織と柚さんを見やって言う。


    「莉音じゃないが、やはり娘どもは降りろ。あとは俺たちに任せておけ」


    「な、なんで恒太が私たちのことを勝手に決めてるのよ……」


    「私は頑張ろうって思います……」


    　咄とつ嗟さに俺は口をはさむ。


    「恒こう太た、そういう言い方は良くない。普通なら、この流れで降りるとは言い出しづらいものだろう」


    「ぬう……巳み継つぐも言うようになったものだな……」


    「本当に、沙さ織おりと柚ゆずさんはじっくり向き合ってみた方がいい。だって家族に二度と会えなくなるかもしれないんだぞ？　俺たちが生まれ育った地元にも、一生戻ることができなくなるかもしれないんだぞ？」


    「でも私はもう決めていることで──」


    　沙織の言葉を、すぐに俺は制する。


    「待った。この場での即答はなしだ。冷静な判断を下せる状況ではないからな」


    　そう言って、俺は考えを巡めぐらせる。


    「こうしよう。一晩ゆっくり考えて、建国と世界革命に参加すると決めたなら、明日の同じ時間に、地元の旧部室まで来て欲しい。そしてそれぞれの家族に、別れを伝えに行こう」


    「よかろう。名案だ」


    　恒太はすぐに賛意を示した。


    「……わかった」


    「……わかりました」


    　沙織と柚さんも、同意してくれたようだ。


    「考えた末に、来なければ来ないで構わない。参加しないことになれば、莉り音おんの言うとおり、革命部の資産を等分に分けて引退してもらう。ここで引退すれば世界トップレベルの大金持ちは確定しているし、生しよう涯がい、自由気ままな生活をしていくことができるだろう。きっと万人が望んでも得られない天国のような暮らしができる。莉音は俺たちに、そんな人生を残してくれようとしているんだ」


    　俺は沙織と柚さんに切々と訴うつたえる。


    「少なくとも莉音は、沙織と柚さんにはそういう生活をしてもらうことを望んでると思う。とても大事なことだ。冷静になって、自分の人生がどうあるべきか、今晩じっくり考えてみて欲しい」


    「……」


    「……」


    　二人は何も応えなかった。


    「さあ、今日はそれぞれの仕事に戻ろう。そして明日、また会うかもしれないし、会わないかもしれない。どんな形になっても、バブル景気が破裂するまで俺たちは一緒だ。最後まで楽しくやろうじゃないか」


    　全員、うなずいた。


    「以上、解散だ」


    　俺の掛け声を合図に、皆は立ち上がり、それぞれの仕事に戻っていった。さまざまな想いが駆け巡めぐっているのだろう、誰もそれ以上は口を開くことをしなかった。
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    　時刻は深夜になろうとしている。


    　革命部オフィスに残っているのは俺と沙さ織おりの二人だけ。柚ゆずさんはホテルに帰っている。恒こう太たは頭とう取どり室にまだいるかもしれないし、ホテルかもしれない。


    　ずっと沙織は何か言いたそうだったが、あえて俺は話しかけることはしなかった。できるだけ俺の影響を受けずに、明日の重要な決断を、自分の意志で下してもらいたかったからだ。ここで優しい言葉をかけると、沙織は情に流されてしまう。


    　今日の仕事は済ませたので、俺は立ち上がった。


    「沙織。明日は朝一から兜かぶと町ちように行く用事があるから、俺はそろそろホテルに戻って寝ることにするよ。まだ残ってるか？」


    　すると沙織は泣きそうな顔をした。俺が手を差し伸べてやることを一心に期待するような、それでいてどこか絶望的な表情で、俺をじっと見つめている。そんな沙織の様子に、黙って去ろうとした俺の決断は粉々に打ち砕かれてしまった。だが、どうすればいいと言うのだろうか。


    「沙織、俺には答えを出してやれない。相談に乗ってやりたいところだけど……今回だけは、自分で考えてみてくれないか」


    「私は、一日でも巳み継つぐと離れたくない……。それに巳継と同じくらい、莉り音おんも、恒太も、柚さんも大事に思ってるよ。だから私はみんなと一緒にいたいの」


    「みんなと一緒にいたいというだけで決めていいことじゃない。この先で俺たちがやることは、地球を巻き込んで戦争をおっぱじめるようなものなんだぞ。世界と真っ正面から向き合うのは、青春ドラマみたいなものじゃないんだ」


    　沙織も立ち上がり、俺と向き合ってくる。


    「ううん、今はもうそれだけじゃない。莉音のおかげで今まで知らなかったことをたくさん知って……こんなすごいことに私が参加できていて……世界を変えていくことに感動してる自分もいるの……」


    「沙織もこの出来事に、間違いなく参加したんだ。どこにいようと、沙織は永遠に俺たちのメンバーだ。どちらの決断をしたとしても、俺たちの絆きずなは変わらない」


    「巳継は、莉音や恒太と同じで……私に降りて欲しいと思ってるの……？」


    「……本心では思ってる」


    　俺の言葉に、みるみる沙織の顔がゆがむ。期待に反する言葉をかけてしまったのだ。しかし噓うそはつけない。


    「……ずるいよ巳み継つぐ……私はもう決めていたのに、そんな言い方するなんて。大好きな人からそんな風に言われたら、私、どうしたらいいか……」


    「それくらい重要な分岐点なんだ。命、家族、夢、信条、理想、自分の未来──そんな何もかもに関わる重要な決断なんだ。今回ばかりは、沙さ織おりが自分で決めて欲しい」


    「どうして……どうして一緒に行こうって言ってくれないの？」


    「それは……」


    　そこで俺は口をつぐんだ。


    「……何も、答えてくれないのね」


    　沙織は目に涙を溜ためていた。


    「……すまん、沙織……」


    　そう言って、俺は沙織から視線を逸そらした。


    　重要な分岐点に立ったとき、いつも俺は沙織に手を差し伸べてきた。こうして沙織を突き放したのは初めてのことだ。ましてや、こんな断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきみたいな場所で、俺は沙織の手を振り払ったのだ。沙織のショックは察するに余りある。


    　沙織は荷物を摑つかみ取り、エレベータに向けて駆けていった。


    　オフィスに独りぼっちになった俺は、もう一度、自分の席に腰かけた。
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    　沙さ織おりを泣かせてしまった。でも沙織には、できるだけ情を取り払って決断を下してもらいたかったのだ。
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    　その日、沙織とは顔を合わせることがなかった。俺は朝からずっと社外でのアポイントに追い回されていたからだ。沙織も運送業者がコンテナをタンカーに搬はん入にゆうする作業を監督しているので、日中はオフィスにいないはずだった。


    　夕方、俺は時間より三〇分早く旧部室にたどり着いた。旧部室は時代に取り残されたボロ家のまま、何も変わらぬ佇たたずまいだ。


    　懐かしい学校の前。往き来する生徒の波が、もう完全に他ひ人と事ごとになっている。ほんの少し前まで、俺もあの波に混じっていたのに、ずいぶん変われば変わるものだと、俺は独り苦笑した。


    　部室は開いていた。リビングには灯あかりが点ついている。


    　ギシギシと音を立てる廊下を行くと、すでに恒こう太たと柚ゆずさんが待っていた。


    　二人は声をかけてくる。


    「遅かったな。てっきり来ないのかと思ったぞ」


    「待ってました、巳み継つぐくん」


    「柚さん、来てたのか」


    　俺は柚さんの姿を見て、いささか驚いた。柚さんは元気そうだ。


    「はい！　私の大切な部活なんです。皆さんと一緒に革命しなくちゃって思ってます」


    「でも、万が一の場合は家族と離れ離れになってしまう可能性だってあるんだよ？」


    　柚さんがどこまで事態を理解しているのか不安に思い、俺は確かめてみた。


    「革命って、そういうことだと思うんです。それでも私たちがやらなくちゃって思います」


    「安心しろ巳継。俺も巳継が来る前に、三〇分ほど柚に問い詰めたところだ。今、巳継が考えているような杞き憂ゆうはひとつもない。柚はよくわかっているぞ」


    「そうか……そうだよな……仮にも柚さんの知能は第一級だ。ごめんね柚さん、試ためすようなことを言って」


    　素直に俺は、わざわざ確認したことを謝あやまった。ここに来ている相手に、今さら問とい質ただすなど無ぶ粋すいなことだ。


    「一生懸けん命めい頑張ろうって思います。お姉ちゃんも、お父さんもお母さんもきっと、わかってくれるって信じているんです」


    　それから俺たちは、時間まで雑談をしながらただ待った。建国や革命のことには、あえて誰も一言も触れようとしなかった。


    　待ち合わせ時間の一六時。時計の針が一分を過ぎたころ、恒太が時計を見やり、意味深に口にする。


    「時間だな」


    「さて、最後に、家族に挨あい拶さつしてくるか。やれやれ、いろんな仕事をしてきたけれど、最高に気が重い仕事だな」


    　ため息交まじりに、俺はゆっくりと腰を上げた。


    　柚ゆずさんは不思議そうに声を上げる。


    「沙さ織おりさんを待たなくていいんですか？」


    「ああ、いいんだ。きっと沙織は来ない」


    　俺たちはうなずき合って席を立った。家に戻らなくてはならない。父さんと母さんは、どんな顔をするだろうか。


    　リビングを出ようとしたとき……ガラガラと玄関の扉が開き、誰かが入ってきた。


    　老ろう朽きゆうした廊下の音を響かせて、リビングにやってきたのは沙織だった。


    　俺は呆ぼう然ぜんとして口にする。


    「沙織……来たのか……」


    「ほう……」


    　恒こう太たも意外そうだった。


    「お待ちしていました、沙織さん！」


    　柚さんの顔が華やいだ。


    「待たせちゃった。少し遅れてごめんね」


    　それからしばらく、俺たちはお互いを見つめ合った。


    　……。


    　…………。


    　………………。


    　誰も口を開かない。妙な間だ。


    　俺も恒太も、やってきた沙織に問とい質ただすようなことはしなかったし、沙織の方も俺たちに何も言わなかった。


    　やっと恒太が口を開く。


    「いつまでもここで突っ立っていても始まらん。行くぞ」


    「じゃあ二二時。駅前に集合ってことでいいな？」


    　俺が言うと、皆は一様にうなずいた。


    　そして俺たちは、それ以上の言葉を交わすこともなく、旧部室をあとにした。
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    　俺は久しぶりに自宅の玄関をくぐった。父さんと母さんには昨晩、「大事な話がある」と連絡してあった。


    　日本にいるときはほぼ毎日、オフィスの隣のホテルに宿泊しているので、片道一時間以上かかる家に戻ってくる機会はなくなっている。ここまで帰宅するには、オフィスから新幹線で名な古ご屋やに行くのと同じくらいの時間がかかるのだ。遠すぎる。最初のころは、土、日にたまに着替えを取りに戻ってくることもあったが、今では衣類が足りなくなれば、すべて近場の店で購入して済ませてしまっていた。


    　だから本当に、父さんと母さんに顔を合わせる機会がめっきり減ってしまっていたのである。そんな折、昨晩深夜、俺が深刻に話を持ちかけたものだから、父さんは仕事を半日休むことにしたらしい。


    　久しぶりに俺は、居間で両親と向かい合っていた。


    　少しはにかんだ様子で、父さんが口にする。


    「こうしてゆっくり話すのは久しぶりだ」


    「ああ、本当に」


    　しみじみと俺は応じた。


    　父さんは一かず馬まおじさんと兄弟だけに、かなり似ている。だが醸かもし出す雰ふん囲い気きは、一馬おじさんが独特の危険さを漂わせているのと対照的に、健全な生き方を象徴しているようにも見えた。


    「高校に通学もせずどうなることかと思っていたが……巳み継つぐはもう、俺なんて太た刀ち打うちできないビジネスマンだからな。社会で出会えば、手の届かない雲の上の存在だよ」


    　冗じよう談だんとも本気ともつかず、父さんは言った。


    　母さんも続く。


    「私が知ってる巳継とは、なんだか別人みたい。嬉うれしいような寂しいような、そんな気持ちよ」


    「口うるさく言わないでくれた父さんと母さんには感謝してる。だいぶ自由にしてもらった」


    　本心から俺は言った。二人に一番感謝しなくてはいけないことがあるとしたら、俺の薄氷を踏むような生き方を許容してくれたことだろう。


    「アレコレ言うのは一馬だけでコリゴリしてるからな」


    「それに、莉り音おんや沙さ織おりちゃんがついているから安心できたの」


    　母さんの言うとおり、思い返せば俺の指導役は、いつも莉音が引き受けてきた。俺にとって莉音は、偉大な従姉いとこであると同時に、母親のようなものかもしれない。


    「まぁ、莉音は芯しんが通っているし、沙織はしっかりしてるからな。俺自身も、あの二人といれば安心だって思えるよ」


    「一馬とはときどき会っているんだろう？　あいつは元気なのか？」


    「元気にしてる。そう言えば、父さんに金を返せないでいることを謝あやまって欲しいと頼まれた」


    「いいよそんなもの。どうせサラリーマンの安月給で援助できる程度の金だ」


    「俺も似たようなことを言ったんだけどさ。それでも謝っておいてくれって」


    「そんな端はした金がねを気にしてるなんてアイツらしくもない」


    「金の問題じゃないんじゃないか。もっといろいろと、通しておかなくちゃいけない筋があるんだろう」


    　何気なく俺が言うと、父さんは不意を喰くらったような表情で見つめてくる。


    「……つくづく思うよ。人間を成長させるのは年齢でも学校でもなく、環境なんだなぁ……。今では一かず馬まの言っていたことがわかる。巳み継つぐに対して、俺が父親面づらする資格なんてなさそうだ」


    「どうしたんだよ急に」


    「それだけ立派になってくれたってことだ。年齢なんて関係ない。巳継はもう誰よりも見事な大人だよ。なぁ母さん」


    「本当に、そうね。私たちがびっくりしちゃうくらいよ。年齢だけ重ねても、巳継より子供みたいな人の方が世の中にはずっと多いからね」


    　父さんと母さんのやり取りに、俺は渋じゆう面めんをつくってうなずく。


    「ああ……正直なところ、父さんと母さんの戸と惑まどいは理解できるよ。少し前まで、自分がいかに子供だったかが今ではよくわかる。どれほど視野が狭かったのか、目先のことしか考えてなかったのか、どれほど無知で中途半はん端ぱだったのか、思い返せば恥ずかしくなるほどだ。そんな俺に長いこと接していたから、突然人が変わったように見えてしまうかもしれない」


    「そういう風に、客観的に自分を分析することが学生にはできないものだ。いいや、母さんの言うとおり、大人になってもな」


    「でもお母さんにはね、巳継は根本的には何も変わってないってこともわかるのよ。ちょっと無茶ばかりするところとか、辛つらいときも平気な顔で振る舞うところとか……やっぱり巳継は巳継なのよ」


    「……沙さ織おりにも同じようなことを言われたな。それはきっと、父さんや母さんや、それから莉り音おんに育ててもらえたからじゃないか。とくに莉音には振り回されてばかりだったけど、それはぜんぶ俺のためだったんだって、今になってやっと気づけた」


    「莉音はできすぎた子だ。一馬が自分の人生をなげうって、全ぜん身しん全ぜん霊れいを込めて育て上げた子だからな」


    　腕を組んだ父さんは、しみじみと言った。


    「莉音がいなかったら、俺は間違いなく有う象ぞう無む象ぞうの人生を歩んでいたはずだ。それがつまらないことすらわからない、そんな人生。莉音には、感謝してもしたりない」


    　俺の言葉に、父さんはわずかにうつむく。


    「耳が痛いな……。父さんの人生も、つまらない人生のひとつだ」


    「ご、ごめん……父さんを否定するつもりはない……。だけど俺の正直な言葉なんだ……。気を悪くさせるつもりはなかった……」


    「いや、いいんだ。巳み継つぐの言うことは尤もつともだからな……。俺は力がなかったから、そういう生き方をするしかない」


    　俺は父さんの言葉を否定してやろうとしたが、できなかった。「父さんは大企業に勤めている」とか、「もうすぐ役員も見えてくるだろう」とか、どうでもいい世辞を言って何になろう。父さんも、率直に俺と向き合っている。上うわ辺べを取り繕つくろうような言葉で、その場を濁にごすべきじゃない。


    　ふと父さんは顔を上げ、俺を見つめてきた。


    「だが、こんな俺にでも誇るべきことがある。巳継と莉り音おんを家族に持てたことだ。そのことが、何よりも俺の人生を価値あるものにしてくれたと思う」


    　母さんも嬉うれしそうに続く。


    「本当。私たちは誰よりも幸せ者よ。こんなに素敵な息子と娘を持てたんですもの。他の人は、どんなに望んだって手に入らないわよね」


    　父さんと母さんの言葉に、つい俺は涙るい腺せんがゆるんだ。


    　しかしここで泣くわけにはいかない。どうしても、伝えておかなくてはならない本題があるのだ。


    　俺は居ずまいを正し、息を大きく吐き出して腹に力を込めた。父さんと母さんをしっかりと見み据すえ、口にしていく。


    「それでさ……今日こうしてゆっくり時間を取ってもらったのは、大切な話があったからなんだ。俺たち家族の今後にとって、とても重大な……」


    「なんだ？　遠慮なく話してみなさい」


    「他言は無用にして欲しい。もし現時点で他言されると、俺たちに命の危険がある。だから、どうか内緒にして欲しいんだ。約束してもらえるか？」


    「……命？」


    　父さんは意表を衝つかれたようだった。


    　しかし俺の真剣な様子を見て取ったのか、すぐに表情を引き締め直してうなずく。


    「そうだな……巳継は今、そういう高みにいるのだろう。わかった。約束する」


    「母さんは？」


    「約束するわ。だから話してちょうだい」


    　母さんはキッパリと言った。


    「俺たちがどうして革命部を立ち上げたのか、まずはそのことを知って欲しい──」


    　それから俺はゆっくりと、時間をかけて、今までやってきたことのすべてを両親に話して聞かせた。できるかぎり何もかもをだ。


    　今まで革命部がのし上がるために経験してきた血を吐くような困難や命の危機は、二人はまったく知らない。世間一般の人が持つ認識とあまり違わないのだ。俺たちが成功した点と点だけを見ていたにすぎない。だから俺は、その点と点を繫つないできた線を、急がずゆっくりと語って聞かせた。


    　父さんは目を見開き、母さんは息を呑のんで拳こぶしを握りしめ、一言も口をはさまずに聞き入っていた。


    　最後まで伝え終えても、二人は沈黙したままだった。当然かもしれない。俺はメチャクチャな事実を伝えたのだ。こんな途方もない話、父さんと母さんにどう応じろと言うのだろうか。


    　俺は二人が十分に状況を消化するのを待とうと、どちらかが話すのを待った。


    　しばらくして、父さんが辛つらそうな表情で口を開く。


    「率直に言う。俺には理解できない」


    「そうか……そうだろうな……。わかるよ。よくわかる」


    「……いや……理解できないことがたぶん、巳み継つぐの言う『つまらないことすらわからない、そんな人生』なのだろうな……。俺は一かず馬まの考えも理解してやれなかった。巳継、理解できないことを許して欲しい……俺は一馬とは違う。普通の男なんだ……」


    「いいさ。父さんの考えは当然だよ」


    「しかしこんな俺でも、これだけはわかるぞ。俺よりも、巳継や莉り音おんの方が、遥はるかに多くのことを経験してきたし、困難に立ち向かってきたし、人間として優れているのだとな」


    　父さんの口調には真剣味がこもっていた。


    「『人間として優れている』というのは言い過ぎだよ。危険なことも、非常識なこともやってきた。優れているかどうか、その判断は後世の歴史に委ゆだねるしかない」


    「……巳継は、俺には遠く及ばない男になったんだな」


    　そう言う父さんの表情は、とても哀しそうだった。


    　母さんも戸と惑まどいながら言う。


    「母さんには話がついていけない部分が多かったわ。巳継や莉音がすごいことばかりやってきたんだなぁって思ったけど……」


    「いいんだよ、それで。話についてこれないのは当たり前だから」


    「それで……これからどうなるの？」


    　母親としての動物的嗅きゆう覚かくなのだろうか、母さんの顔は怯おびえているように俺には見えた。


    　俺は用意していたセリフを、決死の思いで口にする。


    「もしかしたら、もう二度と、この家には戻ってこれないかもしれない」


    「……」


    　父さんは押し黙った。


    「噓うそ、でしょう？」


    　母さんは血相を変えた。


    　俺は言葉を絞り出す。


    「本当なんだ、母さん」


    「本当？　本当なの、巳み継つぐ？」


    　俺は応える代わりに、深くうなずいた。


    　するとその瞬間……母さんは両手で顔を被おおい、ワッと泣き出した。母さんの顔がゆがみ、涙が[image: ]あふれるのが、まるでスローモーションのように見えるのが不思議だった。俺は、自分の両手が震ふるえているのを知覚した。


    　父さんが、母さんの背中に手をやってなだめてくれる。しかし母さんが嗚お咽えつし、しゃくり上げる声は止まらない。


    　俺は唇をかみながら、黙って見ていることしかできなかった。心をえぐり取られるような苦痛。


    　今まで経験してきたどんな困難よりも、母さんに目の前で泣かれることは辛つらく苦しいことだった。


    「母さん、ごめんな……。だけど頼む……わかってくれ……」


    　一いち途ずに俺は訴うつたえたが、母さんは涙にくれたまま、何も答えてくれなかった。


    　代わりに父さんが、母さんの背中をさすりながら訊きいてくる。


    「命を落とすなんてことはないんだろ？」


    　わずかに逡しゆん巡じゆんし、俺はできるだけ正直なことを口にする。
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    「……わからない」


    「バ、バカな……。そんな話に、『はい、そうですか』なんて言えるか」


    「話しただろう？　ここまで這はい上がるために、何度も命のやり取りを繰り返してきたんだ。今回だけは安全だなんて、父さんと母さんにそんな噓うそをつけるわけがない」


    「どうしてそんなことをしなくちゃならんのだ!?」


    　父さんの声は悲ひ愴そう感に満ちていた。


    　懸けん命めいに、俺は思いの丈たけを訴うつたえる。


    「それが俺の人生だからだ。俺たちは世界の神秘のベールに手をかけることができた。ここで引き返せば、生しよう涯がい、後悔に苛さいなまれることになるだろう。俺は、この道を最後まで進みたい。たとえ、命を懸かけてもだ。俺は断言できる、これは命を懸ける価値があることなんだって」


    「……巳み継つぐ……」


    　父さんは言葉をなくしたようだった。


    　俺は、泣きじゃくる母さんを向いて言葉をかける。


    「母さん」


    　母さんは顔を手で被おおったままだった。


    　俺はもう一度呼びかける。


    「母さん」


    「ほら、母さん……」


    　父さんが、母さんの両肩に置いた手を優しく揺さぶり、声をかけてくれた。


    　すると母さんはしゃくり上げつつも、顔を上げてくれた。母さんの顔は涙でくしゃくしゃだ。こんなに泣いた母さんを見たのは初めてだった。


    　俺は話しかける代わりに、サッと席を立った。そして一歩、後ろに下がる。


    　唐とう突とつに俺が立ち上がったことに、父さんと母さんは意表を衝つかれてか、ただ呆ぼう然ぜんと、俺を見上げているだけだ。


    　その場で俺は、静かに両りよう膝ひざをついた。跪ひざまずいた俺は、息を止める二人を見上げる。


    「不ふ肖しようの息子で本当に申し訳ない。だけど俺は最高に幸せだ。生まれ変わっても何度だって、今回と同じ人生を歩みたい」


    　俺は腹に力を込め、決然と口にする。


    「心底から言える。父さん、母さん……産んでくれてありがとうございました！」


    　そして俺は両手をつき、静かに頭を床に打ち付けた。


    　俺が土ど下げ座ざをするのは生涯でただ一度──今回だけだ。


    　ゆっくり俺が頭を上げると、父さんも母さんも、はばかることなく泣いていた。


    　ふと気づけば、俺自身も涙を流していた。いつの間に泣いていたのだろうか。自分でも気づかなかったほど、[image: ]あふれる涙は自然なものに思えた。


    　立ち上がった俺に、父さんと母さんが縋すがり付いてきた。それから俺たちは三人で、抱き合いながら声を上げて泣き続けた。
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    　約束した二二時より一五分前。


    　俺は駅にたどり着いた。まだ沙さ織おりも恒こう太たも柚ゆずさんもいないようだ。


    　この時間になると駅前は行き交う人も少なく、ひっそりしている。およそ一五分間かん隔かくで電車が着いた直後に、ポツリポツリとサラリーマンが駅から吐き出されてくるが、それ以外は寂しいものだ。


    　手持ち無ぶ沙さ汰たで、俺はただ待った。


    　時刻は約束の一〇分前。


    　もしかしたら誰も来ないかもしれなかった。それならそれでいい。とくに沙織と柚さんは、思い直してくれるのを、俺は心のどこかで期待している部分もあった。


    　五分前。


    　ストレートの髪をはためかせ、沙織が静かに歩いてくるのが見えた。その表情には迷いはもはや見られず、サッパリしたものに見えた。沙織は選択したのだ。


    　すぐに俺を認めた沙織は、傍そばまでやってきた。


    「巳み継つぐ」


    「沙織」


    　俺たちはすぐ近くで呼びかけ合い、はにかんだ。


    「昨日はゴメンね、巳継を困らせちゃって……。巳継は私のことを考えてくれたのに……」


    　沙織の声はハッキリしたものだったが、目は赤く充血していた。


    「いいんだ。またこうして沙織と仲直りできて嬉うれしいよ」


    「巳継が嫌いやがっても、絶対ついていくからね。絶対なんだから」


    　そして沙織はロータリーを見回し、首をかしげる。


    「恒太と柚さん、まだ来てないのね」


    「そうみたいだ。もうすぐ時間だけど」


    「来ないかもしれないわね」


    「ああ」


    　それ以上、俺たちは言葉を交わさず、待ち続けた。


    　時間ちょうど。


    　ふと、女の子がすすり泣く声が聞こえてきた。


    　──柚さんの声だ！


    　声のする方向を探すと、柚ゆずさんらしき人影が見えた。俺と沙さ織おりは同時に走り出す。


    「柚さん！」


    　沙織が叫び、柚さんに両手を伸ばした。


    「沙織さぁん……」


    　柚さんは沙織に抱きつき、はばかることなく声を上げて泣いた。沙織は柚さんを抱ほう擁ようしながら、優しく頭を撫なでている。


    「よく来たね、柚さん」


    「柚さん……大丈夫だからね……柚さん……」


    　そしてしばらく、俺たちは優しい言葉をかけ、柚さんを慰なぐさめ続けた。


    　沙織の腕のなか柚さんが泣きやんだころ、ロータリーの時計は二二時一〇分になろうとしていた。


    　意外なことに、脱落者は恒こう太ただった。予想外の結果だが、それもまた恒太の人生だ。


    「行くか。タクシーで会社まで戻ろう」


    「そうね。柚さん、いい？」


    「はい……沙織さん……」


    　沙織も柚さんも、恒太のことは口にしなかった。


    　今にも崩れ落ちそうな柚さんの袖そでを優しく引いて、ロータリーに留とどまっているタクシーに声をかけ、俺たちは乗り込んだ。


    　俺が助手席。柚さんと、彼女を慰める役の沙織は後部座席だ。


    　運転手に俺が声をかける。


    「ちょっと遠いですが、大おお手て町まちまでお願いします。近辺に着きましたら案内しますんで」


    「わかりました」


    　ドアが閉まり、車が静かに走り出す。


    　その途端、タクシーの前に人影が立ちはだかった。


    　──恒太だ！


    　急ブレーキの音が駅前にこだまする。


    「あぶなッ!?　バカやろう！　なんてヤツだ！」


    　憤いきどおりかけた運転手に、すかさず俺が謝罪する。


    「す、すみません、彼も同乗者でした。乗せてもらっていいですか？」


    　後部座席のドアが開き、恒太が乗り込んできた。


    「恒太！」


    「恒太くん！」


    　沙織と柚さんがほぼ同時に驚きの声を上げた。


    「この俺を置いて、どこへ行こうというのかね？」


    「ったく……待ったんだぞ」


    　俺は後部座席を振り向いて声をかけた。


    　飛び出してきた恒こう太たに立腹していた運転手は、バックミラーで恒太の姿を見ると、目を見開く。


    「と、頭とう取どり!?　ほ、本物の頭取……？　噓うそ、でしょう……!?」


    「国際商業銀行頭取──偉大なる春かす日が恒太だ」


    　恒太はソファにふんぞり返り、いつものごとく応じた。


    「まさか……あのすごい頭取が……!?」


    　運転手は動転し、まごまごと口にした。恒太の代わりに、助手席の俺が応じる。


    「そうです。すみません、ちょっと仕事でこっちまで来てまして。急いでください」


    「は、はい！　頭取のような方を乗せるなんて光栄です！　よろしければ、サインを頂いただいてもよいでしょうか……？」


    「よかろう。どこにすればいい？」


    「も、もうどこでも結構です。ドアガラスでも、ソファでも、本当にどこでもいいですから！」


    　運転手は慌あわてた様子で俺の前のグローブボックスから油性マジックを取り出し、緊張に震ふるえる手つきで恒太へ手渡した。恒太はガラスにスラスラと自分の名前を記載する。


    「ありがとうございます！　娘にも自慢できます！　そのサインは一生残しますんで！」


    　運転手の感激ぶりは尋じん常じようじゃなかった。


    　そしてすぐ、タクシーは再び走り出す。


    　尊大に腕を組んだ恒太が俺たちに声をかけてくる。


    「早くも三人揃っていたとはな。指揮官として心強い限りだぞ」


    「恒太、両目が真っ赤よ？」


    　沙さ織おりの言葉に俺も振り返ってみると、たしかに恒太の両目は、沙織や柚ゆずさん以上に充血していた。


    　俺はおどけて口にする。


    「ホントだ。珍しいこともあるもんだな」


    　恒太は慌てて腕で顔を被おおい、目を隠そうと必死になる。


    「なっ!?　違うぞ、これは違う！　ギガスが両目に発現しかけているのだ。片目だけでもコントロールは至難だというに、両目とは困ったものだ……」


    「あはは。強がっちゃって。柚さんみたいに泣いていいのよ」


    「バカな！　こ、この俺が……泣くなどと……。おのれ小娘……フッ、英雄という存在は、悲ひ涙るいの感情が欠落しているものなのだ。それをおりおりは知らないらしいな」


    　言葉遣づかいは高慢なのに、恒太は半ばしどろもどろになっていた。両腕で顔を隠しながら得意がるのは、さすがに無理があると思う。


    「はいはい。いつでもハンカチ貸してあげるわ。柚ゆずさんみたいに慰なぐさめてはあげないけどね」


    　そう言う沙さ織おりの声は温かく、親身な感情がこもっていた。


    「みんな、聞いてくれ。明日には莉り音おんが東京に戻ってくる。さっそく莉音と話をしようじゃないか。莉音の悩みがあんまり深くならないうちにな」


    　俺が後部座席を振り向いて言うと、全員すぐに同意した。


    



    
      ◇

    


    



    　今日は快晴。陽光が海に明るく照らし出され、遊覧を楽しむなら絶好の日和ひよりだ。


    　俺たちは揃ってフェリーを降り立った。


    　沙織が莉音を誘い、猿さる島しまに調査にやってきたのだ。莉音も何か思うところがあるのだろうか、沙織の提案にすぐ乗ってきたのだった。


    　莉音と俺は、あの出張以来、まだ一度も口を利きいていなかった。莉音も話しかけてこないし、俺もあえて莉音に話しかけることはしなかった。それにフェリーでも莉音は、沙織や柚さんと一言二言交わしただけで、あまり積極的に会話をしようとしていなかった。


    　俺はチラチラと莉音の様子をうかがっていたが、やはりどこか余よ所そ余よ所そしい。皆もそれぞれ感じ取っているのか、莉音に気を遣つかっているようだった。


    　先頭を切って歩いていた恒こう太たが、俺たちに命じてくる。


    「革命が春かす日が恒太を呼んでいる。行くぞ者ども、この俺に続け！」


    「はい！　泉せん堂どう柚、行きます！」


    「えっらそうに……なんで恒太に続かなくちゃいけないのよ……」


    「またやってきたな。次に上陸するときは占領するときかと思ってたけど、普通にやってきちまった」


    「山頂へ向かうぞ。近い塹ざん壕ごうに司令部を設ける。革命の成功に必要なものはただひとつ──春日恒太の頭脳だけだ。故ゆえにこの俺の脳を死守する場所が必要となる」


    「あんたが最初に楯たてになりなさいよ。いっつも自分のことを英雄英雄って言ってるくせに。英雄ってそういうものじゃないの？」


    「おやおや、残念だ。沙織はまったくこの世界の理ことわりを理解していないらしいな。楯になるのは常に、扇せん動どうされた一般市民にほかならない。自分が英雄だと勘違いしてな。真の英雄は自分の命を天てん秤びんにかけたりはしない。表に出るのは、確実に勝てるときだけだ」


    「じゃあ私たちのなかで楯ができるのは恒太だけってことね。可哀かわい想そうだけど頑張って」


    「つまり楯の役目は沙織ということだ。喜べ、わずかでも英雄と思い込む瞬間を持てるのだ。沙織にとっては最大の出世と言えよう」


    「くぅぅ……いつもいつも口先だけは英雄なんだから……」


    　沙さ織おりは苦にが々にがしそうに唇をかみしめた。二人の喧けん嘩かは珍しくもないが、言葉だけの応おう酬しゆうでは、沙織が恒こう太たに勝つことは難しい。


    　二人の口喧嘩以外、俺たちの会話はあまり弾はずまなかった。莉り音おんの口数が少なかったし、俺たちも積極的に莉音に話をふることはなかったからだ。


    　先頭を進む恒太に付き従い、俺たちは島内を見学していった。


    　小さな島を上へ上へと登ると、やがて太平洋側を一望できる高台にたどり着いた。砲台跡があり、少し歩けば塹ざん壕ごうもある。


    　俺は一面を眺め回しながら言う。


    「いい場所じゃないか。ここなら太平洋上の艦船も見渡せるぞ」


    「うむ。総司令部はここに設ける。いざ決起となれば、俺のための中央司令室を設け、戦いに備えなければならんからな」


    「それにしても、やっぱ狭いわね。そんなにかからず一周できてしまうわ」


    　沙織の言葉に、今日珍しく莉音が応じる。


    「でも逆に大きな島だと、今度は守れなくなるからね。敵部隊が上陸してきても把は握あくしきれない。このくらいでちょうどいいのよ。何より、世界最大の人口を抱かかえる東京圏の目と鼻の先だから、核攻撃をされることがない」


    「そうなんだ……核で攻撃される可能性を最初から排除できるのね……。莉音もいろいろ考えてたんだ……」


    「もしこれが太平洋の無人島とか、鉄クズを浮かべただけの漂流島だったら、大おお事ごとになる前に、アメリカに核で島ごと消されちゃわないとも限らないからね。革命家としては、それって最悪のシナリオでしょ」


    　恒太が口をはさんでくる。


    「おっと、また莉音に先回りされてしまったな……。やれやれだ。いい加減、人の思念を読み取るギガスの力で、俺の考えを読み取るのはやめてもらいたい。作戦行動に支障が出るぞ」


    「今、歩きながら私、ギガスキャンセラーを発動していたんです。だから莉音部長はスキルの発動ができなかったと思います」


    　柚ゆずさんの言葉に、恒太は大おお仰ぎように後じさり、ヨロヨロと片かた膝ひざをつく。


    「な……なん……だと……!?」


    「あはは、ギガスが有名無実だってことがバレちゃうわよ。どうするの、恒太？」


    　ここぞとばかりに沙織はからかった。


    　左眼を押さえた恒太の手は震ふるえ、深刻な様子でつぶやく。


    「……ついに莉音は、ギガスの力さえ上回る極ギガスを手にしてしまったと言うのか？　しかも原型モデルになった俺よりも早く？　そんなバカなことが……」


    「そうくるのか……新設定を追加し放題だと何でもできちまうな」


    「本当に恒こう太たってバカで羨うらやましいわ……」


    　俺と沙さ織おりは呆あきれて顔を見合わせた。


    　それから俺たちは、どこに要よう塞さいがあり、どこが平坦で兵器を設置しやすいか検討して回っていった。艦船の甲かん板ぱん上に配置できないミサイル発射台を持ち込めば、それで島内を埋うめつくすことになりそうだ。


    　猿さる島しまには一度来たことがあるが、以前は観光みたいなものである。まさか革命が現実のものになるなんて、当時は莉り音おん以外の誰も思っていなかったけれど、今回ばかりは俺たちも革命を自分のこととして島内をチェックしていった。


    　島内を周る間、莉音はずっと何か言いたそうだったが、あえて俺たちは問とい質たださなかった。莉音から話を持ち出すのを待つつもりだった。


    　一通りの散策を終え、新たに確認すべき場所もなく、俺たちはフェリー乗り場へと戻ることになった。


    　海に張り出すように突き出た遊歩道を、俺たちはゆっくりと歩く。もとより急ぐ必要もない。


    　ふと、先頭を歩いていた莉音は立ち止まって俺たちを振り返り、明るい表情を装いつつ口にする。


    「やっとここまで来たって感じよねー。もうすぐ建国にまでこぎ着けることができるのは、本当にみんなのおかげよ」


    「そうだな。短いようで長いような、おかしな気分だ」


    　今日初めて、俺は莉音の言葉に応じた。莉音がついに切り出してきたからだ。


    「早く革命したいですね。これからも頑張らなくちゃって思います」


    「莉音が引っ張ってくれたからだと思う。知らなかったことをいっぱい知って、もっといろんなことを知りたいって思うようになったわ」


    「すべての力の根源は俺にある。俺がいたからこそ成なし遂とげられたことなのだ。英雄たるこの俺は、明日の世界のための礎いしずえとなろうではないか」


    　そんな俺たちの答えに莉音は微笑ほほえんで、話を切り出してくる。


    「聞いて。革命部で築き上げた資産を五等分しましょう。神に等しい資産と言っても過言ではないわ。人生で望んだことのすべてができるはず。これは、みんなの正当な報ほう酬しゆうよ」


    「今さら俺たちは、数百兆の報酬なんて望んじゃいないよ。そんな端はした金がねなんてどうでもよくなるくらいのものを、すでに俺たちは手に入れた。そしてこれから、もっと大きくて、もっと果てしないシロモノを手にするんだ。なぁみんな、そうだろう？」


    　俺は皆を振り返って言った。


    「そうよ莉音、ここからが私たちの本番なんでしょう？」


    「春かす日が恒太は手に入れる。未来のすべてをだ」


    「私たちの国を創るのが部活の方針なんです。これからだって思います」


    　全員が深くうなずいた。


    「ううん、みんな、ちょっと待って。極地にたどり着いた興奮を前にして、あまり冷静な判断ができないんだと思う。ここでもう一度、考え直して欲しいの」


    　莉り音おんは俺たちひとりひとりの顔を確かめ、切々と続けていく。


    「私たちは今、間違いなく世界の頂点の一角に立っている。普通の人が一〇〇万年かかっても為なしえない高みにたどり着いた。みんなは成なし遂とげたのよ。常識的に考えれば、ここがゴールと言ってもいい」


    「俺たちはそんなにお上品な常識人だったか？　違うだろう。この先には、まだ道が続いている」


    　そう俺が応じると、莉音は悩ましそうな表情を浮かべる。


    「この先に行けば、二度と後戻りができなくなるわ。築き上げてきたものを捨て去ることになる」


    「だが俺たちの目標はそこにあった。この欺ぎ瞞まんに満ちたクソみたいな世界を根こそぎ叩たたきつぶしてやる。すべてを懸かけるだけの価値があることだ」


    「そうだとも。頭の悪い愚ぐ民みんどもを根絶やしにし、未来に責任を持てる者たちで新しい世界を創り上げるのだ。この俺をエースにしてな」


    　根絶やすとか、言葉の内容はどうかと思うが……ともかく恒こう太たは真剣に言い切っていた。


    　沙さ織おりも続く。


    「築いてきた資産や名めい誉よなんて、そんなに大事なものだとは思わないわね。私たちが経験してきた出来事の方が、ずっとずっと重要だったと思う。これから起こる大事件は、もっと貴重な体験になるって確信できるわ」


    「沙織さんの言うとおりなんです。お金なんて、莉音部長や沙織さんや、巳み継つぐくんや恒太くんと一緒にやってきたことに比べれば、なんの価値もないんです。これからもずっと、皆さんと一緒にいたいんです」


    「もう少しよく考えてみて。現代社会での革命行為は、メディアを通してあっという間に全世界に伝わってしまう。ましてや建国なんてしたら、とんでもないことになるのよ。家に戻ることもできなくなる。二度と家族に会えなくなるかもしれないの」


    　莉音はわずかに逡しゆん巡じゆんし、一心に訴うつたえ続ける。


    「ここまで登り詰めるのは、私ひとりの力では成し遂げられないことだった。みんながいたからこそ、このゴールまでたどり着けたのよ。ここが終着点。そうでしょう？　みんなが一緒にやってくれたこと、心から、心の底から感謝してる。ここからは私ひとりでも大丈夫だから。革命部は、ここで解散しましょう」


    　すかさず俺たちは口々に応じる。


    「悪いが莉音、その提案には乗れないな」


    「全力で却きやつ下かだ。もっと勉強してから提案したまえ」


    「私も断固拒否するわ」


    「お受けできないって思います」


    　まるで事前に用意してあったかのような俺たちの素早い回答に、莉り音おんは啞あ然ぜんとしたようだ。


    　俺は一歩進み出る。


    「と、いうわけだ。そんな話は撤回してもらおう」


    「でも私たちはゴールにたどり着いたのよ？」


    「まだ世界革命が残ってる。一番大事な仕事じゃないか」


    「でもね、革命にまで参加すれば、お父さんやお母さんにも会うことができなくなるかもしれないのよ。あとは私が始める革命を世界の片隅で見ていて欲しいの。どうしてもこれは──」


    「待ってくれ。わかってる、わかってるよ莉音。俺たちは莉音の言いたいことが、ぜーんぶわかってる。それに莉音は、大一番を前にすると、いつも身内のことを第一に考えて弱気になっちまうってこともな」


    「それを俺が命名したのだ。ツン弱だと。真の英雄は、仲間の被害に苛さいなまれてはならない。心で涙しつつも、決然として前へ進まねばならないときがある」


    「お願い、これだけは聞いてもらうわ。みんなは十二分に、建国にも革命にも貢こう献けんしてくれたの。これから私が単独でやることだって、みんなが今までいてくれたからなのよ。私たちが一緒に成なし遂とげたことに変わりはない。私たちが全員で成し遂げた成果なの。だからみんなは家で待っていて」


    「不可能だ。もう手遅れなのさ。俺たちは決めてきたんだからな」


    　そして俺たちは、口々に語り始めた。どのような決断をして、家族に別れを告げてきたのかを──。


    　莉音は慄りつ然ぜんとして聞いていた。完全に予想外のことだったらしく、目を見開き、身体を固めて俺たちの話に聞き入っていた。


    　俺たちが話し終えると、莉音は口元を押さえてわななく。


    「……どうして……？　どうしてそんなことしたの……？」


    「決まっているだろう。革命は莉音だけのものじゃない。俺たち全員のものだ」


    「そうだとも。世界革命の主役は春かす日が恒こう太たが引き受ける。英雄はどんな場所にいても光り輝く。この俺の煌きらめきを止めることはできない」


    「今日、私たちが猿さる島しまに莉音を誘ったのも、そのことを告げるためよ。私たち自身が選択して、何もかもを済ませてきたの」


    「お父さんもお母さんも、お姉ちゃんも、どんなことがあっても私を信じてくれるって言いました。莉音部長になら、私のことを任せられるって言ってくれたんです。私は莉音部長と一緒に、皆さんと一緒に、世界を変えてみたいんです」


    「……」


    　莉り音おんは凝ぎよう固こし、絶句した。


    　構わず恒こう太たが言い放つ。


    「心から言える。俺の人生は最高だった。そして最後の最後まで、最強にして至高に決まっているのだ。たとえ莉音とて、俺の人生に口出しすることは許さんぞ」


    「私も言える。こんな人生とんでもないと思うけど、それでもやっぱり何度でも同じように生きていきたい。私は世界の……ううん、人生の秘密を知った気がする。だって何も知らないまま生きるなんて二度とできないもの」


    　そう言う沙さ織おりに、恒太は少し驚いたようだ。


    「ほう……沙織はいつの間にかクラスチェンジしていたらしいな……。愚ぐ民みんどもは価値のない人生に、さもそれが貴とうといものだと思い込むようまじないをかけ自分を安心させ続けないと、生きていくことすらままならない。だがそんなものはまやかしだ。メッキはすぐに剝はがれ落ちる。しかし、ほかならぬ俺たちには、ここに立つ意味があった。この人生には至上の価値がある。俺たちの存在はとてつもないのだ」


    　柚ゆずさんも勇いさんで続く。


    「私も言えます。莉音部長に出会えて、巳み継つぐくん、沙織さん、恒太くんに出会えて、とってもとっても嬉うれしいです。たったそれだけで、生しよう涯がいで一番大切なものを手にしたんじゃないかって思うんです」


    「俺も言おう。俺は世界で一番の幸せ者だった。今までの血の滲にじむような苦労が、ぜんぶ幸せに変わっちまったみたいなんだ。不思議なこともあるものだ」


    　そう言う俺の言葉を、恒太が全力で否定してくる。


    「いや違うな。俺こそがナンバーワンの幸せ者だ。究極にして無む双そう……それは春かす日が恒太だけが手にできる栄えい冠かんだ」


    「違うわね。きっと私が世界一幸せだと思うわ」


    　沙織も恒太の言葉を否定した。


    「だったら、きっとみんな同じくらい世界で一番幸せなんだって思います。やっぱりみんな一緒なんです」


    　柚さんは懸けん命めいな様子で、俺たちに訴うつたえた。


    　俺たちのやり取りを黙って聞いていた莉音は、何か言いたげに口を動かす。


    「……」


    　だが、言葉が出てこないようだった。


    　莉音の目は涙でいっぱいになっていて、[image: ]あふれる雫しずくが一筋頰ほおを伝わり落ちた。莉音は涙を流していることに気づいていないかもしれない。


    　俺たちは、揃って莉音に向き直る。


    「莉り音おんには礼を言わなくちゃならない。俺たちが今こうしてあるのは莉音のおかげだ。どんな障害でも突破していける。どんな困難でも乗り越えていける。どうやって戦い、どうやって勝てばいいのか、その方法も知ることができた。その力は、すべて莉音が教えてくれたものだ。ありがとう」


    「ありがとう、莉音。これからもずっと一緒よ」


    「褒ほめてやろう。莉音は最高の腹心だった」


    「ありがとうございます、莉音部長！」


    　すると莉音は腰が抜けたようにヒザを折り、へなへなとその場に尻しり餅もちをついてしまった。


    「だから莉音、ここで解散なんて言わないで。ひとりで背負い込む必要なんてないからね。私たちがついてるから」


    　言いながら沙さ織おりはしゃがみ込み、地面に両りよう膝ひざをついて、莉音を静かに引き寄せた。


    　沙織の胸に顔を沈めた莉音は、何か喋しやべろうとしていたが、言葉にならないようだった。そして珍しく弱々しい声を上げ、沙織の胸ですすり泣いた。


    　俺たちは莉音が泣きやむまで、その様子を静かに眺めていた。


    　潮しお風かぜが気持ちいい。陽光が海に反射してキラキラと輝き、何の変へん哲てつもない海と島なのに、これ以上ないくらい美しい光景だと俺には思えた。莉音が嗚お咽えつする声だけが聞こえる。誰も言葉を交わさず、ただ俺たちは待ち続けた。


    　やがて莉音が泣きやんだころ、沙織が優しく声をかける。


    「莉音、立てる？」


    　莉音はコクリとうなずき、沙織に支えられながらヨロヨロと立ち上がった。目を真っ赤にしていて、未いまだにまともに言葉が出せないほど胸が一杯になっているようだ。


    　恒こう太たが意味深に柚ゆずさんを振り向く。


    「柚。用意はしてきたな？」


    「はい！　バッチリなんです！」


    　柚さんは嬉き々きとしてリュックから水筒と紙コップを取り出した。決意を込めて全員で飲み交わそうと、事前に用意してきたものである。


    　いそいそと柚さんが紙コップを回し、俺たちは受け取っていく。莉音も震ふるえる手つきでそれを受け取った。


    　柚さんが水筒を注ぐ。なみなみと注がれた黄土色の液体は、実に危険極まりないシロモノだ。この液体は、柚さんが選定したジュースのなかでも最高傑けつ作さくのひとつ──ギャラクシードリンクである。


    「ど、同志諸君、決意のほどはいいな？」


    　そう言う恒太の声も、カップを持つ手も震えていた。


    「お、ＯＫだ。このくらい乗り越えないとな……」


    　心なしか、俺の声も震えてしまう。


    「わ、私も……大丈夫よ……」


    「はい！　準備できましたぁ！」


    「莉り音おんも、いいか？」


    　俺が確認すると、莉音はコクリとうなずいた。


    「乾杯の合図は、偉大なる春かす日が恒こう太たが取り仕切る」


    　言いながら恒太は、グイと前へ進み出る。


    「行くぞ。腹に力を込めろ。命を懸かけて飲み切れよ。この煉れん獄ごくの先に、輝く未来が待っている。では諸君、革命の成功を祈って……乾杯！」


    　俺たちは一気にカップを呷あおった。


    　喉のどに異変を感じたが、決意を込めて液体を流し込み続けた。


    　意識が朦もう朧ろうとしてくる。皆はこの不条理に耐えきっているのだろうか。周りの情景が霞かすみ、どうなっているかわからない。目には涙が[image: ]あふれ出す。


    「ひゃっはああああああああああ！」


    　恒太が絶叫する声が聞こえたような気がした。何もかもがわからない。


    　ほぼ飲み干したと思われたその瞬間──俺はガクリとヒザを落とし、意識は漆しつ黒こくの闇やみのなかへと立ち消えた。

  


  [image: ]



  
    　……。


    　…………。


    　………………。


    　……………………。


    　俺が意識を取り戻すと、沙さ織おりがひざまくらをしてくれていて、莉り音おんがすぐ傍そばで俺をのぞきこんでいた。その後ろで柚ゆずさんは心配そうに俺を見やり、恒こう太たは立ったまま得意げに腕を組み、こちらを見下ろしていた。


    　莉音は微笑して、声をかけてくる。


    「おはよう、巳み継つぐ」


    「気絶してたのか、俺」


    「やっとお目覚めか……。これで巳継が最も軟弱者であることが証明されたな。俺の方が強い」


    「恒太だってつい今起きたばかりでしょ！」


    「皆さんが急にお昼寝しちゃったので、びっくりしちゃいました」


    「全員、倒れてた？」


    　俺が確認すると、柚さんはうなずく。


    「はい、私以外、皆さんです。きっといっぱい悩んで、考えて、お疲れだったんだって思います」


    「みんな最後まで飲み干したみたい。さあ、起きて。はい」


    　莉音が手を差し伸べてきてくれたので、その手を取り、俺は起き上がった。


    　俺と莉音は顔を見合わせて、微笑ほほえんだ。少し恥ずかしそうに莉音ははにかみ、立ち上がった俺を見上げてくる。俺はただ黙ってうなずいてみせた。


    　言葉にせずともわかる。俺たちは仲直りしたのだ。


    　俺は皆を見回して口にする。


    「生きてたな。まだまだ戦えってことらしい。嬉うれしい限りだ」


    「巳継には部下としてしっかり働いてもらうぞ。やってもらうことは山ほどあるのだからな」


    「なんで巳継が、あんたの部下になんなくちゃいけないのよ……」


    「結局、私たちのなかじゃ柚ちゃんが最強だったってことよね」


    　莉音は微笑み、すぐに俺が応じる。


    「そんなの、初めからわかってたよ。柚さんは最強だ」


    「俺の次にな」


    　恒太はどうしても自分が一番でなくてはならないらしい。


    「褒ほめて下さると、もっと頑張らなくちゃって思います！」


    「そろそろフェリーの時間よ。乗り遅れないように戻りましょ」


    　腕時計に視線を落とした沙織が言った。


    　それから俺たちは他愛たわいない話をしながら、波止場へ向かった。建国や革命については、もう誰も触れようとしなかった。俺たちは言葉にせずともわかっている。お互いのことも、これから始まる大事件のことも。


    　その日は夜まで、まるで普通の高校の部活動みたいに、和わ気き藹あい々あいとした会話を交わして過ごしたのだった。


    　部費六〇七〇兆二四〇〇億円、借しやつ金きん五九四〇兆三五〇〇億円也なり。

  



  
     第四章　世界大恐慌


    



    　猿さる島しまで革命を誓ちかい合った数日後──。


    　その日、上昇を続けていたＫＫネクスト市し場じようが下げ落らくに転じた。


    　キッカケはちょっとしたこと──Ｓ＆Ｐケース・シラー住宅価格指数の発表が発ほつ端たんだ。不動産価格が上昇の最中だと世間は思い込んでいたのに、アメリカ大都市の一部の住宅地で、地価が下がったことが公表されたのである。


    　それは、数多くある指標のほんのひとつに過ぎなかったし、そこまで重要なものでもなかった。他の指標は軒のき並なみ好調を示していたからだ。


    　当然ながら、不動産関連株が売られた。統計に呼応して関連業種の株価が下がるのは珍しい光景ではない。通常なら、限定的で一時的な売りに留とどまるはずだった。住宅地価が下落したといえど、暴落が始まったわけでもなかったためである。


    　しかしなぜか今回は売りの流れが止まらず、下げ相場は建設業、電力会社、自動車会社の株などに波及し、売りが売りを呼んでいった。


    　理由は不明だ。もとより明確な理由などない株価の動きで市場は満ちあふれている。ただ、バブルの真まっ直ただ中なかと言っていいほど市し場じようが過熱していて、もともとの値段がどの企業も高すぎた。売りが売りを呼ぶ環境は整っていたと言えよう。


    　ＫＫネクスト市場は二四時間営業ということもあり、サーキットブレーカー制度（値幅制限や取引中断によって、相場の安定化のために発動する措そ置ち）を設けてはいない。そのため、時間が経つほどに加速度を増して下げ落らく。その余波で、ニューヨーク証券取引所を始めとして、世界中の市場が下げ一色に染まった。


    　パニック相場は二一時を過ぎたころには一息ついたが、わずか一日の下げ幅は二〇・七％にも到達。火曜日だったこともあり、マスコミはその日を『ブラックチューズデー』と命名した。


    



    
      ◇

    


    



    　ブラックチューズデーから一時間が経過した翌日。時間は深夜一時。


    　各方面で建国準備に取りかかっていた俺たちは、国際商業銀行八階の会議室に緊急で集まった。


    　恒こう太たはほくそ笑む。


    「ククク……ついに来たか……。この俺が数千年の永きにわたり待ち望んだ大暴落が……」


    「永すぎるだろ……。だけど下げ相場は収まってきてる。これが革命の狼煙のろしになるかどうか、今はまだわからないぞ」


    　俺は冷静に指摘した。


    　ＫＫネクストは今も市場が開いている。昨日の日中から夜半にかけて狼狽売りが続いたが、今はだいぶ落ち着いてきていた。値を戻す銘めい柄がらも見られ、市場には「値下がりは一時的な調整にすぎない」という見方も根強い。これから再び市場が上昇に転じる可能性もあった。


    「でも、たった一日で二〇％もＫＫネクストは暴落したんでしょ。その影響でニューヨークやロンドンも大打撃を被こうむってる。これだけ大きな損失なのに、また戻す可能性はあるの？」


    　沙さ織おりの疑問に俺が答える。


    「一日で最大の暴落を記録したのが、一九八七年のブラックマンデーだ。たった一日で二二・六二％も暴落してる。このときも、決定的な理由はなかった。たしかに二〇・七％は大暴落だけど、ブラックマンデーを超えてはいない。加えて、少なくとも今は暴落が収まってる。まだ市況がどっちに向かうか、予断を許さない状況なんだよ」


    「多くの投資家は、上昇基調のときにさんざん儲もうけた記憶が忘れられないのよ。ＫＫネクストが今後も上昇することを疑っていない投資家は数多い。だから下げの力は今のところ限定的ね。これから発表される指標や、巷ちまたの[image: ]うわさによって、さらなる暴落スパイラルを演じるかもしれないし、元に戻ってしまう可能性もある」


    　莉音も俺と同意見のようだ。


    「今回の暴落は何が原因なんだろうな？　考えられるのはアメリカの住宅統計くらいだが……正直、そこまで影響があるデータだとは思えない」


    「もしかするとスタインバーグやハストンあたりの国際金きん融ゆう資本が協調して仕掛けた動きかもしれない。論理的な説明ができるとしたら、そのくらいかしら」


    「可能性としてはありうるなぁ」


    　俺は腕を組んでうなずいた。あくまで数あま多たある可能性のひとつだが、他には確固とした理由を見いだせるわけでもない。


    　沙さ織おりは首をかしげる。


    「ローザさんたちが本気で動いているのなら、このまま大暴落が続くんじゃない？」


    「ううん、わからない。レバレッジで膨ふくれ上がってる世界中の投資家の資金量を合算すれば、資本家側を上回るからね。投資家たちの心にダメージを与えられなければ、巨大な相場は作れないの」


    　そう言って莉り音おんは俺たちを見回し、ゆっくりと説明を続けていく。


    「私たちは原油売りのときに、世界中の投資家を敵に回してボロボロになったでしょう。アレなんかは、原油安へ投資家心理を誘導することがもともと不可能だったから、ガチンコで戦わざるを得なくて、結果的に大損害になったケースよ。逆に、通貨ルーブルとＲＴＳは投資家心理を簡単に操あやつることができたから、私たちが煽あおり立てるだけでどんどん暴落局面に入っていったわけ。だからね、仮に本当にローザたちが暴落を演出したとすれば、それは暴落自体によるダメージを望んだわけじゃない。わずか一日に売りを集中させることによって、投資家心理に絶望というダメージを与えようとしたのよ」


    「そして世界中の投資家たちの方は、まだまだこの先も好況が続くと信じたがっている。だから簡単に暴落には乗らず、手持ちの株を握りしめたままなんだ」


    　俺も相づちを打った。


    「ブラックチューズデーによって投資家たちは疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいりかけているけれど、まだ自分たちの株を損切りしてまで投げ売ろうとはしていない。ローザたちのもう一押し二押しがあるか、それとも投資家たちの祈りが勝つか……注視しておかないといけない状況ってことよ」


    「ほう……まさに俺が言わんとしていたことをすべて代弁してくれたな。莉音と巳み継つぐに思考を読まれるのも、小娘に説明する面倒から解放されると思えば悪くない」


    　ニヤリと笑みを浮かべて恒こう太たは言った。


    「俺まで恒太の思考を読んでることになってんのかよ……」


    「もっといいのだぞ、俺の思考を読んで。とほうもない宇宙的大戦略を、俺のために代弁するがいい」


    　そう言って、恒太は柚ゆずさんに注意を促す。


    「柚、今はギガスキャンセラーを控えておけ。俺の無限大の思考を解放してやる」


    「わかりましたぁ。恒こう太たくんの命令がなければ、発動を控えようって思います」


    「いっそのこと私たちが売り浴びせて、暴落させちゃうのもアリじゃない？　それだけの資金力もあるでしょう？」


    　沙さ織おりの質問に莉り音おんが首を振る。


    「たしかに私たちが暴落を引き起こすのは、タイミングを好きなときに合わせられるメリットはある。だけど、基本的に私たちとしては、できる限り当面の状態を引き延ばしたい。もともとはアメリカ中ちゆう枢すうから勧誘を受けたせいで、準備を急ぎに急いできたの。だけど本当は、もっと入念な準備をしたいところだった」


    「アテスミサイルはあればあるほどいいからな。一〇〇〇基くらいは宇宙に浮かべておきたいところだけど、今はまだ二七〇基。核弾頭を搭とう載さいしているものはたった九つだけだ。戦力として心もとないし、足りない分は地上の巡じゆん航こうミサイルで補わなくちゃいけない」


    「お金はいくらでもあるんだから、配備はいくらでも進められるんじゃない？」


    「いや、お金の問題じゃないよ。あれほどの精密兵器の製造は、多くの製造工程を経へなくちゃならない。関わる技術者を増やしたり、工場を拡張したりするのは、一いつ朝ちよう一いつ夕せきでやれることじゃない。お金は湯水のようにあっても、それ以外の部分がボトルネックになって生産が追いつかないんだ。これでも急がせてるんだけどさ」


    「そうなんだ……。いつでも戦う意志はあるけど、先延ばしにした方がベターということね」


    　またもや恒太が高慢に口をはさんでくる。


    「そういうことだ。沙織もようやく俺の深しん謀ぼう遠えん慮りよを把は握あくしたようだな。真の軍略とは、政治・経済・人心・科学力・軍事力……さまざまなことを重層的に把握して検討されねばならん。わずかでも俺に近づけるよう心することだ」


    「……。あんた、なにか教えてくれたっけ？」


    　恒太に構わず、俺は説明を続ける。


    「ブラックチューズデー自体はわりとどうでもいい。各メディアの報道も、まだ冷静な論調だ。一時的な調整局面だという姿勢は崩していない。だけど今回の問題の本質は、暴落によって、不良債さい権けんが一気に増えることだろう」


    　莉音が俺を指差す。


    「そうよ、そこ。国際商業銀行のレバレッジ商品を購入していた投資家たちはたくさんいて、彼らには莫ばく大だいな借しやつ金きんだけが残る。レバレッジが大きすぎるから、大半の人は破産するしかないでしょう。その回収ができなくなれば、国際商業銀行には不良債権が溜たまっちゃうわね」


    「国際商業銀行が破産しかねないわね」


    「ＫＫネクストが素早く暴落前まで値を戻せば、レバレッジ商品を購入していた投資家たちは救われる可能性はある。でも値を戻すのが遅ければ、全体の不良債権額は途方もない勢いで増えるということだ。国際商業銀行の営業を続けられるのか、それとも破裂するか、どちらに転ぶかわからない」


    「地球にとって、国際商業銀行は巨大な火薬庫だ。世界大戦の引き金になるほどのインパクトがある。この俺が地球規模なのだから仕方がない。仮に破は綻たんすれば、のちの歴史書に永遠に刻み残されるほどの大事件となるだろう」


    　沙さ織おりは意外そうに恒こう太たを眺めやる。


    「へぇ……案外あっさりしてるわね。あれだけ大事にしていた銀行なのに」


    「大事だと？　国際商業銀行には俺が命を吹き込んでやったのだ。春かす日が恒太さえ健在ならば、どのような大企業だろうが大銀行だろうが、望めばたちまち創出することができる。国際商業銀行は、俺が与えた使命を全まつとうしたのだ」


    「国際商業銀行は、私たちの革命の最大の礎いしずえになってくれたと思う。これも恒太のおかげよ」


    　莉り音おんは褒ほめそやした。


    「フッ、何を当たり前すぎることを……。この俺は、いついかなるときでも活躍してしまう。自分が望んですらいないときでも、つい大活躍してしまうのだ……。なんという全自動英雄マシン……」


    「莉音、あんまり恒太を褒めない方がいいわよ。すぐ調子に乗っちゃうからね」


    　俺は話を戻す。


    「いずれにしても、暴落によって引き起こされる不良債さい権けんの額がどれほどの規模になるか、今日の今日ですべてを把は握あくすることはできない。数日経ってみないとな。その間、ＫＫネクスト市況がどっちに向かうか、大方の結論も出ているだろう。戦いの決断はそのときだな」


    「そうね。もう深夜二時を過ぎてるし、今日は寝ましょう。そして明日から、しばらくＫＫネクストや他の市し場じようをリアルタイムで注視して、いつでも決起できる状態にしておくのがベストね」


    　莉音の言葉に俺たちはうなずき、明日のためにホテルへと戻った。


    



    
      ◇

    


    



    　ブラックチューズデー翌日の早朝。


    　ホテルで起きてすぐ、寝ね癖ぐせもそのままに、いの一番で俺はノートパソコンを立ち上げて市況をチェックした。


    　──思ったより戻してるな……。


    　革命に向けて慌あわただしく動くのはまだ先になりそうだったので、ひとまず俺はホッとした。


    　そして株価の推移や、投資家たちの動向をざっとチェックしていく。


    　値ね頃ごろ感がでてきた株を中心にして上昇し、昨日の底値より、六・五％も値を戻していた。


    　なかでも特異だったのは、恒太への期待の声が[image: ]あふれていたことだ。新聞をチェックすると、「春かす日が恒こう太たに率ひきいられたＫＫネクストならば、遠からず暴落の痛手を回復し、さらなる好景気へと世界を誘ってくれるだろう」という論調が主流を占めていた。世界人類は、春日恒太を信頼しているのだ。


    　それになにより、ＫＫネクストには膨ぼう大だいな数の人々が参加し、値段が高こう騰とうに次ぐ高騰を重ねていたころの記憶が鮮明に残っている。誰も値段が下がって欲しくはないのだ。


    　ＫＫネクストに呼応する形で、ロンドン、ニューヨーク、東京、香ホン港コンでも相場が上昇に転じ、早くも世界経済は一息ついた状況となっていた。


    



    　それから数日──。


    　揉もみ合う展開を見せながらも、徐々にＫＫネクスト相場は上昇を続け、市況は回復の兆きざしを見せ始めていた。市し場じようは平穏な状態に戻り、投資家たちの心理もブラックチューズデー前に戻ったようだ。


    　だがひとつだけ異変がある。ブラックチューズデーを境さかいにして、恒太が一切のテレビ中継に出ないようになっていたことだ。今までニュースなどに登場しない日はただの一日もなかった恒太には、極めて珍しい事態である。これは俺たち全員が、方向性が見えてくるまではと、そのように仕向けていたのだった。恒太の方も状況はよく理解しているらしく、頭とう取どり室と革命部オフィスを用もないのに行ったり来たりして、沙さ織おりと口くち喧げん嘩かを繰り返しつつ、日がな一日を過ごしていたのだった。


    



    
      ◇

    


    



    　国際商業銀行の関係部署から提出してもらったデータを抱かかえて、俺は会議室に入った。


    　すでに莉り音おん、沙織、恒太、柚ゆずさんは俺が来るのを待っていた。


    「待たせちまったな。さっそく始めよう」


    　俺が席に着くと、皆はねぎらいの言葉をかけてくれる。


    「おつかれ」


    「ごくろうさま、巳み継つぐ」


    「おつかれさまです、巳継くん」


    「待たされた。待たされすぎたのだよ。上じよ司うしより遅く会議に参加するとは、社会人として切せつ腹ぷくものだぞ？　巳継の介かい錯しやくは、剣豪たる俺がしてやろう。俺は剣道六〇段……かつては剣聖と呼ばれたこともある」


    　ため息交まじりに俺は応じる。


    「六〇段って……どんだけ果てしないんだよ……。仕方ないだろう。たった今、ブラックチューズデーの影響による不良債さい権けんの発生状況のデータが上がってきたところなんだからさ」


    「本当は恒こう太たの仕事でしょ！　あんたが何もしないから、その分だけ巳み継つぐがやってくれてるんじゃない！」


    　ドン、と沙さ織おりはテーブルに拳こぶしを打ち付けた。


    「俺には英雄としての重大な仕事がある。雑務を部下に任せて何が悪い」


    「くっ、くぅぅ……あんたのなかの組織はどうなってんのよ……」


    　俺は資料を全員に配布した。


    　莉り音おんと沙織と恒太は、すぐ資料のデータに目を走らせる。柚ゆずさんだけは、紙の枚数を数えたり、紙を折り曲げてみたりと、別の行動を取っていた。


    「思った以上に不良債さい権けんが拡大してるわね」


    　沙織は目を疑ったようだ。


    「そりゃ二〇％以上も下げたからな。最高値付近で摑つかんでる投資家は全滅だろう」


    「焦こげ付きはどんどん拡大してるわ。終わりのときが来たのかも……」


    「ククク……いよいよだ……。ついにこの俺の力が満天下を呑のみ込むときがきた……。愚ぐ民みんどもが俺の足下にひれ伏すときは近い……」


    　莉音が説明する。


    「ハイレバレッジ商品だけに、ほんのわずかな市況の悪化でも、たちまち不良債権化してしまう。投資家はいったん含み損を抱かかえちゃうと、返済が不可能になってくるわ」


    「その代わり、当たった時の利幅もでかい。国際商業銀行のレバレッジ商品を初期のころに購入していた投資家どもは、ほぼ全員がとてつもない利り益えきを手にしているぞ。こやつらは負けたのだよ」


    　恒太の言葉を俺が制する。


    「いや、その分析は正確じゃない。たしかに恒太の言うとおり、初期のころに購入した投資家は一時的に大きな資産を築いてる。だけどさ、彼らはそこで気を良くして、さらに危険なレバレッジ商品に儲もうけた金を投資しているんだ。だから最初のころの投資家も、一転して巨額の含み損を抱えている状況だよ」


    「相場に首を突っ込んだ人間ってのはね、一度とんでもない利益を得ちゃうと、成功体験によって思考がマヒして、辞め時の判断ができなくなるの。利益を得ると気分が乗っちゃって、次々と投資に回していくから、結局は破は綻たんの大波を回避できない。よほど石橋を叩たたいて渡る性格の持ち主じゃければ、最後は負けるのよ」


    　莉音が補足してくれた。


    「そういう慎しん重ちような性格も、何度か失敗を繰り返さないと身につかないだろう。大きなお金が目の前にぶら下がっていれば、未熟な人ほど、前のめりになって投資してしまうものだ」


    「そうね。どこの世界でも、失敗が人生の最大の糧かてだから。たとえ最後は負けたとしても、どんどんチャレンジしていかないと、自分に実力をつけることはできないってことね」


    「そういうことだ。初期のころの投資家も、ほとんどがブラックチューズデーの大波に呑のみ込まれたぞ。やつらも、いい経験になったろう」


    　そう言い張る恒こう太たを、沙さ織おりが鋭く睨にらみつける。


    「あんた、さっきと言ってることが違うじゃない……。主張をコロコロと変えて恥ずかしくないの？」


    「おやおや、沙織は何もわかっていない。俺はあえて真しん偽ぎ不明の情報を流し、莉り音おんと巳み継つぐに勉強させてやったのだよ。これこそ上官としての思い遣やりにほかならない」


    「いつもいつも、本当によく言うわよね……」


    「チャレンジだ。失敗を恐れずチャレンジし続けなくてはならない。チャレンジこそが未来を創るのだ。またもや莉音に思考を読まれてしまったらしいな……。俺が常々愚ぐ民みんどもを前に主張していたキャッチフレーズまで莉音に奪われてしまうとは……」


    「一度でいいから恒太の思考を読んでみたいわ」


    　ゴホン、と俺は咳せき払ばらいして、話を元に戻す。


    「とにかく、不良債さい権けんは拡大し続けてる。このまま返済不能な人が続出すると、レバレッジ商品を提供した国際商業銀行が負債分を肩代わりすることになる。国際商業銀行は決済が不可能になり、破裂するだろう。この勢いなら、今月末がＸデーになるかもしれない」


    「Ｘデーは、ほぼ確定と見ていいわね……」


    　莉音はつぶやいた。


    「あの、Ｘデーって何ですかぁ？」


    　柚ゆずさんが素すっ頓とん狂きような声を上げた。


    「世界に真の帝王が誕生する日のことだ。その日から地球は、偉大なる帝王によって統治されることになる」


    「ぜんっぜん違うから」


    　沙織は眉をひそめたが、恒太は気にする風もない。


    「もちろん帝王とは俺のことだ。異存はあるまい。世界はその日、永遠を獲得する」


    「そうなんですかぁ。なるほどです！」


    　永遠を獲得とか、柚さんには意味がわかったのだろうか……。恒太よりも、柚さんが謎である……。


    「革命部員諸君、この俺の下で革命に邁まい進しんできる幸運に全力で感謝するがいい。諸君らの統率は俺に任せておけ」


    「誰が誰を統率するって？」


    　憤ふん慨がいする沙織を落ち着かせようとしたのか、莉音が確認する。


    「沙織。運送業者に運び込ませた現物の総量、正確にわかる？」


    「えっと……今日までで金の備び蓄ちくが四万一〇〇〇トン……それから銀は五万トンね。宝石類はコンテナ六〇個分あるわ。宝石は、大きさも種類も品質もバラバラだから、まったく分類してないの」


    　世界にある金きん塊かいの一五％ほどが俺たちの手元にあるということだ。一般通念として認知されている一六万トンをベースに考えると、三〇％に近いほどの量。


    「仮によ、タンカーにミサイル攻撃を受けた場合、コンテナはどうなるかしらね？」


    「どうかしら……ミサイル攻撃なんて想定してないし……そうなってみないと実際はわからないわ」


    「コンテナ自体を金かプラチナで作ればよかったのだよ。そうすれば備び蓄ちくスペースにも大きな余よ裕ゆうができて、頑強なコンテナにすることも可能だ。……な、ん、だと……!?　とてつもない閃ひらめきではないか!?　天才だ……天才のみに許された着想……この啓けい示じはまさに、俺がＫＫネクストを編み出したパターンと一緒……」


    　ハッと天啓を受けたように恒こう太たは言った。


    「全然ダメだろそれじゃ。金銀財宝がここにありますって世間に宣伝してるようなものじゃねーか。そんなコンテナ、運送業者に安心して預けられるか？　かといって俺たち五人で隠しながらタンカーに運べるはずもない」


    「そうよね。国際商業銀行の地下金庫に保管していた現物は、私や行員の人たちが一緒にコンテナに詰めて、産業用機器として運送業者に任せていたの。わざわざそこまでした意味がないじゃない。ちょっと考えればわかりそうなものなのにね」


    「コンテナを黒くペンキで塗るなりすればよかろう。やはり俺は天才……」


    　意見を引っ込める気のない恒太に、沙さ織おりがさらに追い打ちをかける。


    「今度はペンキで塗ったり加工したりする業者の人がたくさん必要になっちゃうでしょ！　そうすると関わる人がどんどん増えて、私たちが不自然な動きをしてるってことがすぐに伝わっちゃう。コンテナなんてただの鉄の箱なんだから、そこまで気にするほどスペースを取ってるわけじゃないわ」


    「フッ、当然だな。コンテナを金で作る必要などない。奇抜な戦術を採ると墓ぼ穴けつを掘るぞ。軍略は、シンプルなほど良しとする。俺は諸君らに状況を確認してもらおうと、あえて型破りな方法を提言してみたのだよ。うむ、諸君らはよく把は握あくしているようだ。問題なし。この俺の上官としての思い遣やりを、おりおりも見み倣ならいたまえ」


    「……恒太と話してると頭がおかしくなりそう……」


    　沙織は苦にが々にがしく顔をしかめた。


    「そろそろＸデーなら、クラブＫを満載した船も東京湾付近に持ってきておかなきゃならないだろう。そっちはどうなってる？」


    　俺は莉り音おんに訊きいてみた。


    「タンカーや、民間商船に改装した揚よう陸りく艦かんの幾いくつかは、すでに千葉、神奈川付近の港湾に停泊させてる。クラブＫなら、どこからどう見ても商業用のコンテナを積んでるだけだからね。ジリヤの会社から派は遣けんされた搭とう乗じよう員いんが乗りっぱなしだから、いつでも稼か働どうできる状態よ。空母や、イスカンデルを積載中の揚よう陸りく艦かんはウラジオストークにあるから、Ｘデーに合わせて猿さる島しまの傍そばまで持ってくるように調整しておくから」


    「了解した。準備は万ばん端たん。気が引き締まるな」


    「革命は成功する。何もかも偉大なる春かす日が恒こう太たに任せておけ」


    「もうすぐなのね。今までやってきたことの集大成が、もうすぐ……」


    「遠足の前日みたいでとっても楽しみです。ワクワクするんです」


    　厳しい口調で恒太がクギを刺す。


    「おやつは三〇〇円までだぞ。注意しろ。それを超えたら、没ぼつ収しゆうだ。ちなみにギャラクシードリンクは、一缶一〇〇〇円だから禁止だぞ」


    「はい！　でも、皆さんになら没収されてもいいって思います！」


    　おやつはいくら持ってきてもらってもいいが、ドリンク類だけは持ってこないで欲しいと俺は心底から祈った。


    



    
      ◇

    


    



    　俺はホテルで深夜、ベッドに入る前に、ＫＫネクストを巡めぐる投資家たちの心理状態を探ってみようとテレビを点つけてみた。


    　幾いくつかのチャンネルを回すと、以前俺が買収しようと試こころみたこともあるＣＮＭで、ブラックチューズデー後の世界経済について討論する番組が放映されているところだった。ブラックチューズデーのインパクトが完全に去ったわけではないから、世界の経済界の注目が集まっている話題だ。


    「ブラックチューズデーにより、世界金きん融ゆうは予断を許さない局面を迎えることになりました。そこで本日は、金融業界の一線で活躍する三人の有識者をお呼びし、今後の市況についてお聞きします」


    　そして白人の司会者は、ゲストたちに視線を向ける。


    「ＫＫネクストでの暴落が発ほつ端たんとなり、世界中で株安が引き起こされました。未いまだに景気は冷や水を浴びせられた格好ですが、それでも割安感が出てきた銘めい柄がらを中心に、値を戻す動きも見られます。そこで今後の市し場じよう動向を、どのように分析しておられるか、ご意見をお願いできればと思います」


    　司会者の隣に座っていた経済評論家が、とうとうと論じる。


    「バイオや医療分野を中心に、再び上昇に転じる企業が多くなっています。世界の多くの指標は景気が良好であることを示しており、早い段階でブラックチューズデー以前の水準を回復するでしょう。ブラックチューズデーとは、あくまでマスコミが面白可お笑かしく命名した造語であって、通常の景気変動にはつきものの一時的な調整局面であろうと私は分析しています」


    「いや、それは早計ですよ。この暴落は一時的なものに終わらない」


    　口をはさんだのは、ハストン系の投資銀行家だ。手振りを交まじえ、彼は続ける。


    「ブラックチューズデーは、市し場じようの大きな歪ゆがみを正すインパクトある調整でした。いいですか、市場は歪んでいたのです。それは現在も変わらない。私の手元に上がってきているデータを検討すると、世界中の銀行で、債さい権けんが焦こげ付くケースが着実に増えている。いくらマスコミが口先だけの好景気を煽あおっても、現場では着実に変化が起きているんです」


    　それを受けて、ノーベル経済学賞を受賞し、世界的に極めて評価の高い経済学者が続く。


    「とくに、国際商業銀行が世界中で販売しているハイレバレッジ商品については、憂慮すべき点はありますね。あまりにリスクの高い商品が、世界中に拡散されすぎています。レバレッジで嵩かさましされたこの金きん融ゆう商品の総額は、一京けい円に及ぶのではないかとされており、ブラックチューズデーほどの景気変動があると、不良債権化は急激に進まざるを得ないでしょう」


    　我が意を得たりといった風に、投資銀行家はうなずく。


    「ええ、一京円に達しますね。これは少し考えるだけで、震ふるえが止まらないほどの額です。リーマンショック前に世界中に拡散していたサブプライムローンの総額を、遥はるかに上回る規模ですよ。もしもこれが弾はじけたら、どのような結末を迎えるか一いち目もく瞭りよう然ぜんでしょう？」


    　最初に口を開いた経済評論家が食い下がる。


    「ですが今回の暴落は、とくに理由もなく起きたんですよ？　そもそも、大した理由はないんです。株式市場では、このようなことがありえます。そして相場は、妥だ当とうな水準まで戻ってゆく。実際に今回のケースも暴落は一日しか続かず、全体的に市況が回復しつつあるんです」


    「理由がないことが怖い。理由があるのはまだ良い方です。これ以上は株を上げるのが困難な領域に入ったのだという市場の合図ですよ」


    　投資銀行家は、真っ向から対立意見を述べた。


    　司会者は経済学者に水を向ける。


    「お二方の意見は真っ向から対立しているようですね。教授は、どちらの意見に乗りますか？」


    「たしかに市場はバブル気味ではあるのですが、それが今回のタイミングで弾けることになるのかどうか、確信は持てません。もう一段高いバブルがないとは限らない。今後の不良債権の発生状況によって、どちらの方向にも振れ得ると考えます。お二人の意見は、たしかに食い違っていますが、それぞれ正しくもあるのです」


    　投資銀行家は身を乗り出して指摘を繰り返す。


    「国際商業銀行の焦げ付きは、半はん端ぱな額では済まなそうな気がしますよ。いずれにしろ、そこが明るみに出るのはもうすぐです」


    「ですがマーケットは、国際商業銀行の春かす日が頭とう取どりには強い信頼感を持っています。この信頼が揺るがない限り、マーケット離れが起きることは考えづらい」


    　経済評論家も譲ゆずらなかった。


    　咳せき払ばらいをして間をおき、経済学者は口にする。


    「これは奇妙なことになるのかどうかわかりませんが……ここ最近、春かす日が頭とう取どりが新規でテレビに出ることが急になくなってしまったのです。あれだけ毎日、マスコミを前に語っていた人物にしては珍しい。糸が切れたように、ぷっつりと登場しなくなりました。一見、他愛たわいないことに見えるのですが、こういうところに不自然さを感じますね」


    「テレビでは以前と変わらず見かけるような気がしますが……」


    　経済評論家は疑問を呈し、それに司会者が応じる。


    「録画放送ではないでしょうか。今回の暴落後はまだマスコミ前に登場しておらず、ブラックチューズデーについてのコメントは出していないようです」


    　投資銀行家は持っていたペンを忙せわしなくいじり、眉をひそめて言う。


    「私には兆候としか考えられませんよ。抱かかえる不良債さい権けん額に度ど肝ぎもを抜かし、さすがにいつものように飄ひよう々ひようと語ることに抵抗があるのではないでしょうかね？」


    「まだブラックチューズデーから数日ですよ？　一個の人間なのですから、骨休めしたいときもあれば、具合が悪いときもあるでしょう。むしろあれだけ精力的にマスメディアに登場し続けていたことの方が異常だったわけで……」


    　経済評論家は反対意見を押し通した。


    　それからケンケンガクガクの議論が続いた。


    　投資銀行家は「ＫＫネクストの将来像は暗い」という姿勢を崩さず、一方で経済評論家は「必ず市況は回復する」とＫＫネクストへの信頼感を持ち続けていた。経済学者は「どちらにも振れる」という立場である。


    　おそらくこの三人の声をミックスしたものが、正確な市し場じようの声であると俺には思えた。投資家たちは内心で戦々恐々とした思いを抱えつつも、まだまだ上がって欲しいと心の底から祈っているのだ。そして市場が上昇基調なら、自分だけ降りるのはバカをみるという恐怖にも怯おびえている。


    　上がることにも下がることにも恐怖感を抱きつつ、他の投資家たちを出し抜き、なんとか自分だけは賢かしこく振る舞おうと懸けん命めいに考え抜いている。だが、ピークを見極めて、全投資家が一いつ斉せいに降りることは決してできない。大半は逃げ遅れ、ババを摑つかむ役目を果たさざるを得なくなる。最初に降りてハシゴを外すのはいつでも、俺たちやスタインバーグのような大資本なのである。
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    　市場は、ブラックチューズデー以前の水準に戻りつつあった。負債を抱えて市場から撤退する投資家がいる一方、暴落によって割安感が出たおかげで、新しく参入してくる投資家たちもいたのである。


    　世間では今後の景気動向について議論百出していたが、今後も上昇を続けるという論調が大勢を占めていた。世界の、春かす日が恒こう太たに対する信頼はまだ揺らいでいないのだ。


    　一部の人は、恒太がまったくマスコミの前に顔を出さなくなっていることに警戒感を抱いていたが、世間の大多数の人々はあまり関心を払わなかった。ブラックチューズデー以前に収録されていたエンタメ番組を中心にして、未いまだに恒太がテレビには登場していたからである。


    　一方、水面下では着実に不良債さい権けんが積み上がり、国際商業銀行が行き詰まるのは時間の問題になりつつあった。
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    「不良債権額はついに、国際商業銀行が調達できる資金量をあっさりと超えてしまった。革命部から資金を投入すれば、わずかに延命することは可能だが、不良債権の急増ペースを見ると時間の問題だろう。だから資金手当はしない。今月の決済は不可能だ」


    　俺は、八階の会議室に集つどうメンバー全員を見渡しながら、これから世界に降りかかる大異変の予定を淡たん々たんと伝えた。


    　ちなみに、国際商業銀行の会計と、俺たちが革命部で溜ため込む金銀財宝の会計は別である。俺たちがインサイダーで稼かせぎ出す資金は、国際商業銀行のものではない。


    　第一、国際商業銀行はＫＫネクストに上じよう場じようしていて、今では外部の株主が四〇％近くいる。そんな他人の資本が入っている会社に、巨万の富とみの源泉を持たせるわけがない。


    　当然、インサイダーの資金は革命部のものであり、金銀財宝も革命部の所有である。金銀財宝を一時的に国際商業銀行の地下金庫に保管しているのは、革命部が金庫の一角を、正当なお金を出して借りているにすぎない。もちろん搬はん入にゆう・保管・運送の手伝いも、俺たちがよく顔を見知っていて信頼のおける行員が、国際商業銀行の貸金庫業務の一環として手伝ってくれる。


    「破は綻たんは確定ね。Ｘデーは今月末と決めましょう。その日から、国際商業銀行は一切の決済をしない」


    　そう言って、莉り音おんは口元を引き結んだ。


    「クククククク……愚ぐ民みんどもに天てん誅ちゆうを下す瞬間が、刻一刻と迫っている……。さんざん愚おろかなことばかりやってきた罰ばつを、天罰によって償つぐなってもらうとしよう」


    「恒太がいると、私たちがショッカーみたいな組織にしか見えないわ……」


    「フッ、世間が春日恒太をいくら非難しようが、そんなものはクソ喰らえ。カスどもの評価など痛くもかゆくもない。俺を批評できる資格があるのは宇宙創生の神だけだ。まぁその神とは、俺の転生前の姿でもあるのだが……」


    「あんたは神というより悪魔でしょ」


    「何を言う。夢を語るヤツこそが真の悪魔だ。誰でも成功できるとか、この本を読めば難しい知識が簡単に身につくとか、努力と根性でハッピーだとか、人類は唯ゆい一いつ無む二にの素晴らしい存在だとか──他人に薄っぺらい夢を見せて、厚こう顔がん無む恥ちにも金を稼かせごうとするヤツこそが真性の悪魔なのだ。故ゆえに、愚ぐ民みんどもに現実を見せつけてやる春かす日が恒こう太たは、愛の聖天使であると断言できる」


    「……あ、愛の聖天使……どっちかっていうと堕だ天てん使しじゃないかしら……」


    　沙さ織おりは開いた口がふさがらないようだった。


    　なぜか柚ゆずさんがはしゃぐ。


    「愛の聖天使さん……とっても素敵な愛称だって思います！」


    「その通り、俺にこそ相応ふさわしいキュートな異名だよ。悪魔どもを燃やし尽くせ。根絶やしにしろ。それが愛の聖天使──偉大なる春日恒太に課せられた崇すう高こうなる使命なのだ」


    「今日はいつにも増して饒じよう舌ぜつじゃないか。どうしたんだよ」


    　そう俺は訊きいてみた。


    「ついに待ちに待った瞬間が迫っているのだぞ？　この俺の手によって、人類が生まれ変わる約束された瞬間なのだよ。今こそ胸を焦こがすべきときだ。熱くなれ、もっとその身を熱く燃やすがいい！　俺と契けい約やくを交わして魔法少女になるのだ！」


    「なんだか私も燃えてきました！　もっと熱くなろうって思います！」


    　柚さんもスパークしてきたらしかった。


    　莉り音おんは冷静に口にする。


    「恒太の情熱はわかったけど、Ｘデーは現実問題、どうしましょうか？」


    「どうって、どういうこと？」


    　沙織が聞き返した。


    「Ｘデーは確定したとして、私たちがどういう行動を取っていこうかってこと。国際商業銀行でどういう対処をするかとか、猿さる島しまにいつ上陸するかとか……」


    「俺は、壮大な夜逃げみたいなイメージを持ってたんだが。国際商業銀行は放置しておくのがいいんじゃないか。そうすれば破は綻たんして大騒ぎになり、その機に乗じて俺たちは猿島で建国してしまうと。恰かつ好こうのチャンスになるはずだ」


    　俺は考えていたことを言うと、沙織もうなずく。


    「そうよね……破綻の宣言なんてできるわけもないし、やっぱり放置するしかなさそうね。それと行員の人たちには、十分な退職金に相当するようなボーナスを出しておいて……直前に報告するしかないと思うわ」


    「国際商業銀行の全世界にいる支店網の行員には、革命部から一人一〇億円を渡しておくわね。ＫＫネクストでうちが雇こ用ようしていた人にも同様。世界破綻の際にも、それだけあれば大きな足しになるでしょう」


    　莉り音おんに俺も同意する。


    「じゃあ決まりだな。数日中に行員や関係者にはもれなく一〇億円を臨時ボーナスとして渡しておき、あとは放置して成り行きに任せると。うん、それでいこう」


    「ダメだ。貴官らの提案をすべて却きやつ下かする」


    　唐とう突とつに、恒こう太たが傲ごう然ぜんと割って入ってきた。


    　沙さ織おりは眉をひそめる。


    「き、却下って……何のつもりなのよ？」


    「国際商業銀行のデフォルトを、マスコミどもを集め、この俺が大々的に発表してやろう」


    「わざわざ、発表するのか……？　してもしなくとも、結果は変わらないんだぞ……？」


    　俺は耳を疑った。


    「世紀の銀行王にして偉大なる頭とう取どり──春かす日が恒太としての筋論の問題だ」


    「これから危険なことがいっぱいあるのよ？　どうして建国に必要もないことで、そこまでしなくちゃいけないの？」


    　沙織は厳しい視線を恒太へ向けた。


    「ただの経営破は綻たんではないからだ。このデフォルトには意味がある。春日恒太が人類へ突き付ける挑戦状なのだ。この俺はここで終わるのではなく、遥はるかな高みにある目標へチャレンジするのだという雄大な意思表示になるのだよ」


    　莉音は顔を曇くもらせる。


    「……とてつもないバッシングに遭あうわよ？　下へ手たをしたら、会場から戻ってこれないかもしれない……」


    「記者どもなぞ屁へでもないわ。何千人の記者どもがいようと、小指一本で薙なぎ倒してみせよう」


    「意志を変えるつもりはないの？」


    「ない。決してだ」


    「……」


    　そこで莉音は押し黙ってしまった。


    「どうした莉音。怖おじ気けづいたのか？」


    「そういうワケじゃないけれど……猛烈なバッシングに遭うのは恒太だから……」


    「愚ぐ民みんどものバッシングが怖くて革命ができるのか？　この俺は、世界をひっくり返す英雄たるべき存在だ。いかなる困難もはねのけ、鉄血頭取としての意志を貫つらぬき通してみせよう」


    　どうあっても、恒太は意志を変えるつもりがないらしい。


    　渋々といった風に、莉音がうなずく。


    「……わかった。恒太の言うとおりにしましょう」


    「……ガードが必要だな」


    　俺も応じた。それが今まで国際商業銀行を率ひきいてきた恒こう太たの意志ならば、尊重してやらねばならない。


    「恒太のボディーガードは、また私がやりましょう。自作自演の暗殺劇にはコリゴリだけど」


    　そう言う莉り音おんに俺はうなずく。


    「俺も行こう。多少は戦える」


    「ダメよ。巳み継つぐは少しばかり有名すぎる。顔が知られているのは恒太だけにしておかないと。その点、私は大丈夫だから」


    　沙さ織おりは戸と惑まどった表情を浮かべる。


    「恒太も巳継も莉音も本気なの……？　会場は、大混乱になると思うわ」


    「英雄には、戦わねばならない瞬間がある。それがＸデーだ。この俺は、誇り高く世界と対たい峙じしなくてはならない」


    「……」


    　沙織も沈黙した。


    「準備を進めましょう。恒太が避難しやすい場所を記者会見場に選定しないと。それから避難経路も確保しなくちゃいけない。念のため、武器も必要。それから最悪の場合、逃走時にアテスミサイルをどこかに落とすとかして、世間の注目を逸そらすことも検討しておかないとね」


    　テキパキと莉音が強硬な意見を言い、それに俺も賛意を示す。


    「そうだな。あらゆるオプションを持っていた方がいい。記者会見後、二度と国際商業銀行には戻れなくなる。記者たちの追跡を撒まけるように、交通手段や隠れ家も用意しておかなきゃならない。けっこう大仕事になるかもしれないな」


    「貴官らの心こころ遣づかいには感謝するが、杞き憂ゆうに終わるだろう。堂々と勝負することだけが勝利を産む秘ひ訣けつだ。安心しろ、この俺にはギガスを通して未来が見えているのだからな」


    　そう言って恒太は左眼に手をあてがい、ニヤリとほくそ笑んで見せた。
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    　品しな川がわ、湾岸のホテル。


    　ここのパーティー会場を借り切って、俺たちは世界中の記者を招待し、盛大な記者会見を開く予定だった。海に開けたこの場所は、都内で逃げ道を確保するには恰かつ好こうの場所だ。


    　ブラックチューズデー以降、恒太が表立って語るのは初めてのことである。


    　恒太の記者会見が行おこなわれるという情報が早くも前日には広まっていて、ＫＫネクストは相場が高こう騰とうしていた。それに呼応して、世界の証券市し場じようも値上がりを見せ、恒太への期待の高さを強力に証明していた。


    　颯さつ爽そうと姿を現した恒太に、満場の拍手が鳴り響く。


    　恒こう太たは重々しく壇上に手を置いて、くまなく会場を眺め回した。


    「国際商業銀行頭とう取どり──偉大なる春かす日が恒太だ。今日は世界市民諸君らに、とてつもなく重要な発表があってやってきた」


    　記者たちは固かた唾ずを呑のんで恒太の演説を見守っていた。


    　ブラックチューズデーを一気に挽ばん回かいする起爆剤になる言葉が発せられると、彼らは想定しているはずである。実際、恒太が全世界に演説をするという情報だけで、ＫＫネクストは大きく上昇していたのだ。


    「この俺がどのような発表をするか、諸君らには想像ができているだろうか。いや、愚ぐ民みんどもには決してできまい。……しかしだ、数々の情報を繫つなぎ合わせれば、こうした結果は明らかだった。一部にはこの結果を予想し、冷静に対処していた者もいる。そこには愚民どもと常識人を隔へだてる、ベルリンの壁よりも遥はるかに強固な壁がある」


    　妙に恒太はもったいぶった言い回しをしていた。遠回しな物言いを好このむ男ではないのだが、あえて揺さぶりをかけることで、発表のインパクトを最大化しようという腹づもりなのだろう。


    　恒太は壇上に身を乗り出す。


    「世界市民諸君、心して聞くがよい。国際商業銀行は今ここに、デフォルトを高らかに宣言する！」


    　会場は静まりかえっていた。


    　恒太は胸を張って続けてゆく。


    「国際商業銀行は天文学的な負ふ債さいを抱かかえるに至った。負債総額、およそ五〇〇〇兆円。あまりに巨額すぎて、詳細までは把は握あくしきれておらん。すべては、国際商業銀行がこの世に産み出し、世界中に売りまくったハイレバレッジ金きん融ゆう商品で、返済不能が数多く発生したことに端たんを発している」


    　未いまだに会場はざわつきもしなかった。それどころか記者たちは目が点といった様子で凝ぎよう固こし、呆ぼう然ぜんと恒太の言葉を聞いているだけだ。話を消化できないに違いない。


    「たった今より、我が行は負債を返せない。俺の演説に合わせて、全世界の支店網を閉へい鎖さするよう、通達を一時間前に出している。他の金融機関の返済要求にも、愚民どもの糺きゆう弾だんにも、俺は決して屈しない」


    　恒太は拳こぶしを壇に打ち付け、続ける。


    「もう一度言おう。この俺は借しやつ金きんを返さない。心せよ、祭りは終わったのだ」


    　恒太が強い調子で断言すると、そこで初めて会場がざわつき出した。


    　大きな声で叫ぶ記者もいて、会場は騒然としてくる。


    「そんなバカな！」


    「ありえない！」


    「噓うそだろう……!?」


    「頭とう取どり!?　どうしたって言うんですか!?」


    「おお、神よ！」


    　少しも悪びれた様子もなく、恒こう太たは尊大に言い放つ。


    「記者どもよ、質問があるのなら一人ずつ言え。ただし一人一問のみだ。特別に答えてやる」


    　恒太のすぐ前に陣取っていた記者がおずおずと手を挙あげた。


    「お話の意味を摑つかみかねますが……？　国際商業銀行がデフォルトとは、どういう意味でしょうか……？」


    　質問主の声は震ふるえ、内容も冷静さを欠いていたが、どの記者も同じように浮き足立っていた。


    「俺には貴様の質問もわからない。小学生ですらそんな質問はせんぞ。出直してこい」


    「こ、国際商業銀行の破は綻たんは、世界にどのような影響を及ぼしますか？」


    「貴様ら次第だ。次」


    　恒太は、手を挙げる記者を順次指し示していく。


    「負ふ債さい総額は、いかほど？」


    「先ほど言ったのを聞いていなかったのか？　現時点で五〇〇〇兆円に達するだろうと予想している。レバレッジで嵩かさましされているだけに、額がここまで巨大化したのだよ。今後さらに増えるだろう」


    「そんな！　どうして放置していたんですか!?」


    「一人一問だけだと言ったのが聞こえなかったのか？　次だ」


    　別の記者がスックと立ち上がる。


    「では代わりに私が聞きます。どうして放置していたのです？」


    「放置などしておらん。だいたい、ブラックチューズデーは最近の出来事だぞ？　その影響による不良債さい権けんのデータが上がってきたのも数日前だ。だから今、こうして発表しているのだろう。極めて公明正大な行おこないだよ。俺自身が自分に惚ほれ惚ぼれするほど誠実だ」


    　また別の記者だ。


    「ＫＫネクストが破綻というわけではなくて、あくまで国際商業銀行という一企業の破綻ですよね？」


    「何を当たり前のことを。国際商業銀行は俺が頭とう取どりだっただけに、世界に燦さん然ぜんと輝く雄大な銀行だったが、一企業にすぎないこともたしかだ。ＫＫネクストは破綻しておらん。いや、そもそも市し場じようというものは、企業や投資家に対して株式を売買する機能を提供するだけであって、破綻も何もない。機能が停止したわけではないのだからな。次」


    「あなたは……あなたは最低だ！　史上最悪の経営者だ！　恥ずかしくないのか!?」


    　血気盛んに直立した記者は、恒太を指差して色をなした。


    「フッ、愚ぐ民みん風ふ情ぜいが生意気な口を……。それは質問なのか？　俺は質問を受けると言ったのだ。次」


    「今後……どうなりますか？」


    「先ほども似たような質問があったばかりだぞ。貴様ら次第だ。次」


    「ＫＫネクストの運営は国際商業銀行が受託していたはず……。ＫＫネクストは今後も運営を続けるのでしょうか？」


    「国際商業銀行は機能を停止するが、ＫＫネクストのシステムは稼か働どうしたままだ。各国が株主にもなっている。国際商業銀行に代わって好きにするがいい」


    「バカ野郎！　デフォルトで済ませられると思ってんのか！」


    「済まなかったら何だと言うのだ？　質問をしろと言ったのだ。次」


    「頭とう取どりは稀き代たいの名経営者として讃たたえられてきました。それが一転して無む惨ざんにも破は綻たんとは……国際的な金きん融ゆう機関を経営するには、頭取の力が足りなかったということでしょうか？」


    「無惨だと？　口を慎つつしめ。俺の力は、世界すべての企業を同時に経営しても、業績が暴ぼう騰とうしてしまうほどに優れている。国際商業銀行が役目を終えたということにすぎない」


    「役目を終えたとはどのような意味なんです!?」


    「偉大なる春かす日が恒こう太たが次世代を担になうため、次のステップに入ったということだ。いずれ近いうちに貴様らの前で発表する機会があるだろう。楽しみに待つがよい。次だ」


    　質疑応答とも言えないような、激しい言葉の応おう酬しゆうが繰り返された。


    　喧けん嘩か腰ごしで恒太に喰ってかかる記者も続出したが、意外にも恒太は冷静に、そして尊大に受け流し、次々と記者の質問をさばいていった。


    　普通なら、企業の倒産発表などがマスコミ前でなされれば、たとえ演技であっても、経営者は沈痛な面おも持もちを浮かべ、ときには涙を流して謝罪したりするものだ。にもかかわらず、恒太はいつもと寸すん分ぶん違たがわず傲ごう岸がん不ふ遜そん一辺倒で押し通し、記者たちやテレビ視聴者を驚きよう愕がくさせたのだった。


    「うむ、諸君らとの対話は終了だ。次回の演説も予定している。俺からの命令を待て。以上！」


    　二時間続いた記者たちとの質疑応答が終了し、恒太は締めくくりの言葉を口にした。


    　とたん、記者たちは異口同音に非難の言葉を叫び出し、会場は騒然とした。かつてない激しいフラッシュがたかれ、人々が入り交じり、テレビ映像は乱れに乱れた。


    　テレビで革命の暴動などの映像は見たことがあったが、それに匹敵するのではないかと思われるほど、記者たちはいきり立ち、喧けん々けん囂ごう々ごうと騒ぎ立てていた。


    　騒動に構う様子もなく、澄まし顔で恒太が壇上を降りると、ボディーガード役の莉り音おんが背後に従うのがチラと見えた。


    　恒太が歩きだすと、記者たちはワッと群がり、マイクを突き出し、口々に何かを喚わめき立てるのだった。皆が皆、あらん限りの声で叫んでいるから、質問の内容などわかるわけもなかった。記者たちの方も一連の出来事に興奮し切っていて、まともに質問の答えをもらおうなどと思わなくなっているのかもしれない。


    　恒こう太たがマイクを手で払いながら歩を進めると、記者たちの輪もそれに合わせて少しずつ移動していく。


    　ふと、一人の記者が恒太の前に躍り出て、両手を広げて恒太の通り道を遮しや断だんした。その雄ゆう姿しに、周りの記者たちの声はわずかに静まった。取り囲む記者たちは、自分が通り道を妨さまたげるような妨ぼう害がい行為はしないまでも、心のなかで彼の通せんぼに喝かつ采さいを贈っているに違いない。


    　立ちふさがった記者が叫ぶ。


    「破は綻たんなど許されるはずもない！　あなたは世界に責任を持たなくてはならないはずだ！」


    　恒太は歩む足を止め、記者を睨にらみ据すえた。記者から身をかわして進もうとはせず、あくまで真っ直すぐに押し通ろうとしているらしい。


    「偉大なる春かす日が恒太の通る道だ。そこの愚ぐ民みん、道を開けよ！」


    　恒太の一いつ喝かつは、テレビを通して全世界に響き渡った。


    　しばらく沈黙していた記者は、何も言わずに横に逸それて道を空けた。恒太はただ前だけを見て口元を引き結び、記者たちの輪を抜け出したのだった。


    　奇くしくも、恒太と立ちはだかった記者とのやり取り以降、取り囲んでいた記者たちの足並みは乱れ、恒太の行く手を阻はばもうとする相手が出てくることはなかった。


    　そのまま莉り音おんを後ろに従えた恒太は、会場を抜け出し、待たせてあったハイヤーに乗り込んだ。その映像はリアルタイムで世界に配信され、その日の話題を恒太一色に染め上げたのだった。


    



    
      ◇

    


    



    　先ほどの記者会見場からほど近い高層ビル、天てん王のう洲ずイーストタワー屋上。


    　俺は双発ヘリコプター、ドーファンに待機し、テレビの騒動を見ながら、莉音と恒太の到着を待っていた。


    　テレビカメラは恒太が乗り込んだハイヤーを最後まで映していたが、追いすがるマスコミの数はあまりいなかった。そもそもメディア各社は、恒太のスピーチというだけで極めてポジティブなイベントになるだろうと考えていただろうし、このような危急存亡の事態になることを想定していたはずもない。突然のことに対応できないのは仕方のないことである。


    　ハイヤーが視界から消えたころに、ようやく数台のバイクに乗り込んだ記者らが恒太のあとを追っていったくらいだった。当初は、恒太が戻って来られない可能性もあるかもと思っていたが、この調子ならもうすぐここへたどり着くだろう。


    　ほどなくして屋上のドアが開き、莉音と恒太が姿を現した。


    「おつかれさん。無事で何よりだ」


    　ドーファンの扉を開いた俺は、ねぎらいの声をかけた。


    「フッ、追いすがってくるジャーナリストどもは、この俺の超ちよう旭きよく魔ま神じん龍りゆう覇は拳けんで薙なぎ払ってやったわ。弱すぎる……ダメだ、人間では相手にならん……」


    　恒こう太たの代わりに、莉り音おんがまともな説明をしてくれる。


    「角を曲がって死角に入ってすぐ、ハイヤーを降りてタクシーに乗り換えたの。ハイヤーには首都高に向かってもらったから、バイクで追ってくる人たちはそっちを追ってるんじゃないかしらね？」


    「衛星には確認されてるだろうけどな」


    「まぁ、ジャーナリストじゃないから、ひとまずいいでしょ」


    　莉音は空に顔を上げ、笑顔で手を振った。


    「じゃあ行こう。乗ってくれ」


    　莉音と恒太が乗り込むと、俺は搭とう乗じよう員いんに合図する。


    　すぐにドーファンは屋上を飛び立った。


    



    
      ◇

    


    



    　ドーファンで南へ、二五〇キロの太平洋上。


    　ジリヤに運うん搬ぱんを依頼していた旧式空母へ俺たちは飛んだ。空の上、追ってくるマスコミはもちろん一社もない。

  


  [image: ]



  
    　ドーファンが甲かん板ぱん上に降り立つと、沙さ織おりと柚ゆずさんがこちらへ駆け寄ってきた。


    　甲板に飛び降りた俺たちを二人が囲んだ。


    「恒こう太た！　よく無事だったわね！」


    「おつかれさまです、恒太くん！」


    「無事に決まっているだろう。記者ども何万人が襲いかかってこようと、俺の相手になるわけがない」


    　それから恒太は、ありもしなかったマスコミ各社との壮絶な逃走劇を捏ねつ造ぞうし、二人に語り始めた。


    　恒太の相手は沙織と柚さんに任せ、俺と莉り音おんはブリッジへ向かった。ジリヤがいる。艦船の輸送などで人員を派は遣けんしてもらっているから、今後の打ち合わせをしておかねばならないからだ。


    　ブリッジの上に登るとジリヤが待っていた。


    「ずいぶん派手にぶち上げやがったなぁ。世界中のメディアが特別番組を組んで、この話題で持ちきりだぞ」


    「世界激変の瞬間だからね。まやかしのバブルが大きかっただけに、大だい恐きよう慌こうがやってくるわ」


    　他ひ人と事ごとのように莉音が言った。


    　俺も相づちを打つ。


    「もともと世界は不況だったのに、恒太のヤツが無理やり空気を入れて演出しただけですからね」


    　ブリッジの外に、俺たちは視線を向けた。甲板上、三人の姿を見下ろせる。顔をしかめた沙織と、目を爛らん々らんと輝かせる柚さんの前で、恒太が得意げに何かを語っていた。大方、壮絶な逃走劇が銃撃戦にまでエスカレートしているころだろうか。終しまいにはマスコミ各社とレーザー砲でも撃ち合っているかもしれない。


    　三人の様子に微笑ほほえみながら、莉音は口にする。


    「ジリヤはちゃんと大恐慌に対応できてる？」


    「当然。端はなっから全力売りだよ。莉音から譲ゆずり受けた一〇〇兆円に、限界までレバレッジを効かせてな。レバレッジの本当の使いどきは、こういう確定情報があったればこそなんだ。一般人が無む闇やみに手を出していいものじゃないんだよ」


    「そっちでお金を動かすのは、ほどほどにね。私たちは金きん融ゆうシステムの破壊と創造を目指しているから。ペーパーマネーでいくら儲もうけても、無価値になったら意味がないでしょう」


    「ジリヤさんは財ざい閥ばつを目指すんでしたよね？　勝算、ありそうですか？」


    　俺は自信のほどを訊きいてみた。


    　ジリヤは肩をすくめる。


    「わからんよ、先のことは。まぁ現実的に考えるならだ……ローザを追い越すには、世界の転てん覆ぷくが五回は必要だろう。しかもその情報は、私が最も早い段階で摑つかんでいるという前提でな」


    「一代で、どこまでのし上がれるか楽しみね。ジリヤの挑戦を手伝ってあげたいところだけど、私はこれから別の方向に向かっちゃうから……」


    「莉り音おんには十分によくしてもらったよ。私が今まで稼かせいできた以上の額を、ポンと預けてくれたんだ。せめて私が手伝えることは、全力でやっておかないとな」


    「気にしなくていいってば。余ったお金を譲ゆずっただけだから」


    「ひとまず私のやることは、莉音の指定日に合わせて、予定してる定位置まで全艦船を運ぶことだな。完了次第、派兵してる船員たちは、撤退用の艦船に乗り換えて現場を去ると」


    「十分よ。それだけでもカムフラージュが大変でしょ」


    「こんなの大した仕事じゃないよ。どう見ても、ただの民間用コンテナを運んでるだけだ。なんなら、戦闘員を何人か参加させてもいいんだぜ。この世界には、死に場所を求めてる傭よう兵へいだっている。腕の良いのを一〇〇人くらい見み繕つくろって、送り込んでやってもいい。家族に莫ばく大だいなお金を残してやれば、喜んで死地に赴おもむいてくれるぞ。もちろん、お代はサービスだ。つーか一〇〇兆円もらってるからな。この借りは返しておかないと気持ち悪くってさぁ」


    「ううん、いいの。傭兵が一〇〇人もいると逆に好き勝手し始めて、統制が取れなくなって、混乱しちゃう元になる。それに地上戦をしなくちゃいけない事態になったら、その時点で敗北が確定だからね」


    「そうか……ちょっとは借りが返しておけると思ったんだが……」


    「そんなに気になるんだったら、いずれ何かで返して頂ちよう戴だい。期待しないで待ってるから」


    「了解した。必ず返させてもらおう。その代わり……それまで、死ぬなよ」


    　ふとジリヤは、莉音に視線を向けた。


    「ジリヤもね。あんまり勝負に突っ込みすぎて、死なないようにしなさいよ」


    「フフ、お互い様ってことか。それじゃ私は、これから始まる革命劇を楽しみに待ってるよ。近場に陣取って見物させてもらおう」


    「ということは、しばらく東京？」


    「まぁ、東京が一番の特等席になるだろう。猿さる島しまから目と鼻の先だ」


    「軍の基地近辺には行かないようにね。私たちのミサイルが飛んでいくかもしれないから」


    「船員たちにはすべて指示は出してある。私はこれからヘリでここを離れるが、何かあればこっちの携帯にコンタクトしてくれ」


    　ジリヤは携帯を持ち上げた。


    　俺も最後に礼を言っておこうと、頭を下げる。


    「ジリヤさん、いろいろありがとうございました」


    　ジリヤは、俺にしげしげと視線を向けてきた。


    「お前さん、初めて会ったころよりずいぶん成長したな。おまえらの革命劇のなかで、それが一番驚いたことかもしれない」


    「実は、自分自身が一番驚いてますよ」


    　おどけた口調で俺は応じた。


    「最後まで、莉り音おんをサポートしてやってくれ。頼むぞ」


    　そう言うジリヤの声には誠意がこもっているように感じた。


    「もちろんです」


    「お別れね。さよなら、ジリヤ」


    「しばらくの間、お別れだ。それじゃまたな」


    　それからジリヤは手を振ってブリッジを降りていき、やがて甲かん板ぱん上に姿を現した。そして俺たちが乗ってきたドーファンに乗り、空母を去っていった。


    



    
      ◇

    


    



    　空母で一夜を過ごした俺たちは、ブリッジに集まっていた。船員たちは動かすための必要最小限しか搭とう乗じようしていないようで、朝に数人とすれ違い、軽く挨あい拶さつを交わした程度だ。


    　世間の様子を確認しようとテレビを点つけると、どのチャンネルを回しても特集番組が組まれていた。テレビのなかは、どこもかしこも国際商業銀行や恒こう太たの話題ばかりだ。悲鳴にも似たキャスターの叫びが、極めて深刻な事態であることを感じさせる。


    　俺たちはチャンネルを切り替え、さまざまな国際放送をチェックしていった。


    



    「ＫＫネクストは暴落につぐ暴落！　昨日より二五％も下げ落らくしていて、一向に下げ止まる様子はありません！　まだ午前中にもかかわらず、わずか一日の下げ幅としては歴史上最大のものとなっています！」


    



    「ニューヨーク証券取引所は激しい暴落で始まりました。あらゆる投資家が持ち株を売ろうと躍起になっていますが、買い手がおらず、売買が成立しない状況が続いています」


    



    「国際商業銀行の支店網は完全に閉へい鎖さされています。何人かの従業員がなかで残務整理をしているのでしょうか、明かりは点いているのが見えますが、話を聞くことはできません」


    



    「一時、国際商業銀行グループに入っていたグリニッジ銀行が経営破は綻たんするという[image: ]うわさがネット上で駆け巡めぐっており、取り付け騒ぎが発生しています！　見て下さい、グリニッジ銀行本店前では長ちよう蛇だの列ができています！　経営陣は経営破綻を全面的に否定しており、『我が行と国際商業銀行との資本関係は、ほぼなくなっている』との声明を発表しています」


    



    「今後の金きん融ゆう経済の行方ゆくえについて、さまざまな憶おく測そくが飛び交っており、銀行から資金を引き出そうとする人々の流れが止まりません。仕事を休んでまで銀行の列に並ぶのは珍しい光景ではないのです」


    



    「ＫＫネクストの下げ幅がわずか一日で三〇％にも達しました！　有識者らは今日一日で暴落は四〇％を超えることは確実で、当面この流れが収まることはないだろうとコメントしています」


    



    「国際商業銀行の破は綻たん直前に、従業員や関係者が全員、巨額のボーナスを受け取っていたという憶測が流れています。それが本当だとすれば大問題になりかねません。従業員らは堅く口を閉ざしています」


    



    「暴落が……暴落が止まりません……！」


    



    「国際商業銀行の突然の経営破綻宣言によって、連れん鎖さ倒産がささやかれる金融機関が続出しています！　このままでは空前の大だい恐きよう慌こうに繫つながる恐れあり！」


    



    「日本の大銀行──いずほフィナンシャルグループは、国際商業銀行に一六兆三〇〇〇億円を貸し出していたことが発覚！　不良債さい権けん化は確実と思われ、グループへの打撃は計り知れません！」


    



    「フランス最大の銀行であるクレスティ・アグラエル銀行が、国際商業銀行に一〇兆七〇〇〇億円の融ゆう資しをしていたことが明らかになりました！　この打撃によって、経営の先行きが危あやぶまれております！」


    



    「各国政府から派は遣けんされたメンバーで構成されるＫＫネクスト証券監視委員会は、ＫＫネクストを一時閉鎖することを検討している模様です」


    



    「東京証券取引所は、システムの不具合が発生したとして、五日間の営業停止を決定しました。しかし関係筋によりますと、『システムの不具合など偽いつわりだ。恐慌に対応したものにすぎない』としています」


    



    「取り付け騒ぎに対応できなくなっているイギリスのルウェリン銀行に、イギリス中央銀行は緊急の融ゆう資しをすることを決定しました！　これにより、適切な政治判断も経へずに、ルウェリン銀行に九〇〇〇億円が投入されることになります」


    



    「春かす日が頭とう取どりの足取りが未いまだに摑つかめません！　多くの報道機関が春日恒こう太たの行方ゆくえを追っていますが、所在不明の状態が続いています！　昨日の破は綻たん演説の後、ぷっつりと姿を消してしまいました！」


    



    「国際商業銀行頭とう取どり、春日恒太氏に非難の声が集中しています。この恐きよう慌こうを招いた張本人は、いったいどこへ行ってしまったのでしょうか！　釈明を求める声は時と共に高まっています！」


    



    「春日恒太……！　すべては春日恒太が発ほつ端たんなのです……！　世間の熱い支援によって支えられてきた春日恒太は、あっさりと世界市民を裏切ってしまいました！　なんという極悪人でしょうか！」


    



    　俺たちは、沙さ織おりが作ってくれた軽食を食べながら、午前中いっぱいかけて、さまざまな報道をチェックしていった。


    　どの報道を見ても、パニックと言ってよかった。その混乱ぶりがますます一般市民に伝でん播ぱしていき、不安心理を煽あおりに煽り、恐慌に拍車をかけている。この史上空前の大混乱は、恒太よりも、マスメディア自身が撒まき散らしていると言っても過言ではなかった。もはや特定の政府の制止が効くような状況ではなくなっているのだろう。


    　またインターネットで市民の声をザッと眺めてみただけでも、世界中がパニックに陥おちいっていることがわかった。


    



    「一夜にして財産が消えた……。もう死ぬしか……」


    



    「春日恒太は宇宙最大の○○。この悪魔が見つかったら、死刑が確定する前に俺が○○○」


    



    「まだ二〇年もローン残ってるのに金利暴ぼう騰とうしまくりだ！　投げ売るしかねえじゃねえか！　つうかこんなときに売れるわけねえ！」


    



    「はい。俺の人生終了。地球も終了」


    



    「死ね死ね死ね死ね死ね春日恒太ぜってー殺す！」


    



    「なんか駅前に群衆が[image: ]あふれてるんだが……。すげえ罵ば声せい聞こえる……。外出たくねぇ……」


    



    「ゴールド爆上げしすぎ腹抱かかえて笑った。俺大勝利。そして世界は終幕。ざまぁ」


    



    「朝起きたら人生終わってた。脳内を走そう馬ま燈とうが走ってる」


    



    「前から俺は、春かす日が恒こう太たが鬼き畜ちくだって知ってた。正体を現しただけ」


    



    「俺のキャリアが一瞬で……」


    



    「破産確定。今ＰＣの前で泣いてる」


    



    「ちょっと略奪行ってくる。ヒャッハー！」


    



    「春日恒太ああああああああああああ死ねええええええええええええええええええ」


    



    「こんなときは柚ゆずジュース飲んでジッとしてるしかない」


    



    「世界マジ面白れえええ！　リアルＦＰＳ来る!?」


    



    「え？　え？　会社とかどうなんの？　給料は？」


    



    「金下ろそうと銀行に行ったら、ものすごい人、人、人。暴動寸前だったから速攻で逃げ帰ってきたよ……」


    



    「春日恒太は自殺してるだろ。間違いない。そうじゃなかったら許さない」


    



    　それにしてもだ……自分が極悪人として世界中で報道されているのを目まの当あたりにしても、恒太には一向に気にした風もなかった。根が大物だからなのだろうか。恒太は左眼に手をあてがい、意味深にほくそ笑む。


    「この俺の華か麗れいなるスピーチが地球を揺さぶり尽くしたようだな。俺は『こちら側』でも世界を滅ほろぼしてしまうやもしれぬ……。いかん……ギガスの暴走が始まるぞ……」


    「『こちら側』って、じゃあ『あっち側』はどこなのよ」


    　沙さ織おりが眉をひそめると、代わりに柚さんが応じる。


    「恒こう太たくんはいろんな世界にいたみたいです。ロボットに人が乗って駆け回ったり、魔法をバンバン連射したりするお話を恒太くんが聞かせてくれました」


    「ダメだ柚ゆず。信じない者には何を言っても無駄だからな。とくに沙織は、サンタクロースすら信じない。サンタからのプレゼントは両親が買ってきたものだと、ぬけぬけと語っていたぞ。あぁ無情……恐ろしすぎる……なんというマキャベリズム……」


    「どうしてサンタクロースの話になるのよ！　ていうか、信じないとおかしいの？　わ、私だってね、小さなころは信じてたんだから……」


    「なんか、恒太は何にも変わってないみたいだな。良かったよ。もう少し意気が削そがれているかもしれないと思ってたが……」


    　本心から俺は言った。


    「なぜ俺が落ち込んだりせねばならん？　愚おろか者どもに天てん誅ちゆうを喰くらわせてやったのだ。何なん人ぴとたりとも、英雄の進む道の邪じや魔まはさせん」


    「あんたの方が恐ろしくない？　サンタの正体はお父さんやお母さんだと思うのと、世界恐きよう慌こうを引き起こすのと、どっちが怖いかしらね？」


    「サンタクロースを信じない沙織は俺の心を踏みにじったが、恐慌の引き金を引いた俺は優しさを見せつけたのだ。なぜなら社会では、愚かなだけで罪がある。その罪を、あまねく愚ぐ民みんどもにわからせてやったにすぎない。いわば俺は、情け深い教師なのだよ」


    「……はぁ……私ダメみたい……。いつかおじさんに謝あやまらなくちゃ……。なんだかもう恒太に口先で勝てる気がしないわ……」


    　痛つう恨こんの表情で沙織はうつむいた。沙織の言う「おじさん」とは、恒太の父親のことだ。


    　莉り音おんがクスリと笑う。


    「フフ、恒太は口先で世界を弄もてあそぶ子だからね。しょうがないわよ」


    「おっと、スピーチ能力だけが超一級だと思われると困る。俺はあらゆる方面で万能なのだ」


    「誰も超一級なんて言ってないし……」


    　落ち込む沙織の肩に、俺が手を置いて言う。


    「まぁ沙織、恒太がこれだけ元気なら良かったじゃないか。建国ではまだまだ活躍してくれそうだしな」


    「さあみんな。ここが唯ゆい一いつの勝機よ。全世界が混乱してる隙すきを衝ついて、全艦かん艇ていを猿さる島しまに結集させましょう。勝ち切れるかどうか、乾けん坤こん一いつ擲てきの大勝負。気を引き締めていきましょうね」


    　莉音はメンバーを見回して言った。


    「そうだな。俺たちは人事を尽くしてきた。次は天命を待つんじゃなくて、俺たち自身の手で摑つかみ取るんだ。一いつ丁ちよう、ぶちかましてやろうぜ」


    「一生懸けん命めい、活躍しようって思います！」


    「私も頑張るわ。まともな人間になるよう恒こう太たをしつけるより、革命の方が楽な気がしてきた……」


    「革命の時、ついに来たれり！　我が名は春かす日が恒太──旧時代を破滅に追いやらんとする者なり！　やがてこの俺の手によって、地球の新時代が切り開かれるであろう！」


    　なぜか恒太は立ち上がって、自分の名前を高らかに名乗り、ひとり気勢を上げたのだった。


    　部費、五六八〇兆五二〇〇億円。借しやつ金きん、七二〇七兆三六〇〇億円也なり。


    （部費のうち、金・銀・各種宝石類の評価額、約三〇〇〇兆円相当）

  



  
     第五章　建国宣言


    



    　数日、俺たちは洋上に停泊する空母で過ごした。世界の状況を見極めねばならなかったのと、柚ゆずさんの統合防衛システムを全員が使いこなせるように訓練するためである。


    　その間、世界中のあらゆるメディアで、恒太への大バッシングが始まっていた。どのチャンネルを回しても、恒太の映像や写真が掲かかげられ、一人で一〇〇万の罪を犯したと言わんばかりの大犯罪者扱いされていた。


    



    「歴史上最大の大罪人」


    「世界を破壊した悪魔」


    「前代未聞の重犯罪者」


    「未み曾ぞ有うの無能銀行家」


    「人の姿をしたモンスター」


    「正体を現した愚ぐ劣れつ極まる頭とう取どり」


    「恐怖の金きん融ゆうテロリスト」


    「人類を死に追いやろうと企たくらむ魔王」


    



    　これらはすべて、マスメディアが恒こう太たを指し示す常じよう套とう句くになっていた。大手テレビ局や、言論の砦とりでと目される新聞までもが、恒太を死に神であるかのように形容し、怒りを露あらわにしていた。


    　全世界の人々も恒太を鬼き畜ちく呼ばわりし、「殺せ！」「死刑にしろ！」などと平然と口にする者が少なくなかった。ネットを見れば、これ以上ないくらいの罵ば詈り雑ぞう言ごんで、恒太をこき下ろす言葉が大量に飛び交っていた。


    　今まで再三にわたって恒太を持ち上げてきたあらゆるマスコミと大衆が、ここぞとばかりに恒太を叩たたきまくっていた。恒太より遥はるかに恐ろしいのは、マスメディアや民衆の手のひらの返しっぷりだと俺は思う。


    　ある大新聞が社説に掲載した論説を要約すれば、次のようなものだった。


    



    「春かす日が恒太は世間を欺あざむき、バブルを演出した張本人だった。ＫＫネクスト創設から始まる国際商業銀行の悪事を白はく日じつの下もとに曝さらせ。そして大罪人・春日恒太を法ほう廷ていに引きずり出し、正当な裁さばきを与えるべきだ」


    



    　別に恒太がバブルを引き起こしたわけではない。


    　たしかに恒太はＫＫネクストを成功させた立役者には違いないが、それはあくまで株式を売買するための道具を世の中に提供したにすぎない。


    　その道具を使って株価を暴ぼう騰とうさせ、あらゆる商品を高値で摑つかんでいったのは民衆である。そして国際商業銀行が提供したレバレッジ商品を、儲もうかるからと購入していったのも民衆である。


    　レバレッジ商品のリスクは説明していたし、常識的に危険だと明らかだったはずだ。投資家には、買うか買わないかを選択する自由があった。破産するのも、購入者自みずからの責任としか言いようがない。


    　冷静になれば、そんなことは明らかなはずだった。それでも、あらゆる主張が恒太を攻撃し、世界の綻ほころびの何もかもが恒太のせいにされていた。今なら、花が枯れることも、雨が降ることも、火山が噴火するのすらも、恒太のせいにされそうな勢いだった。


    　そんな状況の最中、俺と恒太は司令官室でコーヒーを飲みながら、漫然とテレビを見て会話を交わしていた。


    　肩をすくめて俺は言う。


    「世界最高の英雄だった男が、一夜で大魔王ってわけだ。恐ろしい変わり身の早さだな……」


    「愚ぐ民みんどもとはそういうものだ。嫌い嫌いも好きのうち。ヤツらは本心では、俺のことが好きで好きでたまらないのだよ」


    「なんだそりゃ……。わかるような、わからんような……。恒こう太たを取り巻く諸もろ々もろが、視聴者には壮大なエンターテインメントみたいなものってことか？」


    「春かす日が恒太が地球の主役である事実は動かない。やはり愚ぐ民みんどもを統率し、支配下に収めるのが俺の使命だろう。フッ、ここまで神かみ懸がかった主役スキルを持つ俺がすごい……すごすぎる……」


    　そんな風に、終始、恒太は澄まし顔で語っていた。


    　これだけのバッシングに遭あっているのに、それ自体を突き放し、毛ほども気にしていない恒太は驚異的だと改めて思った。


    



    
      ◇

    


    



    　世界が経済混乱に右往左往するなか、世論に後押しされる形で逮たい捕ほ状が発行され、恒太は国際指名手配犯になっていた。


    　そして国際商業銀行東京本店には、適当な罪状をでっち上げた東京地検特捜部が一いつ斉せいに踏み込んだ。整然と隊列をつくり、これ見よがしにマスコミの前で事の重大さをアピールしていたが、そもそも国際商業銀行東京本店は、もぬけの殻からである。わざわざマスコミに物々しさを演出したりせず、普通に入っていけばいいのだ。


    　ほぼ同時、世界中の支店にも各国の捜査機関が押し寄せ、その捜査状況はリアルタイムで世界に配信されていった。国際関係機関が示し合わせて仕掛けた大攻勢だった。


    　あらゆるテレビカメラが世界一斉捜索を追っていたが、一向に摑つかめないのが頭とう取どりである恒太の行方ゆくえだった。


    　捜査機関だけでなく、マスコミ各社も総出で恒太の居所を追跡している。本来なら、世界で一番有名な男である恒太は、どこにいても見つかるはずだった。それにもかかわらず、恒太の姿が目撃された情報はひとつもない。ついには暗殺説や自殺説まで登場し、世界中が熱狂して恒太の幻げん影えいを追っていた。


    　一方、ＣＩＡやＮＳＡは、衛星の映像分析結果を通して、恒太が海の上にいることを摑んでいるのではなかろうか。


    　彼らと捜査機関は協力態勢にはないし、情報交換すらしていないのだろう。彼らは法の守護者でも何でもない。危険なことだろうが道義に反することだろうが、彼らはその度たびごとにメリットのある選択をしていくのみである。


    　おそらくＣＩＡは、恒太をどのように扱うのが得策か、密ひそかに特別チームを組んで作戦を練ねり上げている最中なのではなかろうか。作戦によっては、法執行機関に情報を流すこともあるだろうし、世界中に秘密にして独自に作戦を遂すい行こうすることもありえるだろう。


    　だが彼らは、恒太の雲隠れをただの逃亡と考えているに違いなく、まさか独立国家を建国しようとしているとまでは想定していないはずだ。


    　世界のすべてを相手取る、乾けん坤こん一いつ擲てきの大勝負がもうすぐ始まる。


    



    
      ◇

    


    



    「見て！　猿さる島しまよ！」


    　ブリッジで、テレビやネットを通して世界の状況を確認していた俺たちは、莉り音おんの声に顔を上げた。


    　窓から外に目を向けると、日本の岸壁沿いに猿島を遠望することができた。猿島の周囲には、すでに二〇〇～三〇〇隻せきほどの艦船が漂っている。俺たちの船だ。


    　甲かん板ぱん上には商業用コンテナが満載されている。コンテナはすべて、偽ぎ装そうミサイル発射システム・クラブＫだ。また、金きん塊かいや宝石を詰め込んだ金庫用タンカーもあった。


    　近くの横よこ浜はま港などに停泊中のタンカーや商用艦船も集結すれば、四五〇隻の大船団になる予定だ。


    　恒こう太たは立ち上がり窓の傍そばまで行き、雄大に手を広げる。


    「ついに来たな、我が新天地よ……。あの小さな島から、この俺の華か麗れいなる世界征服劇が幕を開けるのだ」


    「お船がたくさんあるんです。こんなにたくさんのお船が浮かんでいるのは初めて見たって思います」


    　はしゃぐ柚ゆずさんに莉音が言う。


    「明日には、全艦かん艇ていが揃う予定よ。もっと増えるからね」


    「旗はた揚あげは具体的にどうするんだ？」


    　俺は莉音の考えを聞いてみた。


    「まずは今日と明日で、揚よう陸りく艦かんに積んでいるイスカンデルを猿島に揚陸してもらう。船員たちの仕事はそこまで。明日の晩には、船員全員が数隻に同乗してもらって、ウラジオストークに戻ってもらうことになる。だから、建国は明後日になるわね」


    「ついに明後日……運命の日ってことね……」


    「部活の目標が叶かなうんですね！　一生懸けん命めいジュースを売った甲か斐いがありました！　副部長として、とっても楽しみだって思います！」


    「今までの苦労が報むくわれるっていうより、本当の苦労が始まる日ってことだな。やってやろうぜ」


    「春日暦れきが始まる日だ。その日は春日暦元年一月一日となる」


    「ところでさ、揚陸作業は二日間にわたって行おこなうんだろ？　その間に、猿島にフェリーが来たらどうする？」


    「この経済混乱の最中でフェリーなんて営業していないだろうけど……念のため猿さる島しまに来ようとする遊覧船なんかがあったら、ぜんぶ差し止めね」


    「さっきネットで確認したら、遊覧船は営業停止みたいよ。大半の遊覧船運行会社が、営業停止の予定みたい。今、お客さんなんていないだろうしね」


    　沙さ織おりの言うとおり、世界大だい恐きよう慌こうの真まっ直ただ中なかで、暢のん気きに離島観光をしようとする客などいるわけがないだろう。そもそも、多くの公共交通機関も営業ストップに追い込まれているのだ。


    「肝心の建国はどうやって宣言する？　俺たちが防御を固めて建国しても、知ってもらわないと意味がない。国際社会から、国家として承認してもらわないことには始まらないわけで」


    「国連にでも通知するの？」


    　俺と沙織の疑問に、莉り音おんが応じる。


    「日本国から領土を強奪するから、真っ先に日本政府に通告しなくちゃね。それから世界各国へ、外交電報で、新国家を建国したことを正式に伝えることにしましょう」


    「それが外交交こう渉しようの始まりってことね」


    「却きやつ下か、やり直し！　再提出だ。精しよう進じんしたまえ」


    　突然、窓の外を見ていた恒こう太たがこちらを振り向き、声を張り上げた。


    「なっ？　えっらそうに何様のつもりよ？」


    「恒太に何か他に、案があるの？」


    「当然だろう。貴官らは甘い、甘すぎる。もっと華々しくやるべきだ」


    「華々しくって……どうするつもりよ……？」


    　沙織は表情を険しくした。


    「グロナスを通して各国のテレビ局に映像を送ることは可能だろう？　ならば全世界の視聴者に向けて、テレビのライブ中継で建国宣言をするべきだ」


    「だ、誰がそんな宣言するんだよ？」


    　さすがに俺は息を呑のんだ。


    「何を言っているのだ巳み継つぐは？　この俺以外に誰がいる？　俺こそ真の英雄であり、次世代の皇帝となるに相応ふさわしい。愚ぐ民みんどもにこの俺の雄ゆう姿しを拝おがませてやり、我が帝国の創設を共に祝う権利を与えてやろうではないか！」


    「こ、皇帝……？　どこまで本気なのよ……」


    　沙織も慄りつ然ぜんとなった。


    　莉音は恒太の顔をまじまじと眺め、考えながら口にする。


    「そんなに恒太がやりたいなら、やってもらってもいいかも……。というかむしろ、大っぴらに宣言してもらった方がいいわね……」


    「市民らに感動の瞬間を分けてやろうとは、なんという俺の優しさだろう……」


    「恒太くんって優しいんですね。皆さん、きっと喜んで下さるって思います！」


    「クククククク……いよいよだ、いよいよだよ諸君……。春かす日が恒こう太たが超皇帝として、世界を統治するべきときがきた。民衆は、この俺が帝位に就くことに狂喜することだろう」


    「狂喜じゃなくて、絶望すると思うわ……」


    「ついに頭とう取どりから皇帝か……出世しすぎだろ……」


    　沙さ織おりと俺は顔を見合わせた。


    「ただの皇帝ではない。地球上初、最大最強の世界皇帝が誕生するのだ。ローマ帝国のアウグストゥス、アメリカ合衆国の歴代大統領すら遥はるかに凌りよう駕がする、超大なパワーを持った神こう々ごうしい存在だよ」


    「自称ね。そこ、絶対間違えないでおきなさいよ？」


    「……本当にそこまでやるの？　そりゃ全世界くまなく新国家建設を知ってもらった方が革命には都合がいいんだけど……袋ふくろ叩だたきに遭あうと思うわよ？」


    「やれやれ、莉り音おんには困ったものだ。軍規を守ってもらいたい。すでに俺が決定した事案であり、軍全体が方針に沿って動き始めている。統とう帥すい部の決断に口をはさまないでもらいたい」


    「わ、わかった……。大々的に宣言しましょう。恒太、頼むわね」


    「莉音、納得しちゃダメ。軍全体ってこの五人でしょ！　だいたい、統帥部ってどこよ!?」


    　色をなす沙織に、恒太が真顔で語る。


    「革命部の統帥権は俺が掌しよう握あくしている。そして全世界の政府も、春日恒太の直ちよつ轄かつに置かれることになる。争いごとにばかり明け暮れる愚ぐ民みんどもを統制するには、この俺が己おのれを犠ぎ牲せいにして立ち上がるしかないのだ」


    「あべこべに最後だけまともなこと言ってる気がするけど、論理展開が絶対おかしいわ……」


    「ちなみにだ……今後、この俺を呼ぶときは『閣かつ下か』と呼びたまえ。世界皇帝なのだぞ」


    　恒太は得意満面に言い放った。


    「恒太に任せましょう。こういうとき、恒太はいつも切り抜けてきてるから。信頼して大丈夫だと思うわよ」


    「そうだな。なんだかんだ言っても、恒太は世界第一級のスーパースターには違いない。信頼してみよう」


    「そうかしら……今回の恒太は、いつにも増して心配よ……」


    「閣下なら安心できるって思います！　閣下がお話しするとき、たくさんの人が瞳をキラキラさせているんです」


    　恒太を『閣下』と呼ぶ者は柚ゆずさんしかいなかった。


    「うむ。建国宣言は明後日だ。この俺が帝位に就くことによって、我が帝国は誕生する。心せよ、ここに集つどう者たちも、全世界の愚民どもも、等しく春日恒太帝国の臣しん民みんであるぞ。この俺は大いなる慈じ愛あいを持って、帝国臣民を等しく取り扱うことを約束してやろう」


    　傲ごう然ぜんと大言壮語する様子に気け圧おされた俺たちは、ただただ黙って恒太を見やることしかできなかった。


    



    
      ◇

    


    



    　夜半過ぎ。


    　船室で俺は目を覚ました。船員たちの作業の音が今も続いていて、エンジン音や飛び交う声が聞こえてくる。作業の進み具合を見てみようと、俺はベッドから起き上がった。


    　俺たちは士官用の部屋に寝泊まりしている。部屋がたくさんあるので、一人一室を使うことができていた。シャワーもあるし、空調設備も万全だ。ホテルと比べると若じやつ干かん不自由だが、困るほどでもない。


    　外へ出て、俺は甲かん板ぱんへ駆け上がった。


    　海洋にはライトが照らされ、数台のイスカンデルが陸りく揚あげされている様子が見えた。発射台の場所は、ミサイルを空に向けて撃てさえすればどこでもいい。中空で体勢を立て直し、目標へ向かっていってくれる。


    　甲板を船首へ向かって歩いて行くと、ふと、甲板から海に両足を投げ出すようにして座っている小さな人影が見えた。


    　──莉り音おんだ！


    　俺が近づいていくと、莉音もこちらに気づいたようだ。


    「莉音、眠れないのか？」


    「うん。ちょっとね」


    　莉音の隣に俺は並んで腰かけた。目の前では、船員たちの夜を徹した作業が続いている。


    「俺も目が冴さえちゃってさ。睡眠は取っておかなくちゃならんのに、眠ろうと思えば思うほど、いろんなことが浮かんできてしまう」


    「いろんなことがあったからね」


    「そうだな。死にかけたことは何度もあるし、資金繰りで禿はげそうになったこともあれば、巨万の富とみを手にしたことだってある。自分の人生なのに信じがたい。たどってきた道を振り返ると、笑いしか出てこないよ」


    「フフ、巳み継つぐはもう、どこへ出しても通用する超一流に育ってくれた。私にとってはね、それが一番達成感のあることよ。だって私と巳継は、物心ついたころから一緒だからね」


    「俺も、莉音にそう言ってもらえることが一番嬉うれしいよ」


    　そして俺たちは、お互い顔を見合わせて笑みを浮かべた。


    「世界革命、なんとか成なし遂とげてやりたいな」


    「最初の戦いを勝ちきれば、私たちに勝機がある。大量破壊兵器を持っていることが明らかになって、それがどれほどの量かわからなければ、国際社会側も政治的な解決を図らざるをえないからね。私たち五人と、世界人類七〇億人を天てん秤びんにはかけられないでしょう」


    「たった五人で全世界を敵に回して決戦だなんて、噴ふん飯ぱんものの快事だな。一〇〇〇年後の教科書にも、一大事件として載ることになるだろう」


    「そうね。私たちが決起した革命の道標は、未来にずっと残したい」


    　莉り音おんは夜の海を見やり、つぶやくようにそう言った。


    「そういやガキのころから恒こう太たが言っていたなぁ……『俺は宇宙史に名を残す英雄なのだ』って。それが本当だったんだから、人の一生ってのは何がどうなるかわからないもんだ」


    「あの子の名前は、人類文明が続く限り永久に残るわね。英雄としてなのか、大悪人としてなのか……それは革命の結果次第」


    「恒太なら、どっちでも歓喜しそうだ。むしろ大悪人としての方が喜びそうだから困る」


    「あはは。恒太ならありえるからね」


    　二人して、しばらく笑い合った。


    　俺は真しん摯しに口にする。


    「莉音には、きちんと礼を言っておきたい。俺が今あるのは、ぜんぶ莉音のおかげだ。ありがとう。俺は生まれてきた甲か斐いがあった。今は素直に、そう思うよ」


    「なんだか最期みたいな言い方ね。どうしたの？」


    　淡たん々たんと、俺は思いの丈たけを言葉にしていく。


    「どんな結果になるとしても、俺には微み塵じんの悔くいもない。この人生には価値があった。ただ、そのことを伝えたかっただけさ」


    「……うん。どっちに転ぶかわからない大勝負だからね」


    「ああ。命を懸かけてもいいくらい、意味のある勝負だ」


    　熱を込めて言い、俺は莉音を見やって続ける。


    「最近さ、全力で生きて、悔いを持たないことが最大の強みになるんだって気づいたよ。どんなリスクも恐れずに、いつでも思いっきりやれるからな。莉音はそれを俺に教えてくれていたんだって、やっとわかった」


    「ちょっと叩たたき込みすぎちゃったけどね……。この決戦は、私ひとりでもよかった」


    　そう言う莉音の手に、俺は手を重ねる。


    　莉音はハッとして視線を上げた。


    「それを言うのはなしだ。俺たちは誰ひとり、後悔なんてしていない」


    「……ありがとう、巳み継つぐ」


    「ここまで来たら俺たちの手で、世界をひっくり返してやりたいところだ。行き着くところまで行ってやろうぜ」


    　それから俺たちは手を合わせたまま、猿さる島しまへの揚よう陸りく作業が進展していくのを静かに見守った。


    



    
      ◇

    


    



    　早朝、俺たちはボートで猿さる島しまへと渡った。同時に、イスカンデルの揚よう陸りくを終えた各船のリーダーたちも、猿島の岸壁に集結した。総員四〇〇人を超える大所帯である。各船に残っていた船員たちも、避難用の艦船へ向けて移動を開始していた。


    　猿島は、見渡す限りロケット発射台で埋うまっている。巡じゆん航こうミサイルが空へ向けて林立する様子は圧巻だ。そして島をぐるりと艦船が取り囲み、空母やタンカーなどの大型艦かん艇ていは太平洋側に、揚陸艦などは日本に近いところに配備されていた。艦艇の甲かん板ぱん上にも、いつでもミサイルを発射できるように、びっしりと偽ぎ装そうコンテナが並ぶ。


    　統括役の男が、莉り音おんの元まで歩いてきて報告する。


    「すべての配置、完了しました。点呼も完了し、各船リーダーは全員がここに揃っていることを確認しています」


    「ありがとう。助かった。いい仕事だったわ」


    「お話は聞き及んでおります。今後の人手は大丈夫ですか？　何人か、ぜひとも残りたいと申し出ている者もおりますが。仕事とは無関係でも、参加を募つのれば、数十人は手を挙あげると思いますよ」
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    「気持ちはとても嬉うれしい。でも、ごめんなさい。残ってもらってもできることはあまりないしね。ミサイル発射の制御は私たちでできるし、艦船は固定、陸上戦も検討外だから」


    　俺たちは、幾いくつかのロケット砲や機関銃を持ち込んできている。だが、これから始まる戦いにはほとんど意味がないシロモノだった。小火器を使用しなくてはならない状況は、ほぼ敗北が確定しているということだ。


    「そうですか……。では我われ々われは待避行動に移ります。ご武運を」


    「ジリヤによろしくね」


    　統括役は俺たちに向けて敬礼し、各船リーダーたちのところへ戻って陸を離れる指示をし始めた。


    　船員たちは陽気で、去り際ぎわ、気楽に声をかけてくる。


    「頑張れよ！」


    「楽しみにしてるぜ！」


    「ガツンとやってくれ！」


    「遠慮せずミサイルぶっ放してやれよ！」


    　さまざまな人種が入り交じっていて、世界各地で紛ふん争そうや戦争に参加している彼らには、この猿さる島しまの異様な状況も、さほど不自然には感じないようだ。


    　俺たちは、相場の数倍を超えるお金を彼らに払っている雇やとい主ぬしだ。だから彼らが温かい言葉をかけてくるのは当然かもしれない。それでも彼らの言葉には誠せい意いがこもっていると俺には感じられた。


    　彼らは軍用ボートに乗り込み、避難用の揚よう陸りく艦かんに向けて去っていった。
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    　俺たちは先日の来訪時に、司令部にしようと定めた丘の上までやってきた。


    　猿島には砲台跡が少なくないが、ここもそのひとつだったらしく、海に開けて一面を見渡すことができた。少し後ろに深い塹ざん壕ごうがあるので、防衛もしやすい場所である。


    　ここに司令部用の大掛かりな仮設テントを設置し、ロケット砲などの小火器、二〇台以上のノートパソコン、サーバ機器、電源装置、机や椅い子す、それから一〇台のテレビモニタなど、多くのものを持ち込んでいた。


    　ひとまず司令部が整ったことに満足したのか、恒こう太たは高慢にうなずく。


    「よし。準備は万全だ。建国の宣言をすることとしよう。衛星中継の準備を急げ」


    「あんたも手伝いなさいよ！　偉そうに突っ立ってばかりいて！」


    　ケーブルを繫つなげる作業に従事していた沙さ織おりは顔を上げ、恒太に向けて息巻いた。


    　実際、俺たちが衛星を通してライブ映像を世界に送り届ける準備している間、恒太だけは何もせず、王のように毅き然ぜんと胸を反そり返らせて立っているだけだったのだ。沙さ織おりが気け色しきばむのも当然である。


    　しかし恒こう太たは動じた風もない。


    「皇帝には皇帝の、従じゆう兵へいには従兵の役割があるのだ。沙織は従兵のひとりとして、皇帝に対する慎つつしみ深さを勉強し直した方がよさそうだな」


    「だ、誰が従兵だって言うのよ……」


    　ぶつくさ呟つぶやきつつも、沙織は作業に立ち戻った。言っても無駄だと悟ったのだろう。


    「繫つながりました！　世界中に映像を届けられるって思います！」


    　柚ゆずさんが声を上げた。


    　ひざまずいてノートパソコンをいじっていた柚さんに向けて、恒太は突っ立ったまま、睥へい睨げいするように指示を出す。


    「一般家庭に直接映像を配信しても効果はほとんどないぞ。テレビでなくては意味がない。テレビ局へ直接送り届けるのだ。リアルタイムでな」


    　柚さんと一緒にサーバを調整していた俺は顔を上げる。


    「大丈夫だ。いつでもテレビ局に繫げることができる。だが局に映像を送っても、映像を中継してくれないと意味がないぞ」


    「フッ、問題ない。過去に俺が名刺交換をした全世界のメディア関係者のメールアドレスはリスト化してある。そこに一いつ斉せいにメールで報告してやれ。今から一時間後、春かす日が恒太が世界に向けてスピーチをする予定だとな。あらゆる局が俺の映像を生中継し始めるはずだ」


    「わかった。今すぐ送ろう」


    　俺はうなずいて、さっそくノートパソコンに予定を打ち込み、記者たちへ一斉にメールを送信した。


    「カメラも準備ＯＫよ。ちゃんと映ってる」


    　映像機器を調整していた莉り音おんが声をかけてきた。


    「ふむ。確認しよう」


    　尊大に言い放った恒太は、莉音の傍そばにあるテレビモニタで映像を確認し、満足げにうなずいた。


    「それから沙織、次は演台の設置だ。台の上に、ミネラルウォーターも忘れずにな」


    「……恒太のバーカ……」


    　沙織は悔くやしげに唇をかみしめつつも、指示された通りカメラの前に演台を運び、ペットボトルを上に乗せた。演台は、アメリカ大統領が演説のときにちょこんと前に置いてあるような、スピーチ用の簡素な台である。


    「莉音、放映を開始しろ」


    「じゃあ流すわよ。はい、映像スタート」


    　俺たちはカメラの後ろ側──莉り音おんの傍に寄り、モニタの映像を眺めた。演台の映像と、その背後に広がる太平洋や晴れ上がった空がクリアに映し出されている。


    　他のモニタを使用し、幾いくつかのテレビ局にチャンネルを合わせてみた。世界のどの局も特集番組を組んでいて、大だい恐きよう慌こうの始まりをセンセーショナルに煽あおっている。


    　数分が経ったころ──。


    　あるテレビ局にチャンネルを合わせると、キャスターが興奮し、わめき散らすようにまくしたてていた。


    「ただいま、大恐慌の引き金を引いた世界の巨悪、春かす日が恒こう太たがもうすぐスピーチするという予告が入って参まいりました！　イタズラの可能性もありますが、春日恒太に取材をしたことがある弊へい社しやの記者たち数人に、直接メールが入ってきたのです！　我われ々われは念のため、この映像を中継いたします！　ご覧下さい、これがその映像です！　まだ誰も映っていませんが、本当に春日恒太が登場するのでしょうか!?　我々はこの映像の分析を進めています！」


    　誰も映っていない猿さる島しまからの絶景が、キャスターの背後に映し出されている。


    　他の局にチャンネルを回してみると、ぽつぽつと同じように猿島の映像を中継し始める局が増えてきた。やがて二〇分も経ったころには、どの局を回しても猿島の映像が送り届けられ、キャスターやコメンテーターたちが固かた唾ずを呑のんで映像の変化を見守るようになっていた。


    　意外にも早く、マスコミ各社は俺が流した予告に食いついてきていた。それほどまでに恒太は注目を集め、そしてどこを捜しても恒太が見つからない状況だったのだろう。糸口になる可能性が大きいなら、マスコミは必死になるはずだった。それに、仮にこれがイタズラだったとしても、不意に発生した緊急イベントとして、テレビ的に十分に有用なのだ。


    　待つ間、莉音はバッグのひとつから、もぞもぞと布きれを取り出した。布を広げ、莉音は俺たちに掲かかげる。


    「みんな、見て。この日のために用意しておいたの」


    　それは、一面の深いブルーの中央に、たったひとつ、黄金色に輝く小さな星が、ちょこんと瞬またたく旗だった。


    「それ、俺たちの国の旗か？」


    　俺が訊きくと、莉音は笑顔でうなずく。


    「うんうん。私たちの国旗よ。やっぱり象徴は準備しなくちゃと思ってね」


    「真ん中の小さな星は、地球？」


    「まぁそんなところね」


    「いいじゃないか、これ！」


    　俺は本心から褒ほめた。シンプルで、本当に良いと思えたのだ。


    「ほう……莉音にしては悪くない。よかろう、我が国の旗として採用する」


    「わかりやすくて綺き麗れいな国旗ね」


    「とっても素敵だって思います！」


    　恒こう太たも沙さ織おりも柚ゆずさんも、すぐに賛意を示した。


    「決まりだな。恒太の建国宣言のときに、ちゃんと見えるようにしておこう」


    　俺の提案に皆はうなずき、ロープで旗を括くくって、近場の木に掲かかげ揚あげることにした。俺たちは傍そばの木に集まり、アレコレと意見を交わしながら国旗を括りつけた。


    　国旗掲けい揚ようなのだから、本当は壮そう麗れいな音楽のひとつも欲しいところだが、軍楽隊など俺たちにありはしない。考えてみれば、笑っちゃうくらい貧相な作業だ。しかも、莉り音おんがパッと出してきた旗を、その場で即断して国旗に決定してしまうなんて、他の人が聞けばジョークとしか思えないだろう。だが、何もかも突とつ貫かん工事で行おこなう俺たちの国家建設には、逆に相応ふさわしいような気がする。


    　和わ気き藹あい々あいと国旗を括りつけていると、時刻はマスコミに約束した一時間が経とうとしていた。


    　腕時計を見やった沙織が伝えてくれる。


    「巳み継つぐがメールを送ってから、そろそろ一時間よ。準備した方がよくない？」


    「うむ。頃ころ合あいだ。行こう」


    　恒太は重々しくうなずいた。


    「頼むぞ、恒太」


    「お願いね。辛つらくなったらカメラの外に出て。すぐに映像を止めるから」


    「フッ、ジョークもほどほどにしておけ、莉音。困難などあるわけがない。むしろ春かす日が恒太の晴れ舞台だ」


    「応援しといてあげるわ。頑張りなさいよ」


    「頑張ってください、恒太くん！」


    　声援に見送られ、恒太は演台へと歩きだした。


    　恒太がテレビカメラの前に姿を現す。テレビを見やると、数秒のタイムラグの後、同じように恒太が登場するのが映った。テレビ局のキャスターが興奮しすぎて、獣けもののように何かを叫ぶのが聞こえる。


    　一〇秒ほど、恒太は無言で背筋を伸ばし、カメラを見み据すえていた。


    　やがて、ゴホンと咳せき払ばらいをして、静かな調子でスピーチを始めていく。


    「宇宙の未来を創造する新世紀の革命家──偉大なる春日恒太だ」


    　そこで十分な間を取り、威信に満ちた口調で続ける。


    「世界市民諸君。こうして諸君らと直接顔を合わせるのは数日ぶりになるだろうか」


    　どのチャンネルを回しても、恒太の映像が映っていた。キャスターやコメンテーターがガヤガヤと騒ぎながら映像を見守る局もあったし、淡たん々たんと恒太の映像だけを流している局もある。しかしどの局も恒太の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくを逃のがさず映し出そうとしている姿勢は共通していた。


    「その間、この俺は、世界の真の平和について考えていた。どうして戦争が続くのか？　なぜ経済が安定しないのか？　社会に欺ぎ瞞まんと偏見が満ちあふれている理由はなんなのか？　いつまで競争を続ければいいのか？　なぜ貧富の巨大な差は拡大していくばかりなのか？　どうして我われ々われは殺し合い、憎しみ合わなくてはならないのか？」


    　哲てつ学がく者のような物言いだ。いったい今回は、どういう論理展開をしていくつもりなのだろうか……。


    「その理由は、実は極めて単純だ。諸君らが無む知ち蒙もう昧まいだからである。諸君らが浅はかで、短慮で、妄もう想そうが甚はなはだしく、愚ぐ鈍どんなのも、すべて無知に端たんを発している」


    　さすがに俺は肝きもを潰つぶした。これ以上、市民を煽あおってどうしようというのだろうか。隣で見守る沙さ織おりも息を呑のんでいる。


    「そして無知こそ諸悪の根源だ。無知は扇せん動どうの友である。容よう易いに煽あおられ怒りに燃える諸君らは、人を傷つけ、見殺しにし、殺さつ戮りくし、自分だけ利り益えきに与あずかろうと企たくらみ、社会をいともたやすく破壊してしまう」


    　俺たちの心配など余よ所そに、恒こう太たはとうとうと演説を続けていく。


    「断言しよう。いかなる教育を施ほどこそうとも、民衆の大多数は常に無知であり、それが故ゆえに人間は悪だ。巨悪である人間どもに正義の鉄てつ槌ついを下すため、この俺はあえて無む慈じ悲ひに世界システムを一いつ旦たん破壊することにした。国際商業銀行は、高こう邁まいなる理想のため、人類が新しい時代を築き上げるための、貴とうとき犠ぎ牲せいとなったのだ」


    　そして恒太は目を瞑つぶり、想いを馳はせるような表情をした。国際商業銀行のジェットコースターのような道程を振り返っているのだろう。


    　はたと目を見開いた恒太は、壇上に両手をついて身を乗り出す。


    「世界市民諸君のような底知れないクズどもには、優れた統治を提供してやるしか救われる方法がない。だが安心するがいい。この俺が、諸君らの果てしない無知に打ち勝つ、優れた統治システムを提供してやることを約束する。春かす日が恒太という真の英えい傑けつの下で、全世界市民の幸福を約束する。世界は変わらなくてはならない。変化を恐れてはいけない。我々は不断の決意で無知と戦い、真実を手にしなくてはならない」


    　恒太は壇に拳こぶしを打ち付けた。とんでもないスピーチだが、恒太は本気なのかもしれない。


    「立ち上がるべきときが来た。今こそ立て。勇気を持つのだ。まずはこの俺が、不断の決意を諸君らに見せてやる。その決意を、世界に広く見せつけてやろう」


    　いかにも重大な宣言をする直前の合図のように、恒太は大きく息を吐き出した。


    「不当なる日本政府によって、古代より栄はえある独自の文明を築き上げてきた猿さる島しまは長らく占領状態に置かれていた。だが猿島住民となったこの俺は、猿島の日本からの独立を、今ここに、高らかに宣言する！」


    　デタラメを言い放った恒太は、両手を雄大に広げる。


    「崇すう高こうなる新国家の国名は『大革命部帝国』とし、政体は帝政を採用する。もちろん春日恒太が帝位に就く。そして大革命部帝国には、くまなく世界各国を平定し、全世界を自みずからの領土とする意志がある。この俺は世界皇帝として君臨し、やがて地球は黄金時代を迎えることになるだろう。そして虚こ空くうに燦さん然ぜんと光り放ち続ける星として、大宇宙を永遠に輝かせ続けるのだ。朕ちんは世界なり！」


    　傲ごう然ぜんと、恒こう太たは言い放っていた。


    「大革命部帝国の皇帝として、世界各国政府に通告する。我が帝国を、今すぐ国家として承しよう認にんせよ。帝国は、地球を一万回破壊できるだけの核兵器を保有している。核弾頭は帝国が独自開発した宇宙ミサイルに搭とう載さいし、天高く地上を見下ろす最先端科学技術の結けつ晶しようだ。故ゆえに諸国政府らに検討の余地はない。一週間以内に帝国を承認しない国は、帝国の敵と見なすことになる。妥だ協きようの余地はない。覚悟せよ」


    　そして恒太は背後の木を振り向いた。つい先ほど俺たちが掲かかげたばかりの国旗に手をかざす。


    　カメラの後ろに陣取っていた莉り音おんは、慌あわてて国旗にカメラを向けた。


    「見よ！　あれが大革命部帝国の神聖なる国旗だ。この俺が一〇年前にデザインし、この日のために心に決めていたものだ。我が国を承認する意向がある政府は、帝国の旗を掲げよ。さすれば帝国は大いなる慈じ悲ひをもって、その国を友好国として迎え、所属する国民を幸せにしてやることを堅く約束する」


    　恒太がこちらに向き直ったので、莉音もカメラを元に戻した。


    「そして世界市民諸君、いずれ、我が帝国に支配されることを期待せよ。我が帝国と共に新しき時代へと立ち上がれ。大革命部帝国は、いかなる世界市民をも国民として迎え入れる用意がある。ただ名乗りさえすれば、その日から、誰でも帝国臣しん民みんだ。我が栄光は世界市民と共にある」


    　恒太は再び拳こぶしを堅く握りしめ、壇上に打ち付ける。


    「世界市民諸君、今が世界革命のときなのだ！　人類の栄光も、未来も、永遠も、すでに諸君らの手のひらの中にある！　共に輝かしき未来を創り出そう！　大革命部帝国の旗の下もとに集つどえ！　人類の栄光のために！」


    　右腕を高々と掲げ、恒太は高らかに宣言した。


    　新生国家『大革命部帝国』が産うぶ声ごえを上げた瞬間だった。


    



    
      ◇

    


    



    　恒太が世界皇帝を僭せん称しようし、大量破壊兵器で各国を恫どう喝かつし、あまつさえ世界市民らをクズ扱いしたことで、あらゆる国で怒りの炎が吹き上がっていた。メディアは建国の暴挙を激しく非難し、民衆は恒太打倒を叫んだ。その糾きゆう弾だんの嵐あらしたるや史上空前のもので、世界中、大人から子供まで、ありとあらゆる老ろう若にやく男なん女によが恒太への怒りを露あらわにしていた。


    　すべてのテレビが二四時間にわたって恒こう太たを非難する番組を放映し、新聞は一字一句に至るまで恒太を糾弾する文言で埋うめ尽くされていた。新聞の社説は次のようなもので、猛たけ々だけしい文句が羅ら列れつされている。


    



    「世界大だい恐きよう慌こうの引き金は、春かす日が恒太が意図して引いたものだったことが明らかになった。春日恒太は人類最悪のテロリストだ。あらゆる手を尽くして捕らえ、国際法ほう廷ていで裁さばかれなくてはならない」


    



    「もはや春日恒太は、国際商業銀行の経営破は綻たんを引き起こした男などというレベルではない。世界を蝕むしばむ、史上最強のウィルスだ。春日恒太は人類を滅ほろぼそうとしているに違いない。我われ々われは決然とこの挑戦に立ち上がらなくてはならない」


    



    「突とつ如じよとして日本の領土を奪い、大量破壊兵器で人類を脅きよう迫はくするなど、許されるべきことではない。世界秩ちつ序じよを破壊しようと企たくらむ暴ぼう虐ぎやく非ひ道どうな行おこないだ。歴史上稀まれに見る罪である。春日恒太には極刑こそ相応ふさわしい」


    



    「ついに春日恒太が本性を現した。けだもの以下の本性だ。しかし人類は、この春日恒太という大敵に打ち勝てるはずだ。今こそ我々は決意を新たにし、この不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵に立ち向かわねばならない。人類は、恫どう喝かつになど屈しない」


    



    　十二分に予想できたこととはいえ、轟ごう々ごうたる非難は地球を一色に染め上げた。


    　あらゆるメディアが興奮し、すべての人が高ぶった。


    　人類は、この事態に熱狂していた。
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    　国家として、真っ先に反応したのはアメリカだった。


    　アメリカ大統領マーク・カーチスが演説している場面が、幾いく度どもテレビに映し出された。


    「大革命部帝国なるデタラメな建国宣言について、アメリカが承しよう認にんすることは未来永えい劫ごうありえない」


    　大統領は言い切り、真しん摯しな口調で世界中に訴うつたえていく。


    「春日恒太の宣言は、安定した世界の秩序を破壊しようとする恐るべきテロリズムだ。春日恒太を葬ほうむり去らない限り、人類に春は訪れない。貴とうとい自由主義を破壊する大逆人と戦おう、私たち自身と、家族のために。私たちは仲間の屍しかばねを乗り越えてでも前進し、自由と民主主義を勝ち取らなくてはならない。それが、この身を自由主義世界のために捧ささげてきた勇ゆう敢かんなる父祖たちに対する責任だ。春かす日が恒こう太たは恐るべき敵だが、アメリカは決して怯ひるむことはない！」


    　大統領に続き、国防長官のスピーチもテレビの話題をさらった。


    「ペンタゴンと各情報機関が一致団結し、総力を挙あげて、春日恒太が保有する軍事力について調査している。そしてまた、春日恒太の暴ぼう虐ぎやくなる振る舞いを白はく日じつの下もとに曝さらし、今何が行おこなわれつつあるのか、できるだけ正確に世の中に伝えることが我われ々われの使命だと心得ている」


    　アメリカは俺たちとの対決姿勢を全面的に打ち出し、世界中の市民もアメリカの姿勢に拍手喝かつ采さいを贈った。


    



    
      ◇

    


    



    　アメリカに続き、ありとあらゆる国家が、メディアを通して恒太への非難声明を出し始めた。


    　激しい口調で恒太への敵意をむきだしにする国もあれば、粛しゆく々しゆくと国連への協力を表明する国もある。次々とテレビに映し出されてゆく各国代表者による声明は、まるで選挙速報のようだった。


    



    　二番手を取ったのはフランス大統領だ。


    「領土を侵しん略りやくされた日本を支援するため、軍事的に協力することもフランスは惜しまない。国際社会と協調し、我が国は率先して脅きよう威いに立ち向かうだろう」


    



    　続いてイギリス首相。


    「春日恒太は地球史上最悪のテロリストだ。イギリスは決して野や蛮ばんな振る舞いを許さない」


    



    　それから五〇か国ほど非難声明が続き、ずいぶん遅れて日本がコメントを出した。領土を切り取られ、この事件にもっとも近いところにいるのが日本だ。


    　総理ではなく、官房長官が粛々と事態について意見を述べる模様が放送された。


    「本気なのかどうか、まずは確かめねばならない。その上で国際社会と協力し、問題の解決を図っていく考えだ」


    



    　この日本のスタンスには、各国のマスコミから非難が集中した。しかも自国の領土を今まさに切り取られようとしているのに、「問題の解決」などという生なま温ぬるい言葉を用い、他ひ人と事ごとのような曖あい昧まいさは嘲ちよう笑しようすら呼んだ。


    　しかし考えてみれば、メトロポリス東京の目と鼻の先で起こっている一大事件である。猿さる島しまには、ハリネズミのようにミサイルが乱立している状況だ。大革命部帝国がどう出るかもわからない状況で、激しい非難声明を出して東京を狙ねらわれるようなことがあれば、それは無能政府に違いない。だから日本としては、マスコミや民衆が日本政府の弱腰を非難しようとも、有う耶や無む耶やな状態にしておかないと危険だと判断せざるを得ない状況でもあったに違いない。


    　各国政府はその事情を理解していたのだろう、日本に同情的な見解を発表する政府が多かった。しかしマスコミや民衆は、日本政府の弱腰を決して許そうとはしなかった。恒こう太たを叩たたく以上の勢いで、日本政府に怒りをぶつけ、罵ののしった。その混乱がまた政争の道具になり、与党も野党も入り乱れ、日本の国内にはどこにぶつけていいのかわからない怨えん嗟さの声で満ちあふれた。


    　こうなると、頼りになるのはいつでもアメリカである。今や世界中が、この事態をアメリカが率先して切り開き、恒太と対決してくれることを望んでいた。
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    　夜。


    　俺たちはコンロを囲み、鍋なべをつつき合っていた。テレビは点つけっぱなしにしていたが、とくに新しい話題は流れてこなかった。どこの局も事態の分析や、今後の予想など、適当なことをわめき散らしているだけである。


    　沙さ織おりが呆あきれて恒太を見やる。


    「世界中ですっごいバッシングね。だいたい、あんたの演説が過激すぎたのよ。挑発してどうするの？」


    「どんなシナリオに展開しようとも、俺たちは最低一度は必ず挑戦を受ける身だ。その挑戦から逃のがれることなどできない。ならば連中が我われを忘れている間に組み伏してやればいいのだ」


    「こんなに世界中から言われて、恒太はなんともないの？」


    「フッ、愚ぐ民みんどもとはそういうものだ。蝉せみが鳴くことに怒りをぶつける者などおるまい」


    「まったく……鉄の心臓ね」


    「ギガスですべてを見通しているのだよ。神だけにな」


    「どこが最初に挑戦してくるだろうか。アメリカはいずれ来るだろうが、日本は主権が侵おかされてるのに意外と冷静だな」


    　そんな俺の疑問に莉り音おんが応じる。


    「冷静というより……大おお原はら総理が浮き足立っているから、方針をまとめきれないのでしょう。一番驚いているのはあの人ね」


    「日本が直すぐに突っ掛かってこないということは、数日は何事もなく過ぎちゃいそうね」


    　沙織がそう言ったとき、ＢＧＭ代わりになっていたテレビから、聞き覚えのある声が飛び込んできた。


    　テレビに映っていたのはＣＩＡ長官──ワレス・ウィットロックだ。俺と莉音は一度、ローザに呼ばれ、紅茶をご馳ち走そうされたときに会っている。


    　どうやらアメリカ議会に喚よび出され、証言をするところのようだ。世界中の議会が、恒こう太たの建国宣言にどう対応すべきかずっと議論を重ねているが、アメリカも例外ではない。緊急で呼び出されたのか、それともＣＩＡが調査結果をまとめて報告を希望したのだろうか。注目度が高いだけに、生放送されるらしい。


    　証言台の前に立ったウィットロックは、重々しい声で報告を始める。


    「ＣＩＡおよびペンタゴンが総力を挙あげて、今回の春かす日が恒太による歴史的悪行を追いました。私はＣＩＡ長官として、目も覆おおいたくなるほどの、驚くべき大罪の数々があったことを世界の皆様にご報告しなくてはなりません。実に憂ゆう鬱うつ極まりない、気の重い仕事です」


    　声音には疲れた響きが混じっているが、証言する態度は堂々としている。


    「国際商業銀行の破は綻たん処理調査チームが手を尽くしたところ、その異常な資金の捻ねん出しゆつ過程が見えて参まいりました。ＫＫネクストのシステムに、極めて精巧に偽ぎ装そうされたセキュリティホールが発見されたのです。そのセキュリティホールから、ＫＫネクストの監査情報が、いち早く春日恒太の管理するサーバに抜けてくるように仕組まれておりました。つまり……壮大なインサイダー行為が行おこなわれていたのです」


    　満場の議員たちはどよめいた。


    　報告は正確な内容だった。当の俺たちも映像に引き込まれてしまう。


    「ＫＫネクストを運営する立場にあった春日恒太だからこそできた、驚くべき不正です。世界で一番早くＫＫネクスト上じよう場じよう企業の監査情報を入手し、株価が上がるか下がるかを弾はじき出し、自分だけインサイダー情報を元にして売買を繰り返していました」


    　議員のひとりが手を挙げる。


    「春日恒太はどれほど儲もうけたんですか？」


    「調査中です。しかし我われ々われは、一〇〇兆ドルは優に超えるであろうと予測しています」


    　再び議員たちがざわめいた。一〇〇兆ドルは、一ドル一〇〇円で換算すると、一京けい円という計算だ。とんでもない！


    　インサイダーで得た利り益えきは、その一〇分の一……一〇〇〇兆円ほどだろう。ウィットロックは、意図して誇こ張ちようしているに違いない。


    　俺は皆を見やって言う。


    「インサイダーの話は正しいが、不正した金額がすごいことになってるな……。本当に俺たちがわずかな期間で一京円も抜いていたとしたら、経済なんて成り立たなかったろう」


    「ギャラクシージュースを一〇兆缶も売らなくちゃいけません。そんなの無理だって思います」


    　柚ゆずさんは数字より、缶ジュースで換算した方がわかりやすいらしい。


    「ＫＫネクスト市し場じように集まっていたお金の総額って、一番多いときでも二京円に達してないわよね？　いくらなんでも言い過ぎだってわかりそうだけど……」


    　沙さ織おりは言葉を濁にごらせた。


    「実際には、その辺ちゃんと考える人はいないと思うわよ。ただ数字を聞いて、怒りくるうだけね」


    　莉り音おんはあっけらかんとしていた。


    　恒こう太たは不敵に微笑ほほえむ。


    「ククク……いいではないか一京けい円。俺の力を世界に見せつける悪くない宣伝だ」


    「あんたは気楽でいいわね……」


    　沙織はため息をついた。


    　ウィットロックは報告書のページをめくり、次の話に入ってゆく。


    「さらに皆さんに口くち惜おしい報告をしなくてはなりません……。春かす日が恒太が世界皇帝を僭せん称しようする以前、猿さる島しまとその周辺海域には八〇〇〇人を超える世界各国の観光客がおりました。彼ら一派は観光客らを脅おどして捕らえ、建国宣言の直前、彼らを皆殺しにしたのです」


    　議員たちは沈黙した。意味がわからないようだった。


    　テレビを見ていた俺たちも押し黙った。そもそも小さな猿島に、八〇〇〇人も入れませんから！


    「見て下さい。これが、隙すきをみて偶然逃げ出すことに成功し、咄とつ嗟さに海に飛び込んだ観光客が、対岸の岸壁にたどり着いて撮った写真です」


    　ウィットロックは大きな写真を台の上に載せた。テレビカメラがアップすると、海の一部がどす黒く染まっていた。血……なのだろうか……？


    「皆さんには、海が赤黒く染まっているのがわかりますか……？　……おそるべき事態です。彼らは、泣き叫ぶ女性や子供まで容よう赦しやなく殺さつ戮りくしました。神に逆らう悪逆非道の行為です」


    　瞳を潤うるませたウィットロックは、残念そうに首を振った。


    　写真は精巧なものだったが、俺たちには加工したものであることは確信が持てた。だが普通の視聴者は、恒太の暴ぼう虐ぎやくに盛んに怒りをぶつけていた最中だけに、八〇〇〇人から流された血なのだと信じ切ってしまうだろう。


    　テレビカメラは、静まりかえる議会を映しだした。目を見開いている議員もいれば、神に祈りを捧ささげる議員もいたし、無念さに打ちひしがれている議員や、怒りと悲しみで頰ほおに涙を伝わせている議員もいた。


    「また我われ々われはＮＡＴＯ諸国やロシアと協調し、猿島近郊で行おこなわれた虐殺から間かん一いつ髪ぱつで避難し、ボートピープルとなってウラジオストークに流れ着いた一八〇〇人を保護しました。この人々の幾いく人にんかは軍務経験があり、団結して虐殺を逃のがれることができたのです。彼らは口々に春日恒太の非情さを訴うつたえています」


    　どう見ても、ジリヤのところから派は遣けんされた旧軍人たちだ。本当にありがとうございます。まぁ、彼らが無事であればそれでいい。


    「さらに我々の調査によれば、猿さる島しま近海に集結する複数のタンカーが、大量殺人用のガス室を備えた艦船に改造されていることを突き止めました。亡なくなった八〇〇〇人のうち、一部の者は、この工場で『処理』されました」


    『処理』というショッキングな言葉は、議員たちの怒りを燃やすのに十分だった。テレビの前の視聴者たちは、もっと激高していることだろう。


    　議員たちは言葉にならない声を上げ、地じ団だん太だ踏んで殺された人々のために憤ふん激げきしていた。


    「もう一つだけ報告に付け加えさせてください。人々が虐ぎやく殺さつされたことに比べれば小さなことですが……国際商業銀行の破は綻たん時、本店金庫に備び蓄ちくされていた大量の金地金や宝石類が持ち出されました。これらは本来、国際商業銀行の預金者のモノです。春かす日が恒こう太たは最後に、国際商業銀行からそれらを根こそぎ盗み出したのです」


    　俺たちが、国際商業銀行東京本店の地下金庫から、金や宝石を移動したのは事実だ。しかし、そこにあった金や宝石はすべて、インサイダーで稼かせぎ出した資金を使って集めたものだ。故ゆえに国際商業銀行の預金者の資金は一いつ銭せんも混じっていない。預金者の資金は、国際商業銀行の資金繰りが行き詰まったことで、吹き飛んでしまったのだ。俺たちが手をつけたわけじゃない。もし俺たちが預金者のお金に不当に手をつけていたら、ずっと以前に行員たちが告発していただろう。


    「……参まいったな。ここまでやるか、普通」


    　苦にが々にがしく言って、俺は頭を抱かかえた。


    　莉り音おんもため息交まじりに口にする。


    「本当の話は、最初のインサイダーだけだったわね……。二割の真実に、八割の噓うそを混入させてきたってわけか……。完全に噓で塗り固めていないところが憎らしいわねぇ。インサイダーをマスコミが調査し始めれば、いずれ本当の報告だったってわかるし……人々はすべての話を信じてしまうでしょう」


    「なかなかやるじゃないかＣＩＡは……。ククク、いいだろう、俺の敵と認めよう。それでこそ我がライバルに相応ふさわしい……」


    　恒太はそれでＯＫらしかった。


    「俺たちがとんでもない行為をしていることは事実だけど……真っ正面から建国に取り組んでいて、情報操作は仕掛けていないつもりだぞ。一本取られたな」


    「こ、こんなことってあるの……？　どうするの……？」


    　さすがに沙さ織おりは狼ろう狽ばいしたようだ。


    「アメリカは、私たちと開戦の意志を固めたってことよ。その戦いに勝ちきるしかない」


    　決意を込めて莉音は言った。


    「勝てばいいのだよ勝てば。アメリカを下せば、春日恒太が名実ともに世界を統治することになるのだ」


    　恒こう太たは気楽で羨うらやましい……。


    



    
      ◇

    


    



    　ＣＩＡの報告から翌日の国連総会。


    　話題は大革命部帝国のことだけで占しめられた。先日まで大だい恐きよう慌こうへの対応の方法を巡めぐって対立を繰り返していた各国が、たちまち一致団結することになったのだ。アメリカ議会で昨日発表された調査報告によって、全世界の世論が「春かす日が恒太憎し！」で固まったことが大きい。


    　壇上、熱弁をふるっていた事務総長は、国連の決定事項を高らかに読み上げる。


    「私たちは全会一致で、春日恒太を『人類の敵』として認定することを決議いたしました」


    　その瞬間、満場の人々は一いつ斉せいに立ち上がった。そして高らかな拍手と歓声が、会場いっぱいに響き渡った。


    「世界各国の皆さん。私たちの人類文明は、とてつもない敵の出現によって、大いなる困難に直面しました。しかし私たち人類は叡えい智ちを結集し、この苦難を乗り越えることができると確信しています。戦いましょう、『人類の敵』と！　全世界が一致団結して！」


    　事務総長の締めくくりの言葉は、いっそうの喝かつ采さいをもって迎えられた。


    



    
      ◇

    


    



    　それから、恒太がいかに悪逆非道な人物なのか、ありとあらゆる特別番組でクローズアップされ続けた。


    　なかでも目を引いたのは、猿さる島しま大だい虐ぎやく殺さつのシミュレーションだ。


    　聞いたこともない名前の公的機関から提供された猿島虐殺の映像を、各メディアがそれぞれの番組に取り入れた。その公的機関も映像も、ＣＩＡあたりが用意したものに違いない。


    　猿島に停泊する艦かん船せんの甲かん板ぱん上に集められた人々が、マシンガンの一斉掃射で蜂はちの巣すにされ、甲板は血の海で染まっているＣＧ。タンカー船の内部に多くのガス室と、死体の処理施設が完備されている様子。人々が家畜のようにベルトコンベアに乗せられ、流れ作業で虐殺されていった状況──。映像は、それらを具体的に解き明かしてみせていた。


    　極めつきは、泣き叫ぶ幼児を恒太が撃ち殺し、ニヤッとほくそ笑むＣＧだ。それが、しつこいくらいに繰り返し放映されたものだからたまらない。見る人すべての心に衝撃が走ったことだろう。


    　これらの映像を元に、名だたる知識人たちが恒太を「目を背そむけたくなるほどの猟りよう奇き的な人物」であると断定し、世界でも稀まれに見るサディストとして恒太は名を轟とどろかせたのだった。


    



    
      ◇

    


    



    　ホワイトハウス前には、世界中からマスメディアが集結していた。


    　晴れ上がった空の下、アメリカ大統領が決意を表明するというのである。時期が時期だけに、人々は大統領の言葉を聞きたがっていた。今や恒こう太たを一撃の下もとに葬ほうむり去ることができるのはアメリカ大統領であると、世界中の人々が期待を寄せていたからだ。


    　テレビカメラはホワイトハウスを映しだし、その手前にステージが設けられ、大統領が登場するのを今か今かと待っている。ステージの周りは、厳重なチェックの果てに選ばれた聴衆と、マスコミ各社が取り巻いていた。


    　颯さつ爽そうと登場したアメリカ大統領マーク・カーチスは、盛大な拍手をもって迎えられた。


    　壇上、大統領は真剣に聴衆を見回したあと、力強くスピーチを始めてゆく。


    「かつてアメリカは、あらゆる挑戦を受けてきた。世界を蝕むしばむ全体主義も、人々を家畜化する共産主義も、私たちが大切に慈いつくしみ育はぐくんできた自由を破壊しようと過か酷こくな刃やいばを向けてきた。その度たびごとに私たちアメリカ人は、手に手を取って、歯を食いしばり、自由を守るため戦い続けてきたのだ」


    　大統領の言葉には熱気がこもっていた。


    「あなたの父親も、祖父も、曾そう祖そ父ふも……そしてまた建国の父たちも、アメリカの未来のためにその身を捧ささげてきた。私たちが今あるのは、疑いようもなく彼らのおかげである」


    　それから大統領は、祖先たちがいかに悪と戦い、勝ち続けてきたのかを切々と訴うつたえ続けた。アメリカ建国の歴史を振り返り、そして第一次世界大戦や第二次世界大戦、ソ連との冷戦、近年のテロとの戦いで、アメリカがいかに自由を守るため犠ぎ牲せいとなって戦い続けてきたか、思い返すように呼び掛けた。テレビを通して聞いている俺でさえ、この演説は、アメリカ人の心を揺さぶる名演説であると思えた。


    　やがてスピーチは、恒太との戦いへと舞台を移していく。


    「──そして今、私たちの祖先が脈々と築き上げてきた自由が、おぞましき『人類の敵』によって脅おびやかされている。私たちは立ち向かわなくてはならない。次の世代の子供たちに自由なアメリカを約束するのは、ほかならぬ私たちの使命であり義務である。今度は、私たちの番なのだ！」


    　大統領は、まるで恒太がするように、拳こぶしを壇上に打ち付けた。優秀な役者が行おこなう演説は、突き詰めていけば、どれも同じような形になっていくのかもしれない。


    「私たちの前に現れた『人類の敵』はしぶとく、強暴で、血も涙もない存在だ。無む慈じ悲ひに人々を殺さつ戮りくし、泣き叫ぶ女性や子供にまで容よう赦しやしない男だ」


    　この猿さる島しま大だい虐ぎやく殺さつの話題は、何度でも人類の怒りを呼び覚ますに違いない。大統領は捏ねつ造ぞうだと知っているのだろうか、それとも本気で信じているのだろうか。わからない。どちらの可能性もある。


    「だが私たちなら打ち勝てる。それほど強大な敵だとしても、アメリカならば打ち勝てる。私たちには、建国の父たちから受け継がれてきた無限大の力があるはずだ！」


    　大統領は壇上に身を乗り出す。


    「アメリカは戦う。自由を蝕むしばむ『人類の敵』を、私たちの力で打倒するのだ。自由のために、子供たちのために、そしてアメリカの光ある未来のために！　今こそ私たちが戦いを挑いどむべき時だ！」


    　オーケストラのクライマックスに相応ふさわしい鮮烈な口調で、大統領は宣言する。


    「行こう、強大な『人類の敵』の前に！　進もう、獰どう猛もうな『人類の敵』をものともせず！　強暴な『人類の敵』に、自由が難攻不落であることを誇り高く示そう！　アメリカは打ち勝つ！　アメリカは春かす日が恒こう太たを圧倒し、再び世界に、自由の旗を打ち立てるのだ！」


    　演説が終わった瞬間、すべての聴衆が絶叫した。


    　その雄お叫たけびはワシントンを揺るがすほどだった。


    　実際、テレビを通して演説を見ていたワシントンに住むすべての人々が、外に飛び出し、声を張り上げ星条旗を掲かかげ、ホワイトハウスへ向けて集結し始めたのだ。その行進と雄叫びはリアルタイムで、全世界へと中継された。世界の人々の声なき声を代弁するような、千万の人々の大行進だった。
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    　ホワイトハウスの前には見渡す限りの群衆が集つどい、腕を振り上げ、跳びはね、あらん限りの力で咆ほう哮こうし、まるで大革命が始まったのかと錯さつ覚かくするほどの動乱にさえ見えた。


    　そして群衆の怒りは頂点に達し、どこからともなく始まったＵＳＡコールの熱狂が、辺り一面を包み込んだ。


    「ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！」


    「ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！」


    「ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！」


    「ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！」


    「ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！」


    「ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！」


    「ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！」


    「ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！」


    「ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！」


    「ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！」


    　すべてのアメリカ人が拳こぶしを空に突き上げ、世界の自由を守る決意を高らかに表明したのだ。


    　ホワイトハウス前には、見たこともないほどの大群衆が結集し、いつまでも終わらないＵＳＡコールが響き続けた。


    　部費、一京けい二五〇六兆八〇〇〇億円。借しやつ金きん、九〇七四兆五八〇〇億円也なり。


    （部費のうち、金・銀・各種宝石類の評価額、約一京二〇〇〇兆円相当）

  



  
     第六章　宣戦布告


    



    　テレビには、大おお原はら総理が映っていた。声明を出すのは官房長官に任せていたのに、今度は大原総理である。


    　どのチャンネルでも、日本の総理大臣の緊急記者会見として、同じ映像が映っていた。


    「日本国民の皆さん。我が国は今、非常なる危機に陥おちいっています。大量虐ぎやく殺さつを躊ちゆう躇ちよしない恐るべきテロリストの出現によって、私たち日本人は、首都に刃やいばを突き付けられるという恫どう喝かつを受けるに至りました」


    　首相官邸の記者会見室は静まりかえっていた。


    「しかし、悲ひ嘆たんにくれているわけにはいきません。この凶きよう刃じんを排除せねば、我が国に未来はないのです。今こそ団結し、立ち向かわなくてはなりません」


    　壇上に両手をついた総理は、一途に語る。


    「振り返れば我が国は、迫り来る苦難が大きければ大きいほど国民は強く結束し、持てる力を最大限に発揮してきました。世界史の奇跡とも言える明めい治じ維い新しんでも、日につ清しん・日にち露ろの戦せん役えきでも、敗れたとはいえ第二次世界大戦でも、戦後の復興や高度経済成長期においても、私たちは常に団結してきた。私たちなら打ち勝てる。たとえ相手が強大で恐るべき『人類の敵』であろうとも、自みずからの生存権が脅おびやかされるなら、私たちは誇り高く武器を取って戦う」


    　そこで一息ついて間を取った大原総理は、言葉に力を込める。


    「最高指揮監督権を持つ総理大臣として、陸・海・空の自衛隊に出動を要請しました。全力を以もつて首都を守り、かつ、我が国の領土を不当に奪ったテロリストを制圧する構えです」


    　それは、紛まぎれもない日本の宣戦布告だった。


    　俺はいささか驚いた。アメリカの宣戦布告が先になるのではないかと予想していたのだ。


    　日本の自衛隊は、兵器の質や練度が極めて高く、統率の取れた強い軍隊だが、あくまで防衛能力に特化している。対潜水艦戦闘と防空戦闘・邀よう撃げき能力だけは世界最高水準にあるが、バランスに欠け、猿さる島しまのような孤島に海を越えて侵しん攻こう作戦ができるような能力を持ち合わせてはいない。要は、国土を防衛する能力は世界のトップレベルだが、他国に侵攻する能力がまったくないという不思議な軍隊構成なのである。


    　まともな海洋国家なら一〇万人を超える揚よう陸りく能力を持っているのに、日本の場合、仮に全艦かん艇ていを一か所に集中できたとしても、わずか一万人程度しか部隊を揚陸できない。数少ない輸送艦をミサイルで撃沈されてしまえば、揚陸すらできなくなる。大量のミサイルで武装した猿島に、自衛隊が陸軍を送り込んで制圧することは難しいのだ。


    　世界大戦に敗北した日本は、強力な海軍の復活を許されず、特定分野でアメリカをサポートできるように整備されてきたのである。だから、単独で開戦に踏み切ってくるとは考えていなかったのだ。


    　マスコミ各社も予想外だったようで、全世界に最速で伝達され、あらゆるマスコミにトップニュースとして報じられた。


    　世界大戦以降、軍事行動に曖あい昧まいなスタンスを貫つらぬくことが多かった日本にとって、大きな転換点になる出来事である。ここ一番の政治力がある大おお原はら総理だからこそ、成なし遂とげられたことだろう。


    　大原総理の決断に、日本国民は熱狂した。溜ため込んでいた何かが爆発したようだった。
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    　日本の宣戦布告に、俺たちは素早く対処することにした。恒こう太たのスピーチを通して、軍事行動に制約をかけようと目もく論ろんだのである。


    　おそらく日本の軍事行動は早くない。なぜなら、宣戦布告前に自衛隊に大きな動きがあれば、必ずマスコミがすっぱ抜いていたはずだからだ。日本のマスコミだけなら政府の統制を強要することができるが、世界各国のマスコミが日本の動向を注視している状況で、自衛隊の隠おん密みつ行動などできるわけがない。少なくとも自衛隊に目立った動きがなかった以上、本格的な展開はこれからになるだろう。


    　前回と同じように、事前に全世界のメディア各社へ恒太スピーチの予定を記載したメールを送りつけていった。


    　すでにマスコミ各社は、俺たちが送り届ける映像を二四時間チェックしていたから、メールを送らなくても、すべての局で中継されることは間違いない。それでもテレビ局が視聴者に恒太演説の予定を事前に告知しておいてくれた方が、視聴率が非常に高まり、スピーチの影響力が大きくなるのだ。


    　テレビはぽつぽつと猿さる島しまの模様に切り替わっていく。


    　恒太が演説台に立った。


    「宇宙の未来を切り開く世界皇帝──偉大なる春かす日が恒太だ」


    　いつものように、淡たん々たんとした口調から始まった。


    「まず始めに言っておく。平和をこよなく愛する大革命部帝国は、建国にあたり、誰ひとり殺してはおらん。だがしかし、この俺は、ＣＩＡなどと低次元の争いを繰り広げるつもりは毛頭ない。どの情報を信じるも信じないも諸君らの自由だ。たまには、その浅はか極まる知能を使い、少しは考えを巡めぐらせてみてはどうかね？」


    　悪ノリしているとしか思えない挑発だった。恒太としては、どんなシナリオに動くとしても、アメリカと一戦交まじえざるを得ない状況になっていると考えているのだろう。


    「だが、たったひとつだけ、ハッキリさせておきたいことがある。どうやら諸君らは、大革命部帝国の強大なる軍事力を見くびっているらしい。我が帝国には、全世界を敵に回せる力がある。だからこそ帝国を国家として承しよう認にんしろと、人情味[image: ]あふれるこの俺は教えてやったのだ。なんという優しさだろうか」


    　ふいに恒こう太たは空を見上げた。視聴者も釣られて、思わず上を向いてしまうかもしれない。


    　視線をカメラに戻した恒太は続ける。


    「我が帝国は、核弾頭を搭とう載さいした宇宙ミサイルを二七〇〇〇基保有している。全世界の空の上、俺たちが保有する宇宙ミサイルがくまなく地上を見下ろしている。地球上のどの国だろうと、まったく同じ時間で帝国の宇宙核ミサイルが到達するのだよ。……ほう……諸君らは信じぬのか……？」


    　本当はアテスミサイルの数が二七〇基で、そのうち九基に核弾頭を搭載しているにすぎない。大げさすぎる内容を、どこまで信じてもらえるだろうか。


    「いいだろう。温情豊かなこの俺は、諸君らに証しよう拠こを示してやらねばなるまい。暗あん愚ぐな諸君らを統率するためには、力によらねばならぬと今一度悟ったところだからな」


    　恒太はノートパソコンを取り出した。柚ゆずさんの統合防衛システムを搭載し、アテスミサイルにもアクセス可能なパソコンだ。


    　壇上、ノートパソコンに何かを入力した恒太は、カメラに向き直る。


    「世界皇帝として下々の者に勧告する。今から二時間後、太平洋上──経度一六〇度、緯度二八度の地点に核兵器を落とす。それが帝国の軍事力を示す何よりの証拠となるだろう。周辺海域にいる艦船は、可能な限り速すみやかに待避せよ。繰り返す。周辺海域にいる艦かん艇ていは、速やかに待避せよ」


    　テレビのボリュームはかなり下げていたが、アナウンサーが絶叫する声が聞こえた。


    「では諸君、いずれまた会おう。刮かつ目もくせよ、我が帝国の偉大なる力に！」


    　スピーチを締めくくった恒太は、最後に胸を張り、尊大な態度でニヤリと笑ってみせる。そこで莉り音おんが映像を切った。
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    　スピーチが終わった直後から、テレビでは大騒ぎになっていた。当然だろう。アメリカの熱狂や、日本の宣戦布告の話題すら消し飛んでしまっていた。


    　テレビから聞こえる叫きよう喚かんをＢＧＭ代わりに、俺たちはスピーチを終えたばかりの恒太を囲んだ。


    「聞いた通りだ。二時間後、核兵器を落とす。用意しておけ」


    「なんだ、まだ発射してないのか。操作していたみたいだったが」


    　俺が言うと、フッと恒こう太たは鼻で笑う。


    「演出だ。アテスミサイルの地上到着時間はおおよそ一六分。ならば、今すぐセットする必要性はなかろう。実際に放つのは、周辺海域に艦船がいなくなっていることを確認してからだ」


    「なるほど、了解した。衛星を通してチェックしよう。柚ゆずさん、周辺海域をモニタしてもらえる？」


    「はい！　お船を探せばいいんですね？」


    「ああ、他の船がいるかどうか、ちゃんと避難しているかどうか、確認するんだ。あとで俺も一緒にチェックするよ」


    「頑張ろうって思います！」


    　柚さんは機器類のところに向かい、ノートパソコンをチェックし始めた。


    　沙さ織おりが恒太に問とい質ただす。


    「ていうか、そんな重大なこと、なに勝手に決めてるわけ？」


    「いずれにせよ一撃は見せつけておく必要があるからだ」


    「どうして？」


    　恒太の代わりに莉り音おんが応じる。


    「私たちの手持ちの核カードは、本当は多くないからね。実数は九基しかない。このたった九つを有効な切り札とするためには、実際の戦闘で使うんじゃなくて、デモンストレーションで使用するのがベストなの。一基目を放つタイミングとしては悪くないわよ」


    「その通り。戦闘で核を撃ち合ったら、大革命部帝国はアメリカに対抗できまい。しかし、帝国が核を保有しているということが明らかになれば、核の撃ち合いにはならないのだよ」


    「そ、そっか……。こっちに核があると知られれば、たとえアメリカでも攻撃には二の足を踏むから……カードとしての威力が増すってことなのね……」


    　沙織は納得したようだった。


    　莉音は説明を続ける。


    「実際問題、核弾頭を九つ地球に落としたって、地球の大半の軍隊にダメージを与えることは不可能でしょ。ならばカードとして有効に使える方法を模索した方がいいの。私たちの次の目標は外交的な勝利にある。破は綻たんした地球経済を、私たちが新しい金きん融ゆうシステムを導入させることで復活させるわけ。それが私たちの世界革命」


    「今回もギリギリの綱渡りだが、俺たちは何度も渡りきって、死線を乗り越えてきた。今度も打ち勝てるはずだ。これが総決算ということだな」


    　俺の言葉に、恒太は怪しく微笑ほほえむ。


    「ククク、すでに勝負はついている……この俺が世界皇帝となった時点でな……。俺が帝位に就いた瞬間の愚ぐ民みんどもの歓喜と熱狂は、地球が変わる何よりの証しよう拠こだ」


    「歓喜と熱狂っていうより……怒りと悲しみだったと思うけど……」


    　呆あきれて沙さ織おりはつぶやいた。


    　それから二時間近く、俺は柚ゆずさんを手伝って周辺海域をモニタし、莉り音おんと沙織は総司令部となる砲台跡に、陣地らしきものを作る作業に従事した。その間、恒こう太たはと言えば、もぬけの殻からだった岸壁の売店から引っ張り出してきたチェアに胸を反そらせて腰かけ、ひとり尊大にほくそ笑んでいるだけで、まったく何もしなかった。俺たちが必死になって働いているのを、すぐ傍そばで見ているのにだ。態度だけは本物の世界皇帝である。


    　また、いくつかのテレビは点つけっぱなしで放置していたが、マスコミが右往左往して盛大に騒ぎ立てている様子だけは伝わってきた。


    　恒太の宣告から一時間四〇分が過ぎたころ──。


    　俺は皆を集めて報告する。


    「目標ポイント近辺に艦船はいなくなっているし、近づいていた艦船も針路を変えているようだ。潜水艦はわからないけど、そっちは大丈夫だろう」


    「ならばよし。アテスミサイル、発射用意だ」


    　恒太が命令を発してきた。


    「準備はできてるよ。一番ミサイルだ。撃てば目標ポイントに到達する」


    　俺はノートパソコンを示した。


    　王のように恒太が言う。


    「巳み継つぐ、地球到達予定時間は？」


    「地上まで一六分二秒三四かかる。前後は数十秒みておいて欲しい。だから今撃てば、ほぼ一五時に着弾するだろう」


    「柚、周辺海域の天候は？」


    「雲ひとつなくて、とっても良いお天気だって思います！」


    「沙織、現在の時間を報告しろ」


    　沙織は一瞬、カチンときた表情を見せたが、言われるがまま腕時計に視線を落として口にする。


    「一四時四三分三〇秒よ」


    「うむ。ベストな頃ころ合あいだ。発射準備」


    「ＯＫ。撃っちゃうわね」


    　そう言った莉音が、ササッと最終パスワードを打ち込み、エンターキーを押そうとしていた。


    　恒太が視線を険しくする。


    「莉音、何をしている？」


    「え？　撃たないの？」


    　莉音は顔を上げ、首をかしげた。


    「何をとぼけたことを。核ミサイルの発射は英雄の役目だ。臣しん下かは横に控えていろ」


    「ちょっと待って。核ミサイルは私の責任として撃ちたいの。これは、みんなにさせたくない」


    「バカな。歴史が変わる分岐点だぞ。重責は英雄が背負うものだ」


    　言いながら、唐とう突とつに恒こう太たは莉り音おんを力任せに押しのけた。


    「どけ、莉音。俺がやる」


    「わっ、ちょ……」


    　莉音も意表を衝つかれたのだろう、まさか恒太が力尽くでくるとは思わず、バランスを崩して机に手をついた。


    　その隙すきを突いて、恒太はエンターキーに手をかけた。


    「喰らえ愚ぐ民みんども。これが英雄の鉄てつ槌ついだ」


    　突然、柚ゆずさんが恒太の腕を捕らえ、エンターキーを押すのを遮さえぎった。


    「な……？　何をする、柚？」


    「そのボタンは、とっても大事な気がします。みんなで押さなくちゃって思うんです」


    「な、ん、だと……？」


    「恒太くんは本当は優しいから、ぜんぶ自分で背負おうとしているんだって思います。でも、覚悟を背負っているのは恒太くんだけじゃないんです。私たちは、みんな一緒にやってきたはずだって思います」


    「……」


    　恒太は目を見開いて沈黙した。


    　俺も机の傍そばに進み出る。


    「柚さんの言うとおりだ。恒太も莉音も、自分だけで重荷を背負おうとしすぎる。でも、俺たちは仲間だろ？　ちゃんと重荷は分けてくれよ」


    「そうよ。生意気ばかり言っちゃって。ひとり抜け駆けなんて絶対許してあげないんだからね」


    　沙さ織おりも続いた。


    「お、おまえら……」


    　ふいに恒太の目が潤うるんだ。


    　体勢を立て直した莉音は肩をすくめる。


    「……みんなには敵かなわないわね……。この最初のボタンは、全員で一緒に押しましょう」


    　その答えに、俺はノートパソコンに最初に手を置いた。


    「さあ、押そう。時間に正確であることを世界に理解してもらうのは、外交的にも軍事的にも重要なことだからな。莉音、手を重ねてもらえるか？」


    「わかった」


    　莉音は静かに、俺の手の上に手を重ねた。


    「柚さん、いいかな？」


    「はい！」


    　柚ゆずさんも続いた。


    「沙さ織おりも」


    「うん」


    　沙織も手を重ねてきた。


    「ほら恒こう太た、皇帝が参加しないわけにはいかないだろ？」


    「フッ、臣しん下かどもの要よう請せいなら応えねばなるまい。よかろう、この俺が手を貸してやる」


    　最後に恒太も手を重ねた。


    　俺は皆を見回す。


    「革命部はやってきた。政治を、社会を、経済を、人類を、地球のすべてを変えるため、俺たちは天険を突破してきたんだ。俺たちの手で、明日の世界を創り出そう。その第一歩目の狼煙のろしは、みんなの手で上げようじゃないか」


    　全員、大きくうなずいた。


    「じゃあ行くぞ。せーの！」


    『革命部の栄光のために！』


    　皆が同時にそう叫び、一人一人が確固たる力を込め、エンターキーを押し込んだ。
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    　一五時二分一六秒。


    　核弾頭を搭とう載さいしたアテスミサイルは、目標ポイントに落下した。


    　各メディアでは、地震波などによる推計から、「核兵器の使用が確認された」という第一報が流れ、世界を騒然とさせた。


    　そしてすぐ、米軍の無人偵てい察さつ機グローバルホークが間近で撮影した映像が、世界中のテレビを席せつ巻けんすることになった。


    　グローバルホークは現場に複数が派は遣けんされていたが、ほとんどが吹き飛んでしまい、爆発の瞬間に映像が途切れていた。それがまた生々しく、インパクト十分な映像だった。


    　また、高高度偵察機Ｕ２は爆発の一部始終を撮影することに成功し、映像は恒太の脅きよう威いを煽あおり立てる役目を果たした。


    　これらの映像はしつこいくらいに繰り返し流され、人々の脳にすり込まれたのだった。


    　アメリカ国防総省はこの事件を受け、「近海にいたクルーズ船や漁船のうち、わかっているだけで四七船が爆発に呑のみ込まれたことが確認され、少なくとも五〇〇〇を越える人々が核爆発の直撃をうけた可能性がある」と発表し、世界を新たな衝撃の渦うずに巻き込んだ。


    　この事件の直後、ある有名テレビ局は、恒太を次のように規定した。


    



    ■世界三大巨悪


    　『春かす日が恒こう太た』　『アドルフ・ヒトラー』　『ヨシフ・スターリン』


    



    ■現代三悪


    　『春日恒太』　『ビン・ラディン』　『サダム・フセイン』


    



    　この分類がキャッチーでわかりやすかったからか、他の放送局でも使われ始め、ついには各国首相が恒太を非難するときに幾いく度どもこのフレーズが使用されることになった。


    　その他にも「ポルポトを超える大量殺人独裁者」「史上最悪の鬼き畜ちく・春日恒太」などなど、さまざまな派生が登場し、恒太をいかに巨大な悪に仕立て上げるかを競い合っているようにすら見えた。小さな子供などは、恒太の名前を聞いただけで恐れおののき、泣き出してしまうほどだった。


    　国連が認定した『人類の敵』春日恒太は、名実共に、地球上最大最悪の憎むべき仇きゆう敵てきとなったのである。
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    　ＡＰ通信は速報として、次のニュースを全世界に配信した。

    


    オランダ・ハーグの国際刑事裁判所（ＩＣＣ）は、「猿さる島しま周辺における大量虐ぎやく殺さつ」「核兵器の使用による太平洋上の大量虐殺」に絡み、『人道に対する罪』および『平和に対する罪』を犯した疑いで、大革命部帝国皇帝を名乗る『人類の敵』春日恒太の逮たい捕ほ状を発付した。


    この手続きにおいてＩＣＣは、猿島近郊において三万人、太平洋上において五万人におよぶ無む辜この市民が、春日恒太の非情なる実力行使によって殺さつ戮りくされた疑いがあると指摘。


    ＩＣＣのクハニール主任検察官は、「春日恒太には、市民を無差別に殺害・迫害した刑事責任があると信じる合理的根こん拠きよがある。今後も同様のジェノサイドを引き起こす可能性が極めて高く、速すみやかに逮捕の必要性があると痛感している」との判断を示した。

    


    　虐殺数がうなぎ上りです……皇帝……。
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    　ＣＮＭにチャンネルを回すと、ちょうどキャスターと専門家がやり取りしているところだった。俺たちは世界の動きを確認するため、その解説に耳を傾けてみることにした。


    　キャスターが深刻な表情で口にする。


    「とてつもない状況になって参まいりましたね……。春かす日が恒こう太たが世界皇帝を僭せん称しようしたことが、これほどまでに世界を揺さぶることになろうとは……」


    　白人の専門家も、真剣な様子で応じていく。


    「世界は今、ただならぬ経済恐きよう慌こうに突入した直後であり、物流や貿易に大きな混乱が起きています。春日恒太が恐慌を引き起こしたのは、このタイミングで国家建設を企図していたからなのでしょう」


    「今のところ、『人類の敵』春日恒太の狙ねらいどおりにシナリオが進行しているということですね？」


    「ええ、残念ながら……」


    　苦にが々にがしい表情で専門家はうなずいた。


    「さらに大革命部帝国が、大量破壊兵器を保有していることまで明らかになりました。これは、我われ々われ人類にとってどういう事態をもたらしますか？」


    「歴史上、実際に核兵器が使用されたのは、大国同士の総力戦が行おこなわれた第二次世界大戦においてです。しかし今回は、状況がまるで違います。春日恒太は世界皇帝を自称していますが、いわばテロリストにすぎません。そんな一個の人間が、世界最先端のテクノロジーを用もちいた軍事兵器に核兵器を搭とう載さいし、使用したのです。起こってはいけないことが起こった……あってはならない状況が発生してしまったと言うことです。人類史の重要なターニングポイントになるでしょうね……」


    「大革命部帝国が核兵器を見せつけたことによる世界各国の反応はいかがでしょうか？」


    「大革命部帝国に対する怒りが爆発し、激しい抗議行動が起きています。とりわけアメリカ人の怒りは頂点に達しており、連日連夜ホワイトハウスを群衆が取り囲み、『今すぐにでも猿さる島しまに全軍を集結し、大革命部帝国を踏みつぶせ』と、政府に強い対応を迫っています」


    　そこで映像が切り替わり、群衆が星条旗を掲かかげ、「ＵＳＡ！　ＵＳＡ！」と叫んでいるシーンが流された。人々の目は怒りに燃え、かつ輝いているように見えた。


    　その映像を背景にして、専門家は解説を続ける。


    「実際アメリカは、すでに第七艦隊を東京湾沖に集結させています。もともと第七艦隊の旗き艦かんブルーリッジ、空母ジョージワシントン、巡じゆん洋よう艦カウペンス、巡洋艦シャイローなど主要な艦船が横よこ須す賀かに入港していたこともあり、展開は非常にスムースです。また、万が一第七艦隊が核攻撃を受けた場合まで想定し、東太平洋に展開する第三艦隊が小お笠がさ原わら沖おきに、中東に展開する第五艦隊が三重県沖にまで移動し、臨戦態勢に入っている模様です。日本が領土を侵おかされて軍事行動に入っている以上、日米同どう盟めいに基づき、アメリカも参戦しなくてはなりません。アメリカの宣戦布告は近いでしょう。現在、国務省や国防総省が国連と頻ひん繁ぱんに打ち合わせしていることが確認されており、多た国こく籍せき軍として展開することも視野に入れているのだと思われます」


    　アメリカ海軍には、大西洋担当の第二艦隊、東太平洋担当の第三艦隊、中東担当の第五艦隊、欧州担当の第六艦隊、西太平洋・インド洋担当の第七艦隊があり、第一と第四は欠番である。


    　これら海軍のなかで第七艦隊のパワーは突出しており、世界最大にして最強の艦隊だ。太平洋の三分の二とインド洋──世界の半分を作戦海域としている強大な艦隊である。とりわけ重要なのは、一見貧相に見える小さな旗き艦かんブルーリッジだ。スーパーコンピュータの塊かたまりのような船で、仮にアメリカ軍基地が全滅したとしても、この船が存在する限り、アメリカは作戦行動を継続することが可能だった。


    　俺たちがアメリカに勝てるかどうかは、この第七艦隊との勝敗が命運を決すると言っても過言ではないのである。


    「すでに軍を展開している日本は、どのような反応を示しているでしょう？」


    「もともと日本の世論は激げつ高こうしており、日本政府に即時開戦を迫るほどでした。しかし東京の目と鼻の先で、大量のミサイル群を見せつけられた日本政府は、当初はあえて曖あい昧まいな姿勢を取ることで事態を見極めようとしていました。しかし急転直下、日本が軍事行動を始めたことは世界を驚かせましたね。関係筋によれば、大革命部帝国が保有する宇宙ミサイルの脅きよう威いは世界中で変わらないことが確認されたため、開戦やむなしという結論に至ったようです。そもそも固有の領土はいかなる国であっても死守せねばならず、その姿勢を崩せば国家が成り立ちません。日本が領土を守るために軍を動かすのは原理原則に則のつとっており、当然と言えば当然すぎることなのです。これ以上猿さる島しまを放置していれば……自国領土を取り戻すのに他国の宣戦布告の方が早いなどという事態になれば、日本政府は他国から軽んじられ、嘲ちよう笑しようされる立場になっていたでしょう」


    「なるほど……。日本の軍事行動は当たり前のことだと……。そして大量破壊兵器を見せつけられたことで、人類は怯ひるむどころか、戦いに臨のぞむ決意を新たにしたというわけですね？」


    「我われ々われ人類がこの危機から挽ばん回かいすることができるとすれば、突破口はそこにあります。世界すべてが射程圏内に収まっている以上、いかなる国であっても危険は同じ。ジタバタしても始まらないのです。パニックを起こすのではなく、冷静に情報を分析し、全世界が一致団結して『人類の敵』春かす日が恒こう太たに挑いどむことが重要です」


    「ところで我々は、春日恒太がヒトラーを超える厄やく災さいであることはよく知っていますが、大革命部帝国についての実態をあまり知りません。彼の帝国は、一体どのようなもので、なぜこれほどまでに世界を震ふるえ上がらせるに至ったのでしょう？」


    「大革命部帝国は、日本の領土である猿さる島しまに対して領有権を主張しています。猿島は東京湾に浮かぶわずか〇・〇五五平方キロメートル、周囲は一・六キロメートルほどの小さな島であり、一〇〇年以上も前に要よう塞さいとして築かれた軍事島でもあります」


    　キャスターと専門家のバックの映像は、猿さる島しまの映像に切り替わった。


    「要よう塞さい……ですか？」


    「はい。島内には陣地や坑こう道どうや塹ざん壕ごうが張り巡めぐらされ、砲台を置くために整備された跡まであります。約一五〇年の昔、西欧列強の帝国主義の圧力に直面した日本は、自国を守るために革命を起こし、サムライの時代は終しゆう焉えんしました。そして日本は軍の近代化に着手していくことになりますが、当時はまだ西洋諸国に攻撃を受ければ、創生期の日本の軍が勝つのは難しい情勢でもありました。そこで首都東京を守る拠きよ点てんとして、通り道であり、手近な位置にもあった猿島を要塞化することにしたのです」


    　猿島の砲台跡や坑道の映像が映し出された。俺たちがいる場所もチラッと映った。


    「今は軍事拠点としての価値はまったくなくなっており、観光島として一般に開放されています。しかしその気になれば、まるごと島ひとつを軍事要塞として機能させることもできるインフラは整っていると言えるでしょう。もっとも、現代社会の軍事技術の水準と比べれば低いレベルであって、地中の陣地も地中貫通爆弾バンカーバスターなどの攻撃を受ければ崩れ落ちるはずですが……それでも少数で領土を守るには最適の選定と言えるかもしれませんね。東京湾の奥にありますから、大艦隊で囲むことも容よう易いではありません。東京や横よこ浜はまなどのメトロポリスに近く、激しい攻撃を加えることも難しい」


    　専門家の言う「激しい攻撃」には、核攻撃や生物化学兵器による攻撃などが含められているのだろう。


    「なるほど……テロリストが独立を宣言する場所としては、実は最適だったということですね？」


    「そうだと思います。春かす日が恒こう太たが銀行を始める以前から付き従ってきた数名の部下が、大革命部帝国の建設のために共に行動をしていると想定されており、おそらく人口数名の自称国家です。数名で領土を防衛することを想定すれば、適切な規模とインフラを持つ要塞島だったと言えるでしょう」


    「人口数名と仰おつしやいましたが……『人類の敵』春日恒太は世界に呼びかけましたね？　広く国民を募集すると。名乗りさえすれば、大革命部帝国の臣しん民みんとして迎えるとか……」


    　キャスターの質問に、専門家は苦笑する。


    「ははは、まともに受け取る人はいないでしょう。一応、各国で、帝国臣民を名乗りだす人々は確認されています。どこまで本気なのかはわかりませんが……まぁ、少し常じよう軌きを逸いつした人は、どんな社会でも常に一定数いるということでしょう」


    「春日恒太は大革命部帝国の核弾頭保有量を二七〇〇〇基と言い放ちました。実際には、どのくらいの核戦力があるとお考えですか？」


    「それについては何とも言えません。個人的見解を言えば、二七〇〇〇基はあきらかに大げさで、実数は二〇〇〇基に達していないのではないかと想定していますが……いずれ米軍から発表があるのではと思われますので、その報告待ちですね」


    「しかし二〇〇〇基でも、地球に致命的なダメージを与えかねないレベルです」


    「そうです。しかも春かす日が恒こう太たは、容よう赦しやなくそれを使用してみせました。自分の力を誇こ示じするだけのために、確認されているだけで一〇万人もの命を、あっさりと犠ぎ牲せいにしたのです」


    「悪魔の所業ですね……。何人を虐ぎやく殺さつすれば気が済むのでしょうか……」


    　キャスターは唇をかみしめた。


    「ヒトラー、スターリン、そして『人類の敵』春日恒太。彼らは躊ちゆう躇ちよなく人々を殺さつ戮りくしてきたことでは共通しています。しかし地球を滅ほろぼせるだけの核兵器の量を保有しているという点、そして、ほんのわずかな期間で一〇万人ものジェノサイドを実行したという点で、春日恒太の恐ろしさは群を抜いていると言えるでしょう」


    　これ以上聞いても、新しい情報はとくにないだろうと判断し、俺たちはテレビのボリュームを下げて向き合った。


    　沙さ織おりはまじまじと恒太を見やる。


    「あんた、すっごい言われようね……。私たちが部下扱いなのが引っ掛かるんだけど……」


    「ククク……歴史は俺の登場に歓喜しているぞ……。ついに俺はこちらの世界でも、魔王として君臨することになったのだ……。禍まが々まがしきこの俺の力を、あまねく世界に見せつけてやろうではないか！」


    　くつくつと、恒太は笑った。


    　俺は苦笑する。


    「なんつっても『人類の敵』だからな。世界三大巨悪──春日恒太、ヒトラー、スターリン……。それから、現代三悪──春日恒太、ビン・ラディン、フセイン……。どんだけ頂点なんだよ……」


    「実は恒太って、ほとんど何もしてないのにね。テレビに出たり演説したりしてるだけで」


    　沙織は本当のことを言った。


    「フッ、実力が[image: ]あふれていると、黙っていても光り輝いてしまうものなのだよ。実力に乏とぼしい小娘には理解できぬことだろうがな」


    「理解できなくていいけど……。一人も殺していないのに、大量殺人鬼扱いされて何が嬉うれしいのかしら……」


    「しかし、敵側の情報がテレビを通して垣かい間ま見えるのは興味深いな」


    　俺の言葉に莉り音おんが応じる。


    「世界最強の第七艦隊がすぐそこまで来てるからね。私たちも気を引き締めておかないと」


    「第七艦隊がどのくらいすごいのかわかりませんが、恒太くんの方が最強だって思います！」


    「ほう、柚ゆず、よくわかってるじゃないか。この俺は世界皇帝にクラスチェンジを果たしたことで、究極の秘ひ奥おう技ぎ──帝てい神しん剣けんが使用できるようになったのだ。反物質を一〇〇ギガジュールも生成する反則技で、地球程度なら〇・一秒で蒸じよう発はつしてしまう。ただし、あまりに究極無比な力を溜ため込まなくてはならないため、発動するには三〇年もの歳月を要するがな」


    「三〇年ひとりで頑張ってね」


    　ふと、太平洋上に軍艦が数隻せき見えた。


    　俺は目を細めたが、うっすらとした艦影しか見えない。


    「アレ、どこの艦かん艇ていかな？」


    「えっと……しまかぜさんと、むらさめさんと、いかづちさんです」


    　柚ゆずさんはノートパソコンに視線を落とし、衛星から送られてくる軍事データを確認した。


    　莉り音おんも海に目を向ける。


    「横よこ須す賀かの第一護衛隊群ね。こっちに核があると知った以上、日本が単独で仕掛けてくることは絶対にないわ。アメリカ艦隊の動きを封じ込めるためにも、私たちから日本に仕掛けて降伏に追い込みましょう。こっちはもう、日本から宣戦布告は喰らってるからね」


    「に、日本を降伏!?」


    　沙さ織おりは息を呑のんだ。


    「柚ちゃん、地上のミサイル発射準備、システムチェック、できてる？」


    「いつでもいけるって思います！」


    「開戦前に、もう一度だけ最後通つう牒ちようを突き付けてみましょう。まぁ期待はできないだろうけど、国家として堂々と、誇りを持ってね。はねつけられたら、正式に宣戦布告して、開戦よ」


    「ついについに……俺が世界皇帝として大宇宙に君臨する第一歩を踏み出すのだ……。まずは手始めに、日本ごとき、この俺が片足で踏みつぶしてやろう」


    　そして恒こう太たは俺たちに命じてくる。


    「巳み継つぐ、沙織。この俺の華か麗れいなるスピーチの準備だ。マスコミに通告しろ。急げ」


    「ったく。わかったよ……」


    「なんか……むかつくわね……」


    「莉音は警戒任務につけ。この俺の核の威光の前に、ありえないことと思うが、万一日本が攻撃を加えてきたら即反撃して押しつぶすぞ」


    「フフ、そうね。念のため、私が警戒しておきましょう」


    　莉音は微笑し、うなずいた。


    「柚はミサイル発射準備だ。配備しているコンテナも、もう偽ぎ装そうする必要はない。いつでも発射できる態勢を取っておけ。巡じゆん航こうミサイル第一陣を撃ち尽くしたら、すぐに第二陣の準備ができるよう、入念にチェックしておけよ」


    「はい！　わかりましたぁ！」


    「俺のスポーティーな命令は以上だ。キリキリと動けよ。以上、革命開始！」


    　恒太の号令に、俺たちは一いつ斉せいに動き出した。もちろん恒太だけは椅い子すに腰かけ、ふんぞり返っていたが。


    



    
      ◇

    


    



    　マスコミ各社は、俺たちが配信する映像を常時監視するようになっていて、通知は五分前でもよかった。


    　メールを流してすぐに、恒こう太たが映像に登場する。


    「地球すべての支配を予定している大革命部帝国皇帝──偉大なる春かす日が恒太だ」


    　すべてのテレビが、恒太のスピーチを映しだしていた。


    「世界皇帝として繰り返す。国際社会は我が帝国を国家として承しよう認にんせよ。さすれば政治経済のオーソリティーとして定評のあるこの俺が、破は綻たんした地球経済を建て直してみせよう」


    　ぬけぬけと恒太は言い放った。


    「我が帝国には、全世界と戦える力がある。国際社会が世界大戦を避けたいならば、即刻、次の要求を呑のんでもらおう。ひとつ、日本は帝国領土への野心を諦あきらめること。ひとつ、少なくとも五〇か国以上が大革命部帝国を国家として承認すること。ひとつ、大革命部帝国の国連への加か盟めいを認めること。以上だ。実に簡単で正当な要求であることに、この俺自身が驚いているよ」


    　恒太は不敵な笑みを浮かべ、続けていく。


    「だがしかし、国際社会がこの当然すぎる要求をはねつける場合、世界大戦に繫つながることを覚悟せよ。我が国は地球最強の科学力を有する超軍事国家である。国土が焼き払われたあとで後悔しないよう、この俺の正当な要求を素早く検討し、受け入れることだ」


    　身を乗り出した恒太は、自信[image: ]あふれる様子で語る。


    「なお、これは最後通つう牒ちようである。この俺が、いつまでも友好的で献けん身しん的だと思っていたら大間違いであることを知っておけ。世界皇帝からの華か麗れいなる宣告は以上だ」


    　伝えるべきことを伝え終わり、俺たちはすぐに映像を切った。
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    　未いまだに群衆の波が[image: ]れ、恒太との戦いを人々が熱狂的に訴うつたえ続けるホワイトハウス前。


    　アメリカ大統領マーク・カーチスが重大なる決意を表明するという通達に、マスコミ各社は色めき立った。ただちにホワイトハウスに集結したテレビカメラを前にして、大統領の演説は全世界にリアルタイムで配信されていた。


    「世界は今、『人類の敵』春日恒太の侵しん略りやくに晒さらされ、大いなる危機に陥おちいっている」


    　役者のようにきめ細かい身振りを交まじえ、大統領は語る。


    「アメリカには、世界の自由と秩ちつ序じよを維持する義務がある。そして、親愛なる同どう盟めい国である日本が『人類の敵』春かす日が恒こう太たを前に苦境に立たされているのを、決してアメリカが捨ておくことはない」


    　アメリカの同盟国は世界中にあるが、日本は単なる同盟国ではない。日本は、この上なく重要なパートナーなのだ。日本列島はその位置的な理由から、戦略的価値が極めて高く、アメリカ本国と同様のかけがえのない根こん拠きよ地になっている。


    　アメリカの戦略的発想は、戦略家アルフレッド・マハンの『海上権力史論』に基づいている。マハンは海上を支配する力こそが国家に繁栄をもたらす最重要の要件であり、自国内と同じように安心して使用できる海外基地の必要性を説といた。その戦略的根拠地として唯ゆい一いつ無む二にのものが日本なのである。


    　日本はアフリカ大陸東海岸から太平洋までの広大な地域のアメリカ世界戦略を支えており、アメリカが七つの海を支配する覇は権けん国家たろうとする限り、日米同盟をアメリカは死守しなくてはならないのだった。


    　それから大統領は、人道に則のつとって日本を支援すると流りゆう暢ちようなスピーチを繰り広げていった。しかし実際は、第七艦隊の母港にもなっている横よこ須す賀かの目と鼻の先にある猿さる島しまを、絶対に譲ゆずり渡すわけにはいかないというのが本音なのだ。


    　ありとあらゆる人道的理由を語り終えた大統領は、大きく息を吸い込み、声を大にして表明する。


    「アメリカは、『人類の敵』春日恒太に対し、宣戦を布告する！」


    　その大統領の宣戦布告がテレビやラジオを通して流れた直後、ホワイトハウス前に集まる群衆の大歓声が辺り一面を包み込む。その絶叫は、地をも揺るがしかねないほどだと思えた。


    「世界皇帝を僭せん称しようする凶悪なテロリストであり、数十万人を虐ぎやく殺さつした容よう赦しやない『人類の敵』春日恒太に、我われ々われは打ち勝つ！　猿島にもう一度、自由の旗を打ち立てよう！　勇ゆう敢かんなるアメリカ将兵諸君、大いなる誇りを胸に抱いだき前進せよ！」


    　大統領は大号令を発して演説を締めくくった。


    　人々は熱く燃え上がり、その一部始終がテレビで中継され、全世界を熱狂の渦うずに包み込んだのだった。


    　それにしても……だんだん虐殺人数が増えていっているように思えるのは気のせいだろうか。


    



    
      ◇

    


    



    　アメリカの宣言に続き、世界各国の宣戦布告が続々と始まった。


    



    　アメリカの直後に続く国は、やっぱりイギリスだ。


    



    　イギリス首相。


    「大英帝国は、大革命部帝国なるテロリスト集団に宣戦を布告する。全軍を以もつて、国際社会と共に太平洋に軍隊を展開し、侵しん略りやくを受けた日本を助けることを宣言したい」


    



    　フランス大統領。


    「これは人類史上最悪のテロリズムだ！　この暴挙を許してはならない！　我がフランスは国連軍に参戦し、あらゆる手を尽くしてテロリストどもを放ほう逐ちくすることを約束する！」


    



    　ドイツ首相。


    「ドイツには、地球の平和と秩ちつ序じよを維持する役割を担になう義務があります！　この危機を見過ごすことは許されません！　ドイツは全軍を国連軍に編入し、盟めい友ゆうである日本の危機を助けることを誓ちかいましょう！」


    



    　ロシアからは、メデェンツォフ大統領だ。


    「ロシアは国連軍の創設には反対しない。しかし戦争ありきで行動する諸国の姿勢には、一定の疑問を感じざるを得ない。まずは対話を通して投降を促すべきであり、テロリストを力で屈服させるのは、新たなテロの連れん鎖さを産むだけだ。そして大革命部帝国に武器弾薬を供給したのがロシアだとする説は、断固として一いつ笑しように付ふしておきたい。謀ぼう略りやくによってロシアを国際社会から孤立させようと企たくらむ勢力が流した説なのだ」


    　もっともらしいことを言っているが、ロシアは歯切れが悪かった。アメリカを中心とする西側世界と、大革命部帝国が激しくやり合ってくれるなら、それはロシアにとってメリットになるからだろう。


    　しかしもっともロシアを困難な立場にしたことは、大革命部帝国が運用している兵器の大半はロシア製で、ごく最近仕入れたものばかりだったことに違いない。軍事衛星も、グロナスに俺たちが莫ばく大だいな資金を投入し、そのノウハウを流用したシロモノであることも否定しがたい事実だ。


    　まさかプチロフもメデェンツォフも、俺たちが独立国家を打ち立てるために兵器を仕入れていたとは想像していなかっただろう。


    



    　カナダ大統領。


    「この世界的一大事件は、テロの恐怖を人類に余すところなく見せつけました。数十万人を虐ぎやく殺さつしただけでなく、今なお『人類の敵』春かす日が恒こう太たには世界を震しん撼かんさせるだけの力があるのです。それでも我われ々われはこの敵と戦わなくてはならない」


    



    　中国からは、劉りゆう立りつ昌しよう国家主席。


    「テロリズムに武力行使をするだけでは、暴力の連れん鎖さを産むだけだ。暴力は留とどまるところを知らず、世界をさらなる混こん沌とんに導みちびくことになる。国際社会は、アフガニスタンやイラクを通して、そのことを十分に理解しているはず。そして中国は過去、日米欧の侵しん略りやくを受け続け、そのことを誰よりも身に染しみて感じることができる。この危機を対話を通して解決することで、世界は真に新しい世界を創り上げることができるのではないか」


    　まるで宗教家のような物言いで、曖あい昧まいなスタンスを貫つらぬいていた。郭かく首相が精一杯のことをやってくれたに違いない。


    　国際社会の方も、中国が足並みを揃えてくれることはあまり期待していないフシがあるため、それほど反発を呼ばなかった。


    



    　イタリア首相。


    「こんなことが許されるわけがない。想像して欲しい。ある日突然コルシカが独立国になったらどうする？　世界中に国がゴマンと[image: ]あふれかえるだろう。人類をバカ呼ばわりして一〇〇万人を平然と虐ぎやく殺さつするような独裁者をのさばらせれば、世界は大変な混沌に向かう。イタリアは総力を挙あげて国連軍に協力し、世界の諸国と共に大革命部帝国を叩たたきつぶすだろう」


    



    　結局、中立を保たもったのがロシア、よくわからない姿勢なのが中国。


    　この二か国以外のすべての国──二〇〇か国がアメリカへ追従し、大革命部帝国へ宣戦を布告し、攻撃態勢に突入した。


    　それにしてもだ……こうして国際社会での激しい外交戦で改めて感じたことだが、こんな大舞台でも、会ったことがある人や見知った人が多く関わっていて笑ってしまった。大おお原はら総理にも、劉立昌主席にも、メデェンツォフ大統領にも、ＣＩＡ長官ワレス・ウィットロックにも、俺たちは面識がある。マーク・カーチス大統領には直接会ったことはないが、ローザや大統領補佐官を通して、よく話は聞いていた。その他、恒こう太たが各国の元首たちとも会談したりする機会は多かったので、ほとんど全員と顔見知りなのではなかろうか。


    　世界は広いようで、上へいけばいくほど狭くなっていくものだ。


    



    
      ◇

    


    



    　国連でも大きな動きがあった。


    　事務総長が各国代表団を前にして語る映像だ。


    「国連の全加か盟めい国の皆さん。安全保障理事会において、国際連合憲章第七章、第四二条の発動が決定されました。国連は、『人類の敵』春かす日が恒太に対し、加盟各国の協力を基に、陸・海・空の兵力による軍事的措そ置ちを宣言いたします。名称は『猿さる島しま国連軍』、加か盟めい各国への出動を要請いたします」


    　俺たちにとっては踏んだり蹴けったりだが、そんなに状況は変わらない。どちらにせよ、すでに世界各国が敵なのだ。


    



    
      ◇

    


    



    　国連軍の編制が始まったというニュースを横目に見ながら、俺たちは計画を話し合っていた。


    　俺が皆の意見を訊きいてみる。


    「もうすぐ多た国こく籍せき軍が来るな。どうする？」


    「ククク、もちろんこの俺の手でヤツらをゴミのように薙なぎ払ってやるのだ。世界皇帝であるこの俺が、自みずからパイロットとして戦闘機に乗り込み縦じゆう横おう無む尽じんに飛び回り、連合軍をきりきり舞いさせ、華か麗れいなる空戦テクニックですべての艦かん艇ていを沈めてやる。見せてやろう、かつて太平洋に君臨したエースパイロットの栄光を！」


    　腕を払い、恒こう太たは高らかに宣言した。


    　沙さ織おりは哀しい視線を向ける。


    「やだ……頭かわいそう……。Ｂ級映画みたいなシチュエーションね……」


    「戦闘機なんてないけどな。代わりに皇帝自らミサイルに乗って特攻する案はどうだろう？」


    　俺の話をスルーし、恒太は命じる。


    「柚ゆず。戦闘機の用意だ。迎撃するぞ」


    「戦闘機はありませんが、お船にヘリコプターが一台あるって思います！」


    「……ほう……ここで俺の無む双そうシナリオが崩れてしまうのか……ならば仕方ない……。莉り音おん、代替案を報告しろ。一〇年前に俺が授けておいたプランＦだ」


    「こちらのアテスミサイルと巡じゆん航こうミサイルの備び蓄ちくは、全世界と戦い続けることができるほど多くない。本当に全世界の軍勢が一いつ斉せいに向かってきたら、ミサイルを撃ち尽くしても勝負にはならないでしょう」


    「じゃあ、どうするの？」


    　沙織が訊いた。


    「持てる資源を有効に使うためには、最小限度の戦闘で全世界を諦あきらめさせなくてはならないわ。国連軍が集結するのを待っていてはいけない。ツーステップで一気に勝負を決めましょう」


    「ツーステップ？」


    「火力を集中して電撃戦で日本を降くだせば、国連軍が足並みを揃える前にアメリカが出てくる。そこでラスボス・アメリカを叩たたく。いずれにせよアメリカとは一戦交まじえなくちゃならないし、逆に言えばアメリカさえ戦闘続行が不能な状態に追い込めば、私たちが勝つ。勝負が決したあとで集まってきた他の国々は、出で端はなをくじかれた恰かつ好こうになり、負け馬の尻しりに乗ろうとは思わないでしょう。そこまで行けば、あとは外交的な戦いよ」


    　莉り音おんの説明に、ポンと俺は手を打った。


    「なるほど。国連軍全体を敵に回すんじゃなくて、いかに最小限の敵に絞るかってことだな。日本→アメリカと降くだせば、二国との戦いだけで乗り越えられるということか」


    「そう。その時点で私たちの軍事備び蓄ちくはかなり消しよう耗もうしていると思うし、もしかすると残っていないかもしれない。でも、アメリカを降し、こちらが戦う素振りを見せ続けている限り、それ以上の戦争にはならないはずよ。幸さいわいにも中国とロシアは国連軍に加わっていないから、そのタイミングで両国に調停を頼みましょう。なし崩しで国家として承しよう認にんを受け、国連に加か盟めいするシナリオが見えてくる」


    　莉音が話を終えるのとほぼ同時、恒こう太たは誇らかに高笑いする。


    「クククククク……アーッハッハッハッハ！　いいぞ！　それはまさに俺が幼少のころ、練ねりに練り上げた末、莉音に伝授しておいたプランＦ！」


    「幼少のころって……この戦争を想定してたって言うつもりかよ……」


    　さすがに俺は呆あきれ果てた。


    「想定していた。何もかも想定していたのだよ。俺がギガスに目覚めたのは最近だが、すでに一〇年前には我が力の片へん鱗りんが現れ始めていたということだ」


    　ぼそりと沙さ織おりはつぶやく。


    「気の毒になってきたわ……」


    「だが一つだけ懸け念ねんがある。本作戦名がプランＦではいささか貧相だ。力強いネーミングを名付けなくてはなかろう」


    「どうしていつもネーミングしたがるのよ……」


    「何を言う。これは軍事作戦なのだぞ？　作戦名を名付けずしてどうする！　雄大な軍事行動なのだから、やはり神聖な作戦名は必要不可欠だ。そうでないと燃えない」


    　よくわからない理由を恒太は熱烈に語った。


    　柚ゆずさんが小学生みたいに片手を上げる。


    「私も賛成です！　名前があった方が熱くなれるって思います！」


    「まぁ私は何でもいいけどね。みんなで好きなように決めてくれていいわよ」


    　莉音はどちらでもいいらしい。


    　俺は妥だ当とうな方針を出してみる。


    「それなら案を出し合おうか？　色々出してみて、そのなかで一番いい作戦名に決めよう」


    「つまり作戦を整理すると……電撃戦で日本を降し、多た国こく籍せき軍が集結する前に参戦してきたアメリカをいち早く降してしまうことで、政治的な解決に持ち込もうってことになるのね？　そして国家として認めてもらう。その全体が、この作戦って考えでいいのよね？」


    「そのとおりだ。小娘にしては、よくわかっているじゃないか。実はこの作戦名は決めてある。『春かす日が恒こう太たの雷らい光こう作戦』だ。燃えるな……ふつふつと、胸の奥底から熱い想いがほとばしる……」


    「力いっぱい却きやつ下かさせてもらうわ。絶対ダメ。認めない」


    「ああ、却下だな。別のにしよう」


    　速攻で沙さ織おりと俺が拒絶すると、恒太は目をむく。


    「な、なん、だと……？　で、ではこういうのはどうだ？　『恒太神の鉄てつ槌つい作戦』……ほう、これはなかなか──」


    「はい却下。今回、恒太には決める権利はなしにしましょう。今までいっつも恒太が変な名前付けてきたんだし、最後の作戦はちゃんとやりたいわ」


    「そうしよう。決まりだ」


    「な……に……？　なんという卑ひ劣れつ……」


    　恒太を俺は黙殺する。


    「沙織と柚ゆずさんも案を言ってみてくれ。どんなネーミングでも、恒太より一〇〇倍マシなのは確定してるからな」


    「恒太のウルトラバカなネーミングのあとなら、どんな案を言っても恥ずかしくなさそう。うーん……そうね……ミサイルによる作戦だから……ミサイルって銀色っぽいし……『天あま翔かける銀の矢作戦』ってどうかしらね？」


    「ほ、ほう……小娘にしては……」


    「お、悪くないな。柚さんは？」


    「えっと……『皇帝のおはよう大作戦』とかどうですか？」


    「……うーん、なんというか、すごいセンスだ……」


    　思わず俺はうなった。とうてい普通の人が思いつく軍事作戦名ではない。間違いなく天才の領域だ……。


    「……こ、皇帝って恒太のことよね？　柚さん、恒太に気を遣つかう必要なんてまるでないのよ」


    「俺はそうだな……星を新しく始めるってことで、星がアストラル、始まりがαアルフアとして……『アストラルα作戦』ってのはどうだろう」


    「商品名っぽいわね」


    　そう莉り音おんが言い、沙織も同意する。


    「うん。ちょっと商品名な感じ」


    　なんだかんだ言いつつ、作戦名を議論するのが俺たちは楽しくなってきていた。最後の巨大作戦なのだから、皆でベストなものを決めておきたい。俺たちのやってきたことのすべてが、この作戦に懸かかっているのだ。たとえどんな結果になろうとも、これは俺たちが人生を懸けて成なし遂とげる作戦なんだ。


    「じゃあ単純に、『ツーステップ・ビクトリー作戦』……あ、これは何か自分でも良く思えないな……」


    　自分の案をすぐに俺は引っ込めた。今のところ、沙さ織おりの案が良さそうだ。


    　その沙織が口にする。


    「莉り音おんは？　莉音も、言ってみて」


    「……え？　私？」


    　唐とう突とつに話をふられた莉音は、少し驚いたようだ。


    「もちろん。莉音も挙あげてくれなくちゃ」


    「ま、まぁ私は……本当はね、打ち明けると、あんまりこういうセンスないのよ……。きっと皆の方が良いアイデアが出せると思うんだけど……」


    「今までの色んなネーミングを見れば、莉音がセンスないことくらい知ってるわ。でも、今回だけは出して。ね？」


    　俺も沙織に追従する。


    「そうだな。最後だし、莉音にも出してもらおう。あんまり難しく考える必要はないよ。シンプルでいいんだ。目的をシンプルに」


    「シンプルに、ね……。どんなのがあるかしら……地球を変えるような作戦だしね……」


    「うんうん」
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    「そうね……だったら『地球の夜明け作戦』とかどう？」


    　軽い口調で莉り音おんが言った。


    「……」


    「……」


    「……」


    「……」


    　俺たちは沈黙して莉音を見やった。


    　急に莉音の頰ほおは赤く染まり、モジモジと恥ずかしそうにする。


    「あっ、ちょっと安あん易いすぎたのね……。却きやつ下か、うん、却下でいいの！　ごめんね」


    「決定ね。私はすごく良いと思う」


    「決まりだ。ベストだな」


    「ほう……莉音にしては、なかなかやるじゃないか……。少しは褒ほめてやってもいい」


    「とっても素敵だって思います！」


    「えっ？　い、いいの？」


    　莉音は目を白黒させた。


    　俺は大きくうなずく。


    「文句なしさ。『地球の夜明け作戦』でいこう」


    　突然、恒こう太たが身を乗り出し、大おお仰ぎような身振りを交まじえて語りだす。


    「ここに集つどう忠ちゆう実じつなる帝国臣しん民みん諸君。まずは日本を攻略し、我が帝国の橋きよう頭とう堡ほにする。そしてノコノコ出てきたアメリカを包囲殲せん滅めつし、我が帝国の威光を世界に知らしめるのだ！　作戦名は『地球の夜明け作戦』！　これから始まる世界最大の決戦に、胸を熱くせよ！」


    　兵員五人で、しかもミサイルで包囲殲滅はできないと思う……。


    　構わず恒太は腕を振り上げる。


    「以上！　全軍、配置につけ！」


    「お──────────！」


    　柚ゆずさんだけが気勢を上げ、拳こぶしを高々と宙に突き上げた。


    



    
      ◇

    


    



    「人類の愛と平和を探求する大革命部帝国皇帝──偉大なる春かす日が恒太だ」


    　スピーチを始めた恒太は、いつもよりリラックスしている風に見えた。


    「愚ぐ昧まいなる国々によって、大革命部帝国は宣戦を布告されるに至った。だが言っておく。いつまでも春日恒太の優しさに期待するのは間違いだ。いかなる聖せい人じん君くん子しでも、我慢の限界というものはある。俺は、我慢の限界に挑戦し続けてきた。この挑戦の記録は世界一として、いずれギネスに記録されることだろう。そしてここに限界突破した俺は、重要な軍事行動に移るためこの舞台に上ったのだ」


    　そこで大きく息を吸い込み、恒こう太たは十分な間を取った。


    　あらゆるテレビが今、この模様を映し出している。


    「全世界よ明記すべし。大革命部帝国は、帝国領土への激しい野心を燃やし続ける日本に対し、宣戦を布告する」


    　熱を込め、恒太は高らかに宣言した。


    「忠ちゆう告こくしておく。もし日本の軍が我が帝国に攻撃を仕掛けてくるようなことがあれば……日本の主要都市に核兵器を喰くらわせることになるだろう。軍人諸君、一歩たりとも前に進んではならん！」


    　鋭く言い放ち、恒太は穏やかな口調に変わる。


    「天下万民をこよなく愛する世界皇帝として、陸海空の日本の軍人たちに告ぐ。今すぐ基地と艦かん艇ていから待避せよ。いずれにせよ貴官らは、核のリスクがある限り、我が帝国を侵しん略りやくすることはできない。だからこそ、今すぐに基地と艦艇から全力で撤退せよ。これは恥ではない。軍人として、次の機会に繫つなげるための戦略的判断だ。繰り返す、今すぐ撤退せよ」


    　恒太は拳こぶしを壇に叩たたきつけた。


    「そして世界皇帝として約束する。貴君ら日本軍人らが帝国に攻撃を加えない限り、帝国は一般市民を砲火に巻き込むことは断じてしない。ならばこそ、貴君らは国民を戦火に巻き込まないために、涙を飲んで撤退の決断をするべきである。故ゆえに撤退は恥ではない。何があっても撤退せよ」


    　この舞台は、宣戦布告を伝えるためだけのものだ。宣言した以上、素早く行動に移さねばならない。恒太はスピーチを切り上げる。


    「最後に、世界市民諸君らに告げる。いずれ春かす日が恒太が、あまねく世界に素晴らしき統治を提供してやろう。春日恒太は勝ち抜く、絶対にだ！　期待して待て！」


    　日本も世界も、大騒動になるだろう。


    　この混乱に乗じ、電撃戦で、俺たちから一撃を加えるのだ。


    



    
      ◇

    


    



    　テレビを日本のチャンネルに切り替えると、右へ左への大騒ぎになっていた。


    「今すぐ航空攻撃を加えて制圧しろ」「たとえ核攻撃を受けても攻撃すべきだ」という意見もあったが、大勢は「なんとか政治的解決を図ってくれ」という意見に変わりつつあった。


    　日本が開戦を決意した当初は、恒太は口頭で核兵器の存在を匂わせていただけだ。しかし今や現実として核兵器が使用され、米軍の多数の無人機を通してまざまざとその目に爆発の威力が刻まれたばかりである。しかも恒こう太たは今や、史上最悪の虐ぎやく殺さつジャンキーとして名を轟とどろかせている。建国宣言直後は怒りを爆発させた群衆も、そんな男からいざ核兵器を喉のど元に突き付けられれば、できるのは浮き足立つことだけだった。


    「準備できました！」


    　柚ゆずさんは朗ほがらかに声を張り上げた。


    　日本の自衛隊の航空戦力がある基地と、海上艦かん艇ていのすべてに、俺たちが配備している巡じゆん航こうミサイルの全照準を合わせたのだ。


    「自衛隊の動きは確認できる？」


    　莉り音おんが訊きくと、柚さんは首を振る。


    「いいえ、動いてないって思います！」


    「フッ、この俺の恫どう喝かつが効いたようだな。子羊どもにはいささか灸きゆうを据すえるのが強すぎたか……」


    「妥だ協きようなしの攻撃よ。自衛隊が沈黙している間に、全力を以もつて日本の全航空戦力と、戦闘用艦艇を無力化する。セットしてある巡航ミサイル発射台はすべて利用。加えて、通常弾頭を搭とう載さいしたアテスミサイルも一八基使用。アテスミサイルの目標は、こんごう、きりしま、みょうこう、ちょうかい、あたご、あしがらの六艦に集中」


    　そこまで言って、莉音は俺たちを振り向いた。


    「みんな、覚悟のほどはいいかしら？」


    「わかりましたぁ！」


    　真っ先に応えるのはいつでも柚さんだ。


    「もちろんだ」


    　俺はうなずいた。


    「わかってる」


    　沙さ織おりもハッキリした口調で言った。


    「大丈夫だ、問題ない」


    　恒太は髪をサラリとかき上げ、得意げに口にした。


    「本当の本当に、いいのね？」


    　俺たちは全員、深くうなずいた。


    　エンターキーに静かに手を重ね合う。


    「日本──衰すい退たいの道を転げ落ちる老大国。私たちが、新時代の維い新しんの黒船となってあげましょう」


    　莉音は顔を上げた。表情は決意に満ちている。


    「私たちは勝つ。この先で、新しい世界を創り上げるために。せーの！」


    『革命部の栄光のために！』


    　俺たちは諸もろ共ともに叫び、力を込めてエンターキーを押し込んだ。


    　次の瞬間、猛烈な空気の渦うずが辺り一面に巻き起こる。もうもうと白煙の尾を引きながら、総計二〇〇〇基の巡じゆん航こうミサイルが空高く、宙へと舞い上がった。

  



  
    　この作品はフィクションです。実在の国家、人物、団体、事件、法律とは一切関係ありません。


    　特定の思想信条、国家を支持、批判、推奨する意図は著者にはありません。また、軍事技術および武力行使について肯定する意図もありません。


    　なお、現在そして将来の事件、事故、報道と重なっているように受けとられる可能性のある事案、記述については偶然の一致であることをお断り申し上げます。

  


  [image: ]



  
     あとがき


    



    　時代は今まさに、数百年に一度の歴史的転換点を迎えています。


    　一六世紀、イタリア諸都市で芽生えた資本主義は、ヨーロッパに覇は権けんをもたらしました。大航海時代や産業革命を経へて、世界を制したヨーロッパは、新しい世界システムを打ち立てます。


    　二〇世紀、第一次世界大戦で衰退したヨーロッパから、ついに覇権がアメリカへと移っていきます。覇権が動くその過程では、一九二九年の世界大だい恐きよう慌こうが決定的な役割を果たしました。


    　二一世紀、私たちはアメリカの衰退、そして資本主義の崩壊を目の前にしています。世界システムは破滅の危機にあり、今回もまた恐慌が地球を覆おおい尽くしてゆくのです。その重要なターニングポイントが、急激な勢いで迫ってきました。今後、食料は高こう騰とうし、世界はスタグフレーションに苛さいなまれ、各国間の緊張も高まっていきます。人々の生活や意識も激変することでしょう。


    　当初、羽は月づき莉り音おんの帝国シリーズは全一二巻を計画していました。しかし、昨今の世界情勢を鑑かんがみるに、予想していたよりも若じやつ干かん早く現実が追いついてきた感があります。ぼくの矜きよう持じとして、現実に追い抜かれるわけにもいきません。そこで本シリーズは全一〇巻とするのが、シリーズを区切るタイミングとしてはベストであろうと判断しました。ゆえに、次の巻でラストになります。


    　世界のすべてを描くシリーズにしたいと思っていました。振り返ってみれば、ぼくらの生きる世界の末端から頂点まで、大きなポイントはだいたい押さえきれたと思います。このわずかな巻数にあらゆるものを詰め込んだため、書き飛ばさざるを得なかった部分や、記述できなかったことも多々ありますが、それらはいずれも枝葉に相当することです。また別の物語で触れる機会があるでしょう。


    　本シリーズは、普段ライトノベルを手に取らない年齢が高い層に口コミで広まったらしく、お伝え頂いた方には大変感謝しています。しかし、できれば若いうちに読んでもらい、世界に立ち向かう人が現れてほしい。ぼくらが生きる世界は、皆さんが考えているよりも人間味に満ちていて、エネルギーに[image: ]あふれています。そして百万のファンタジーよりも、いま目前に広がる未来の方が、ずっと世界は広くて深く、面白くて夢があるのです。


    　年齢・知識・経験を重ねてからまた本シリーズを読んで下さると、きっと新しい発見があるものと思います。それでは最後までお付き合い頂ければ幸いです。

  



  
    至道流星


    Ryusei Shidou


    



    ふと気づけば人類は、歴史上比類ない巨万の借金によって成立する不思議な社会を築き上げていました。遠からず、険しく苛烈な時代の転換点がやってきます。しかし、巨大なパラダイムシフトを直接この眼で目撃できるのは、なんと幸運なことでしょう！

  



  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    羽月莉音の帝国９
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    ※ご注意


    本作品の全部または一部を無断で複製、転載、改竄、公衆送信すること、および有償無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することを禁じます。
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